
モダニスト久野豊彦と新興芸術派の研究

課題番号 １７５２０１０５

平成 年度～ 年度17 19
科学研究費補助金 基盤研究（ ）C

研 究 成 果 報 告 書

平成２０年３月

研究代表者 中 村 三 春
（ ）NAKAMURA Miharu

山形大学 人文学部教授



( 1 )

モダニスト久野豊彦と新興芸術派の研究 《概 要》

【本研究の趣旨】

久野豊彦（ ）は一般に、昭和 年に活動した新興芸術派の代表的作家1896-1971 5
の一人と目されており、復刻版や作品集の刊行などが行われ、わずかな論考も発
表されてはいるが、その研究は未だ緒についたばかりと言うほかにない。横光利
一以上の言語実験と、後年、新社会派文学を経て、経済学者に転向したほどの信
用経済学の知識などが、正しい評価を妨げてきたのかも知れない。本研究は、久
野の業績の検証を中心として、昭和初年代の新感覚派と、昭和 年前後の「文芸10
復興期」との狭間にあって、現代文学研究のいわば空白地帯となっている新興芸
術派の作家と文芸スタイルについて、再検討を行おうとするものである。

【研究組織】

研究代表者 中 村 三 春 （山形大学人文学部教授）:

【交付決定額】（配分額・単位：円）

【研究発表】

（１）雑誌論文
・中村三春、「モダニスト久野豊彦の様式 ―意味から強度へ―」、『山形大学
人文学部研究年報』第５号、 年 月2008 2

（２）学会発表
・中村三春、「モダニスト久野豊彦の様式」、様式史研究会第 回研究発表会、49

年 月、於・山形大学2007 9

・中村三春、「久野豊彦とダグラス経済学」、日本比較文学会 年度東北大会、2007
年 月、於・山形テルサ2007 12

直接経費 間接経費 合　　計

平成１７年度 1,100,000 0 1,100,000

平成１８年度 700,000 0 700,000

平成１９年度 500,000 150,000 650,000

総　　計 2,300,000 150,000 2,450,000



( )2

モ
ダ
ニ
ス
ト
久
野
豊
彦
と
新
興
芸
術
派
の
研
究

＊
目

次
＊

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

モ
ダ
ニ
ス
ト
久
野
豊
彦
と
新
興
芸
術
派
の
研
究
《
概
要
》

（
１
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第
一
編

モ
ダ
ニ
ス
ト
久
野
豊
彦
の
様
式

１

（
増
補
・
再
録
）

は
じ
め
に
―
久
野
豊
彦
の
再
評
価

１

久
野
豊
彦
の
文
芸
理
論

（
１
）
未
来
派
・
構
成
派

（
２
）
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム

２

久
野
豊
彦
と
ダ
グ
ラ
シ
ズ
ム

３

久
野
豊
彦
の
テ
ク
ス
ト

（
１
）
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
―
「
セ
ヴ
イ
ラ
の
理
髪
師
」

（
２
）
物
語
の
逸
脱
―
「
月
で
鶏
が
釣
れ
た
な
ら
」

（
３
）
身
体
の
記
号
化
―
「
ブ
ロ
ツ
ケ
ン
山
の
妖
魔
」

（
４
）
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
の
経
済
社
会
―
「
ザ
ン
バ
！
」

（
４
）
視
聴
覚
テ
ク
ス
ト
―
「
或
る
転
形
期
の
労
働
者
」

４

結
論
―
意
味
か
ら
強
度
へ



( )3

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第
二
編

久
野
豊
彦
と
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学

41

は
じ
め
に
―
な
ぜ
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
か

１

Ｃ
・
Ｈ
・
ダ
グ
ラ
ス
と
久
野
豊
彦

（
１
）
ダ
グ
ラ
ス
と
は
誰
か

（
２
）
久
野
と
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
と
の
出
会
い

２

ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
の
現
代
性

（
１
）
ダ
グ
ラ
ス
理
論
の
概
要

（
ⅰ
）
Ａ
＋
Ｂ
定
理

（
ⅱ
）
生
産
者
銀
行
の
提
唱

（
ⅲ
）
信
用
理
論

（
２
）
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
の
評
価

３

久
野
豊
彦
に
お
け
る
ダ
グ
ラ
シ
ズ
ム

（
１
）
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
対
決

（
２
）
文
芸
理
論
へ
の
導
入

（
３
）
貨
幣
形
態
と
芸
術
形
態

（
４
）
〝
新
社
会
派
〟
の
内
実

４

む
す
び
―
久
野
豊
彦
と
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学



( )4

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第
三
編

久
野
豊
彦
資
料

73

１

久
野
豊
彦
略
年
譜

２

久
野
豊
彦
主
要
著
書
一
覧

３

久
野
豊
彦
雑
誌
所
収
作
品
一
覧



- -1

（
増
補
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）

第
一
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モ
ダ
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野
豊
彦
の
様
式

中

村

三

春

は
じ
め
に
―
久
野
豊
彦
の
再
評
価

久
野
豊
彦
（
く
の
・
と
よ
ひ
こ
、
一
八
九
六
～
一
九
七
一
）
は
一
般
に
、
新
興
芸
術
派
の
代
表
的
作
家
の
一
人
と
さ
れ
て

い
る
。
確
か
に
久
野
は
、
龍
胆
寺
雄
・
吉
行
エ
イ
ス
ケ
ら
と
並
び
、
一
九
三
〇
（
昭
和
５
）
年
四
月
の
新
興
芸
術
派
倶
楽
部

結
成
に
参
加
し
た
。
し
か
し
、
久
野
は
そ
れ
以
前
に
既
に
か
な
り
の
創
作
史
を
経
て
き
て
お
り
、
基
本
的
に
久
野
の
文
芸
様

式
は
、
新
興
芸
術
派
以
前
に
確
立
し
、
そ
れ
が
変
容
を
遂
げ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
新

興
芸
術
派
な
る
も
の
の
統
一
的
な
作
風
が
何
な
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
も
の
が
果
た
し
て
存
在
す
る
の
か
の
評
価
が
、

不
明
確
な
ま
ま
に
経
過
し
て
い
る
現
状
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
久
野
お
よ
び
新
興
芸
術
派
の
研
究
は
、
こ
と
さ
ら
に
文
壇
史

モ
ダ
ニ
ス
ト
久
野
豊
彦
と
新
興
芸
術
派
の
研
究
（
中
村
三
春
）



（
１
）
山
崎
義
光
「
久
野
豊
彦
に
お
け
る
一
九
三
〇
年
前
後
―
『
ナ
タ
ア
シ
ア
夫
人
の
銀
煙
管
』
と
『
人
生
特
急
』
―
」
（
『
横
光
利

一
研
究
』
４
、
二
〇
〇
六
・
三
）
は
、
「
ナ
タ
ア
シ
ア
夫
人
の
銀
煙
管
」
（
『
三
田
文
学
』
昭
元
・
７
）
を
克
明
に
分
析
し
た
ほ
ぼ
唯

一
の
例
外
で
あ
る
。
山
崎
に
は
、
久
野
の
創
作
活
動
を
概
観
し
、
創
作
年
表
を
付
し
た
「
前
衛
芸
術
作
家
と
し
て
の
久
野
豊
彦
」

（
『
大
阪
府
立
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
』

、
二
〇
〇
六
・
七
）
も
あ
る
。

40
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や
文
芸
思
潮
史
に
偏
っ
て
い
て
、
テ
ク
ス
ト
様
式
論
か
ら
の
視
座
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
（
１
）
。

こ
の
分
野
・
時
代
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
に
お
い
て
小
田
切
進
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

昭
和
四
年
十
二
月
、
翌
年
の
新
興
芸
術
派
の
結
成
の
前
に
、
み
ず
か
ら
「
藝
術
派
の
十
字
軍
」
を
名
乗
る
「
十
三
人
倶

楽
部
」
が
結
成
さ
れ
た
。
［
…
］
と
こ
ろ
で
、
昭
和
五
年
四
月
十
三
日
、
こ
の
十
三
人
倶
楽
部
を
母
胎
と
し
て
「
新
興
芸

術
派
倶
楽
部
」
が
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
日
、
本
郷
の
燕
楽
軒
で
開
か
れ
た
第
一
回
総
会
に
は
次
の
三
十
二
名
が

出
席
し
た
。

早
稲
田
―
高
橋
丈
雄
、
保
高
徳
蔵
、
八
木
東
作

蝙
蝠
座
―
中
村
正
常
、
今
日
出
海
、
小
野
松
二
、
坪
田
勝
、
西
村
晋
一
、
舟
橋
聖
一

文
学
―
永
井
龍
男
、
小
林
秀
雄
、
吉
村
鐵
太
郎
、
宗
瑛
、
神
西
清
、
笠
原
健
治
郎
、
深
田
久
彌
、
堀
辰
雄

近
代
生
活
―
嘉
村
磯
多
、
楢
崎
勤
、
吉
行
エ
イ
ス
ケ
、
龍
膽
寺
雄
、
飯
島
正
、
佐
佐
木
俊
郎
、
久
野
豊
彦

文
藝
都
市
―
阿
部
知
二
、
雅
川
滉
、
井
伏
鱒
二
、
蔵
原
伸
二
郎
、
古
澤
安
二
郎

三
田
文
学
―
木
村
庄
三
郎

司
会
者
側
―
中
村
武
羅
夫
、
加
藤
武
雄

反
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
系
作
家
だ
け
で
な
く
、
小
林
や
堀
ら
の
藝
術
派
ま
で
加
わ
っ
て
、
こ
こ
に
と
も

第
一
編

モ
ダ
ニ
ス
ト
久
野
豊
彦
の
様
式
（N

A
K
A
M
U
R
A

M
i
h
a
r
u
)



（
２
）
小
田
切
進
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
展
開
」
（
『
昭
和
文
学
の
成
立
』
、
一
九
六
五
・
七
、
勁
草
書
房
）
、

～

ペ
ー
ジ
。

223

228

- -3

モ
ダ
ニ
ス
ト
久
野
豊
彦
と
新
興
芸
術
派
の
研
究
（
中
村
三
春
）

か
く
一
応
「
大
同
団
結
」
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
川
端
だ
け
で
な
く
横
光
も
参
加
し
て
い
な
い
。
ま
た
前
述

の
理
由
［
川
端
が
十
三
人
倶
楽
部
を
批
判
し
た
こ
と
］
が
あ
っ
て
、
尾
崎
（
一
）
や
浅
見
、
梶
井
も
参
加
し
て
い
な
い
。

提
唱
者
は
龍
膽
寺
雄
と
久
野
豊
彦
で
、
そ
れ
に
浅
原
、
吉
行
ら
『
近
代
生
活
』
系
の
グ
ル
ー
プ
が
中
村
武
羅
夫
を
お
し
た

て
て
動
い
た
の
で
あ
る
。
［
…
］

『
近
代
生
活
』
と
ほ
ぼ
同
時
に
新
潮
社
か
ら
創
刊
さ
れ
、
の
ち
に
こ
の
派
の
最
も
有
力
な
発
表
機
関
と
な
っ
た
『
文
學

時
代
』
は
、
も
と
も
と
昭
和
四
年
四
月
号
ま
で
で
廃
刊
さ
れ
た
『
文
章
倶
楽
部
』
の
後
身
だ
っ
た
た
め
、
最
初
か
ら
軽
評

論
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
読
み
も
の
中
心
に
編
集
さ
れ
、
い
わ
ば
新
興
芸
術
派
の
結
成
を
う
な
が
す
よ
う
な
役
割
を
早
く
か
ら

果
し
て
い
た
商
業
雑
誌
で
あ
る
。
［
…
］

こ
う
し
た
風
潮
の
な
か
で
新
興
芸
術
派
の
中
心
的
な
作
家
た
ち
は
、
ま
す
ま
す
「
色
彩
と
刺
戟
、
衝
動
」
を
求
め
、
い

よ
い
よ
ハ
イ
・
ス
ピ
ー
ド
を
目
ざ
し
、
し
だ
い
に
刹
那
的
、
享
楽
的
な
傾
向
を
強
め
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
煽
ら
れ
る

ま
ま
に
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
的
な
作
風
に
進
ん
で
い
っ
た
。

小
田
切
は
こ
の
よ
う
に
、
新
興
芸
術
派
倶
楽
部
が
芸
術
派
の
「
大
同
団
結
」
で
あ
り
、
「
提
唱
者
は
龍
膽
寺
雄
と
久
野
豊

彦
で
、
そ
れ
に
浅
原
、
吉
行
ら
『
近
代
生
活
』
系
の
グ
ル
ー
プ
が
中
村
武
羅
夫
を
お
し
た
て
て
動
い
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ

た
上
で
、
「
こ
う
し
た
風
潮
の
な
か
で
新
興
芸
術
派
の
中
心
的
な
作
家
た
ち
は
、
ま
す
ま
す
『
色
彩
と
刺
戟
、
衝
動
』
を
求

め
、
い
よ
い
よ
ハ
イ
・
ス
ピ
ー
ド
を
目
ざ
し
、
し
だ
い
に
刹
那
的
、
享
楽
的
な
傾
向
を
強
め
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
煽
ら

れ
る
ま
ま
に
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
的
な
作
風
に
進
ん
で
い
っ
た
」
と
新
興
芸
術
派
の
様
式
を
概
括
し
た
（
２
）
。
し
か
し
、
久
野



（
３
）
嶋
田
厚
「
久
野
豊
彦
年
譜
」
（
『
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
山
の
妖
魔
』
、
二
〇
〇
三
・
三
、
工
作
舎
）
。
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第
一
編

モ
ダ
ニ
ス
ト
久
野
豊
彦
の
様
式
（N

A
K
A
M
U
R
A

M
i
h
a
r
u
)

の
様
式
に
的
確
に
妥
当
す
る
の
は
、
あ
る
意
味
で
の
「
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
的
な
作
風
」
で
あ
っ
て
も
、
「
刹
那
的
、
享
楽
的
な

傾
向
」
や
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
偏
向
に
つ
い
て
は
、
そ
の
作
風
か
ら
見
て
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
は
、

横
光
利
一
を
凌
ぐ
生
粋
の
モ
ダ
ニ
ス
ト
・
久
野
豊
彦
の
様
式
を
、
概
略
的
な
見
取
り
図
の
も
と
に
展
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

嶋
田
厚
に
よ
る
年
譜
に
従
う
と
（
３
）
、
小
説
家
・
経
済
学
者
の
久
野
豊
彦
は
、
一
八
九
六
（
明
治

）
年
に
名
古
屋
で

29

医
師
の
家
に
生
ま
れ
、
一
九
二
三
（
大
正

）
年
に
慶
應
義
塾
大
学
を
卒
業
後
、
守
屋
謙
二
ら
と
同
人
誌
『
葡
萄
園
』
を
発

12

刊
し
た
の
が
最
初
の
本
格
的
な
創
作
活
動
と
な
っ
た
。
一
九
二
五
（
大
正

）
年
に
は
、
横
光
利
一
・
川
端
康
成
ら
の
『
文

14

芸
時
代
』
九
月
号
に
「
一
九
二
〇
年
代
の
人
間
紛
失
」
を
発
表
、
翌
年
、
『
三
田
文
学
』
四
月
号
に
「
あ
る
転
形
期
の
労
働

者
」
、
『
新
潮
』
一
〇
月
号
に
「
桃
色
の
象
牙
の
塔
」
を
発
表
す
る
な
ど
、
新
時
代
の
作
家
と
し
て
注
目
を
集
め
た
。
そ
の

後
、
『
手
帖
』
や
『
近
代
生
活
』
の
同
人
と
な
る
。
一
九
二
七
（
昭
和
２
）
年
一
二
月
に
、
第
一
作
品
集
『
第
二
の
レ
エ
ニ

ン
』
（
春
陽
堂
）
を
刊
行
し
、
一
九
三
〇
年
に
新
興
芸
術
派
倶
楽
部
に
参
加
し
た
時
に
は
、
既
に
作
家
と
し
て
相
当
の
キ
ャ

リ
ア
を
積
ん
で
い
た
。
同
年
一
〇
月
に
、
『
中
央
公
論
』
に
共
同
制
作
「
一
九
三
〇
年
」
を
浅
原
六
朗
・
龍
膽
寺
雄
と
の
共

著
と
し
て
発
表
し
、
共
同
制
作
の
方
法
を
も
推
し
進
め
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
Ｃ
・
Ｈ
・
ダ
グ
ラ
ス
の
信
用
経
済
学
の
理
論

に
傾
倒
し
、
一
九
三
一
年
か
ら
刊
行
を
開
始
し
た
『
ダ
グ
ラ
ス
派
経
済
［
学
］
全
集
』
（
春
陽
堂
）
の
第
六
、
八
巻
の
翻
訳

に
携
わ
っ
た
。
ま
た
一
九
三
二
（
昭
和
７
）
年
六
月
か
ら
一
〇
月
ま
で
、
『
時
事
新
報
』
に
経
済
小
説
『
人
生
特
急
』
を
連

載
し
て
、
一
一
月
に
千
倉
書
房
よ
り
刊
行
し
た
が
、
発
禁
処
分
を
受
け
た
。
浅
原
の
出
資
で
「
レ
ッ
ド
・
ア
ン
ド
・
ブ
ル
ー

ク
ラ
ブ
」
に
龍
胆
寺
、
吉
行
と
と
も
に
参
加
し
、
ま
た
浅
原
と
の
共
著
『
新
社
会
派
文
学
』
（
厚
生
閣
）
を
同
年
七
月
に
刊

行
し
た
。
そ
の
後
一
九
三
五
年
に
は
日
本
大
学
芸
術
学
部
教
授
お
よ
び
参
与
、
一
九
四
四
年
に
は
日
大
を
辞
し
、
知
多
半
島
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大
野
町
に
疎
開
し
、
戦
後
は
、
一
九
五
三
年
に
名
古
屋
商
科
大
学
教
授
に
赴
任
、
一
九
七
〇
年
に
停
年
と
な
り
渡
米
、
翌
年

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
死
去
し
て
い
る
。

久
野
豊
彦
に
は
、
三
つ
の
顔
が
あ
る
。
一
つ
は
前
衛
小
説
作
家
と
し
て
の
顔
で
、
久
野
は
も
は
や
「
何
々
派
」
を
超
え
た
、

日
本
近
代
文
学
史
上
、
希
有
な
作
家
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
強
い
て
類
例
の
作
家
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
横
光
利
一
、

稲
垣
足
穂
、
萩
原
恭
次
郎
、
安
部
公
房
、
筒
井
康
隆
、
高
橋
源
一
郎
ら
と
の
親
近
性
が
考
え
ら
れ
る
。
第
二
の
顔
は
、
経
済

学
者
と
し
て
の
顔
で
あ
る
。
Ｃ
・
Ｈ
・
ダ
グ
ラ
ス
の
信
用
経
済
学
を
研
究
し
、
そ
の
普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ダ
グ
ラ
ス

理
論
を
文
芸
理
論
に
も
適
用
し
よ
う
と
し
て
論
陣
を
張
っ
た
。
久
野
が
新
興
芸
術
派
以
後
に
い
わ
ゆ
る
新
社
会
派
へ
と
移
行

し
た
理
由
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ
る
。
第
三
の
顔
は
、
諜
報
理
論
・
ソ
連
動
向
論
を
含
む
、
処
世
術
・
人
生
論
の
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
・
啓
蒙
家
と
し
て
の
顔
で
あ
る
。
戦
前
・
戦
中
期
の
久
野
の
活
動
は
、
ま
だ
ま
だ
未
解
明
の
部
分
が
大
き
い
。
手
始
め
に
、

久
野
の
文
芸
理
論
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

１

久
野
豊
彦
の
文
芸
理
論

ま
ず
初
め
に
、
久
野
の
文
芸
理
論
の
概
要
で
あ
る
。
「
小
説
構
想
の
断
想
」
（
『
虚
無
思
想
』
大

・
６
）
と
い
う
初
期

15

の
評
論
は
、
そ
の
後
の
久
野
の
文
芸
理
論
の
展
開
を
予
告
す
る
重
要
な
論
説
で
あ
る
。
小
説
の
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
に
お
い
て
は

非
常
に
派
手
に
突
出
す
る
こ
と
の
多
い
久
野
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
が
、
そ
の
理
論
は
、
む
し
ろ
極
め
て
論
理
的
で
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
と
さ
え
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
新
興
芸
術
派
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
久
野
の
発
言
は
、
時
評
的
な
要
請
に
引
き
ず

ら
れ
て
か
、
集
中
力
が
や
や
落
ち
る
も
の
も
あ
る
。
実
際
、
昭
和
初
年
代
の
久
野
の
発
言
の
大
半
は
、
時
評
か
座
談
会
な
ど
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の
も
の
が
多
い
。
「
小
説
構
想
の
断
想
」
は
、
論
点
が
よ
く
整
理
さ
れ
た
評
論
で
あ
り
、
無
用
な
駆
け
引
き
が
な
く
、
久
野

の
理
論
を
展
望
す
る
の
に
適
し
て
い
る
。

（
１
）
未
来
派
・
構
成
派

第
一
は
、
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
文
芸
の
理
論
で
あ
る
。
い
ま
だ
形
式
主
義
文
学
論
争
が
起
こ
っ
て
い
な
い
時
期
の
評
論
で

あ
る
が
、
そ
の
主
題
は
内
容
と
形
式
と
の
関
わ
り
を
め
ぐ
っ
て
展
開
す
る
。
こ
こ
で
久
野
は
ま
ず
、
「
内
容
」
と
「
表
現
形

式
」
と
の
軽
重
を
問
題
に
し
、
「
し
か
し
、
何
れ
も
馬
鹿
げ
た
こ
と
で
は
な
い
か
。
何
故
な
ら
、
素
破
し
い
内
容
は
素
的
な

マ
マ

表
現
形
式
に
依
ら
な
け
れ
ば
、
第
一
、
成
立
し
よ
う
が
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
両
者
の
均
衡
を
主
張
す
る
。
た
だ

し
、
「
現
代
の
芸
術
は
、
昔
な
が
ら
の
芸
術
の
如
く
、
し
み
つ
た
れ
た
乳
母
で
は
決
し
て
あ
り
得
な
い
。
最
高
の
観
念
的
情

緒
的
内
容
は
、
高
速
度
の
表
現
形
式
に
依
存
す
る
。
そ
し
て
、
明
快
に
、
一
見
し
、
一
読
す
れ
ば
、
そ
の
芸
術
よ
り
享
け
る

感
銘
は
即
ち
生
活
現
象
と
全
き
符
合
を
な
す
こ
と
を
意
識
す
る
で
あ
ら
う
」
と
も
述
べ
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

一
個
の
作
品
を
評
価
す
る
に
あ
た
り
、
Ａ
は
極
め
て
、
内
容
を
偏
愛
す
る
。
Ｂ
は
し
ば
し
ば
、
表
現
形
式
を
偏
重
す

る
。
そ
し
て
、
Ａ
と
Ｂ
と
は
、
間
断
も
な
く
、
火
花
を
散
ら
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
れ
も
馬
鹿
げ
た
こ
と
で
は
な

い
か
。
何
故
な
ら
、
素
破
し
い
内
容
は
素
的
な
表
現
形
式
に
依
ら
な
け
れ
ば
、
第
一
、
成
立
し
よ
う
が
な
い
か
ら
で
あ

マ
マ

る
。
形
式
主
義
が
、
内
容
的
た
る
こ
と
を
拒
否
し
、
詩
、
そ
れ
自
身
さ
へ
も
、
無
内
容
た
ら
ん
と
し
、
言
葉
は
即
ち
、

思
想
な
る
が
た
め
に
、
単
に
、
思
想
や
音
の
連
鎖
を
求
め
、
形
式
、
音
、
色
彩
、
平
面
、
容
積
の
総
和
を
以
つ
て
、
芸

術
の
全
量
た
ら
し
め
る
の
は
、
畢
竟
、
内
容
を
架
空
化
せ
ん
と
す
る
が
た
め
で
あ
る
。

チ
エ
ー
ホ
フ
は
云
ふ
の
で
あ
る
。
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「
現
今
の
芸
術
は
神
を
失
つ
て
ゐ
る
と
！
芸
中
は
何
を
教
ふ
べ
き
か
を
知
ら
な
い
と
！
又
、
理
想
を
持
つ
て
は
ゐ
な

い
と
！
従
つ
て
、
如
何
に
偉
大
な
る
技
術
家
で
あ
ら
う
と
、
斯
る
条
件
の
も
と
に
あ
る
、
芸
術
家
は
芸
術
家
で
は
あ
り

得
な
い
と
！
［
」
］

し
か
し
、
現
代
の
芸
術
は
、
昔
な
が
ら
の
芸
術
の
如
く
、
し
み
つ
た
れ
た
乳
母
で
は
決
し
て
あ
り
得
な
い
。
最
高
の

観
念
的
情
緒
的
内
容
は
、
高
速
度
の
表
現
形
式
に
依
存
す
る
。
そ
し
て
、
明
快
に
、
一
見
し
、
一
読
す
れ
ば
、
そ
の
芸

術
よ
り
享
け
る
感
銘
は
即
ち
生
活
現
象
と
全
き
符
合
を
な
す
こ
と
を
意
識
す
る
で
あ
ら
う
。
［
…
］

ペ
リ
教
授
は
短
篇
を
し
て

[
]

と
述
べ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
現
代
の
新
興
芸

N
ot

w
ith

w
holeo

w
hole

but
fragm

ents

術
は
、
す
く
な
く
と
も
、

の
総
知
［
和
］
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の
作
品
は
成
立
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
何
故

clim
ax

な
ら
ば
、
現
代
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
は
、
す
べ
て
力
動
し
力
走
し
、
瞬
間
的
に
変
化
し
て
、
直
線
に
な
り
、
忽
ち
に
し
て
、

曲
線
化
し
、
一
切
の
現
象
は
痙
攣
的
跳
躍
を
し
て
、
同
時
同
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
二
十
世
紀
は
力
学
的
の
世
紀
で
あ

る
。
一
個
の
局
面
に
、
事
件
に
、
人
間
に
、
す
べ
て
、
運
動
の
幻
影
が
流
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
故
に
、
制
作
さ
れ
た
る
、

芸
術
品
は
分
割
し
た
る

の
力
学
的
総
和
で
あ
り
、
即
ち
、
こ
の
同
時
同
存
す
る

は
幾
何
学
的
に
、
な
い

clim
ax

clim
ax

し
は
代
数
学
的
に
組
織
化
せ
ら
れ
、
こ
こ
に
、
全
き
作
品
の
結
構
を
な
す
の
で
あ
る
。

表
現
形
式
を
核
と
し
て
内
容
と
の
統
一
を
図
る
と
す
る
基
軸
の
上
に
、
「

の
総
和
」
と
し
て
「
現
代
の
新
興
芸

clim
ax

術
」
を
構
想
す
る
。
こ
こ
で
言
わ
れ
る
「

」
と
は
、
力
動
・
力
走
・
変
化
・
跳
躍
を
伴
っ
て
「
同
時
同
存
」
す
る
よ

clim
ax

う
な
、
個
々
の
表
現
の
突
出
で
あ
る
。
「
二
十
世
紀
は
力
学
的
の
世
紀
で
あ
る
。
一
個
の
局
面
に
、
事
件
に
、
人
間
に
、
す

べ
て
、
運
動
の
幻
影
が
流
れ
て
ゐ
る
」
と
い
う
観
測
は
、
未
来
派
の
発
想
を
思
わ
せ
る
。
「
幾
何
学
的
に
、
な
い
し
は
代
数

学
的
に
組
織
化
せ
ら
れ
」
と
す
る
行
文
に
は
、
構
成
派
の
要
素
も
認
め
ら
れ
る
。
速
度
・
交
通
・
機
械
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
尊

崇
し
た
未
来
派
の
様
式
と
、
素
材
を
人
工
的
計
算
の
も
と
に
構
造
化
す
る
構
成
派
の
主
張
と
が
、
こ
の
論
説
の
基
礎
を
成
す



（
４
）
前
掲
・
山
崎
「
久
野
豊
彦
に
お
け
る
一
九
三
〇
年
前
後
」
は
、
「
初
期
の
『
葡
萄
園
』
以
降
、
『
一
九
二
〇
年
代
の
人
間
喪

失
』
『
ナ
タ
ア
シ
ア
夫
人
の
銀
煙
管
』
『
化
粧
学
校
の
フ
ァ
ス
シ
ス
ト
』
を
は
じ
め
、
作
中
に
『
未
来
派
』
の
言
葉
が
み
え
、
『
化
粧

学
校
の
フ
ァ
ス
シ
ス
ト
』
に
は
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
や
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
の
氏
の
詩
の
引
用
も
見
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
嶋
田

厚
「
久
野
豊
彦
と
新
感
覚
派
」
（
『
文
学
』
一
九
七
四
・
一
）
は
、
未
来
派
美
術
の
前
衛
で
あ
っ
た
神
原
泰
や
、
ド
イ
ツ
か
ら
構
成
主

義
を
持
ち
帰
っ
た
村
山
知
義
と
久
野
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
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（
４
）
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
「
現
代
の
新
興
芸
術
」
に
は
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
「
新
文
章
法
」
が
必
要
で
あ
る
と
言
う
。

次
に
起
る
べ
き
明
瞭
な
る
事
件
は
新
文
章
法
の
運
動
で
あ
る
も
久
し
き
に
亘
り
、
か
の
静
か
な
る
美
学
は
、
均
斉
的

に
し
て
、
無
力
な
る
、
し
か
も
、
あ
ま
り
に
、
な
が
た
ら
し
き
複
文
、
合
成
文
の
旧
文
章
法
を
具
備
し
て
ゐ
た
の
で
あ

る
が
、
形
式
の
激
変
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
た
、
崩
壊
し
て
、
新
文
章
法
の
同
共
作
業
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
最
も

マ

マ

著
名
な
る
は
文
章
の
機
械
化
、
力
動
化
、
架
空
線
化
で
あ
る
。
ま
た
、
音
楽
化
で
あ
り
、
絵
画
化
で
あ
る
。
［
…
］
云

ふ
ま
で
も
な
く
、
言
葉
は
確
定
し
た
る
或
物
で
あ
る
。
音
色
は
唯
物
的
根
底
を
持
た
な
い
。
極
め
て
、
無
拘
束
な
る
も

の
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
オ
ト
ル
は
音
楽
を
以
つ
て
、
そ
れ
自
身
以
外
の
何
物
を
も
表
現
し
な
い
と
断
言
し
て
ゐ
る
。
し

か
し
て
、
独
立
せ
る
名
詞
の
自
由
な
る
羅
列
。
動
詞
よ
り
変
形
ぜ
る
形
容
詞
の
テ
ノ
オ
ル
。
強
劇
な
る
不
定
動
詞
。
自

マ
マ

由
語
の
爆
音
等
、
等
！

言
葉
は
唯
物
的
な
る
音
色
で
は
な
か
ら
う
か
。
［
…
］
か
く
し
て
、
新
興
の
文
字
は
い
ま
や

聴
覚
、
視
覚
の
共
同
作
用
を
要
求
し
だ
し
た
。
文
字
、
別
し
て
、
触
覚
的
の
漢
字
が
い
か
に
、
絵
画
的
で
あ
る
か
！

文
字
の
起
源
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
何
人
も

に
直
面
す
る
で
あ
ら
う
。
平
仮
名
が
ま
た
い
か
に
、
欧
羅
巴
文

hieroglyph

字
の
そ
れ
に
似
た
る
、
柔
ら
か
き
感
覚
を
与
へ
て
ゐ
る
こ
と
か
！
片
仮
名
が
、
い
か
に
、
平
民
的
に
し
て
、
メ
タ
リ
ツ

ク
で
あ
る
か
。
何
故
に
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
が
片
仮
名
を
尊
重
し
て
使
用
し
な
い
の
で
あ
ら
う
！
更
に
数
字
的



（
５
）
「
彼
は
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
を
乱
暴
に
破
壊
し
て
話
し
だ
す
だ
ろ
う
。
文
を
組
み
立
て
る
の
に
時
間
を
む
だ
に
す
る
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
。
文
章
の
彫
琢
や
微
妙
な
あ
や
を
軽
視
し
、
自
分
の
視
覚
、
聴
覚
、
嗅
覚
が
と
ら
え
た
印
象
を
、
そ
の
ほ
と
ば
し
る
流
れ
の
ま
ま

に
、
息
を
き
ら
し
な
が
ら
性
急
に
諸
君
の
神
経
に
ぶ
つ
け
て
く
る
だ
ろ
う
」
（
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
ト
マ
ー
ゾ
・
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
「
無
線
想

像
力
と
自
由
な
状
態
の
こ
と
ば
未
来
派
宣
言
」
、
『
未
来
派1

9
0
9
1
9
4
4

』
、
一
九
九
二
、
東
京
新
聞
）
。
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感
覚
に
至
つ
て
は
、
特
に
、
日
本
に
は
二
様
の
異
な
れ
る
感
覚
を
発
見
し
得
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
現
在
、
わ
れ
わ
れ
は
、
し
ば
し
ば
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
る
活
字
の
横
転
上
下
せ
る
を
、
一
編
の
小
説
内
に
目

撃
し
、
或
は
ま
た
こ
れ
を
自
ら
も
使
役
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
［
…
］
い
ま
や
、
印
刷
術
の
素
的
な
る
発
達
と
相
呼
応
し

て
、
文
学
は
い
よ
い
よ
、
共
同
作
業
の
実
を
あ
げ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
を
、
絵
画
の
方
面
に
於
て
見
る
に
、
絵
画
が

文
字
を
移
植
し
て
、
い
か
に
、
困
難
し
な
が
ら
効
果
あ
る
仕
事
を
な
し
て
ゐ
る
か
！
試
み
に
、

の
、

K
urt

S
chw

itters

詩
画
集
よ
り
そ
の
一
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

「
新
文
章
法
」
の
趣
意
は
、
伝
統
的
な
冗
漫
文
体
に
対
し
て
、
「
文
章
の
機
械
化
、
力
動
化
、
架
空
線
化
」
で
あ
り
、
ま

た
「
音
楽
化
」
「
絵
画
化
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
も
一
種
の
未
来
派
的
な
方
法
論
が
横
溢
し
て
い
る
。
そ
れ
は
今
日

の
用
語
に
置
き
換
え
れ
ば
、
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
、
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の
重
視
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
言
葉
の
「
音
楽
化
」
は
、

言
葉
を
言
語
記
号
と
し
て
一
旦
、
対
象
化
し
、
い
わ
ば
音
記
号
を
も
っ
て
楽
曲
を
構
成
す
る
音
楽
の
よ
う
に
、
言
葉
を
要
素

と
し
て
人
為
的
に
再
配
置
し
た
テ
ク
ス
ト
の
形
成
を
言
う
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
記
号
学
的
再
配
置
で
あ
る
以
上
は
、

言
語
記
号
の
使
用
方
法
は
、
徹
底
的
に
自
由
で
独
立
し
た
用
法
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
「
自
由
語
」
と
い
う
用
語
に

も
、
「
未
来
派
の
自
由
語
」
の
響
き
が
あ
る
（
５
）
。
要
す
る
に
音
楽
記
号
と
同
じ
だ
け
の
自
由
度
を
、
言
語
記
号
に
も
与

え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
具
体
的
に
は
、
文
字
に
「
聴
覚
、
視
覚
の
共
同
作
用
」
を
求
め
、
ま
た
「
触
覚
的
の
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漢
字
が
い
か
に
、
絵
画
的
で
あ
る
か
」
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。
文
字
の
起
源
と
し
て
の
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
に
触
れ
、
平
仮

名
は
「
欧
羅
巴
文
字
の
そ
れ
に
似
た
る
、
柔
ら
か
き
感
覚
」
を
持
ち
、
片
仮
名
は
「
平
民
的
に
し
て
、
メ
タ
リ
ツ
ク
」
で
あ

る
。
ま
た
、
「
現
在
、
わ
れ
わ
れ
は
、
し
ば
し
ば
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
る
活
字
の
横
転
上
下
せ
る
を
、
一
編
の
小
説
内
に
目

撃
し
、
或
は
ま
た
こ
れ
を
自
ら
も
使
役
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
」
と
し
て
、
「
印
刷
術
の
素
的
な
る
発
達
」
、
す
な
わ
ち
タ
イ
ポ

グ
ラ
フ
ィ
ー
の
効
果
を
説
き
、
そ
の
代
表
者
と
し
て
、
ダ
ダ
イ
ス
ト
の
ク
ル
ト
・
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
タ
ー
ス
の
名
前
を
挙
げ
て
い

る
。

（
２
）
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム

こ
の
「
小
説
構
想
の
断
想
」
に
お
い
て
、
既
に
久
野
の
文
芸
理
論
は
遺
憾
な
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
未
来
派

や
構
成
派
的
な
言
語
表
現
論
を
述
べ
た
箇
所
は
、
そ
の
後
の
評
論
「
聯
想
の
暴
風
」
（
『
文
學
時
代
』
昭
５
・
５
）
に
よ
っ

て
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
の
文
学
の
追
究
と
し
て
再
論
さ
れ
て
ゆ
く
。
久
野
の
文
芸
理
論
の
第
二
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
の
よ

う
な
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
の
主
張
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
論
文
は
、
『
新
芸
術
と
ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
』
（
昭
５
・
５
、
天
人

社
、
新
芸
術
論
シ
ス
テ
ム
）
に
収
め
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
題
名
は
久
野
の
二
冊
目
の
小
説
集
の
タ
イ
ト
ル
に
も
採
用
さ
れ

て
お
り
（
『
聯
想
の
暴
風
』
、
昭
５
・
４
、
新
潮
社
、
新
興
芸
術
派
叢
書
）
、
久
野
が
こ
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事

に
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
こ
こ
で
久
野
は
、
ロ
シ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
の
異
化
の
理
論
に
通
じ
る
よ
う
な
表
現

論
を
述
べ
て
い
る
。

僕
は
、
芸
術
と
は
、
現
実
を
新
鮮
に
感
じ
さ
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
と
考
へ
て
ゐ
る
。
聯
想
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
と

い
つ
て
も
い
ゝ
か
も
知
れ
な
い
の
だ
。
と
に
か
く
、
異
常
に
強
力
で
、
二
つ
の
異
な
る
世
界
を
不
思
議
に
結
び
つ
け
る



（
６
）
『
新
芸
術
と
ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
』
、

～

ペ
ー
ジ
。

63

64

（
７
）
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
『
散
文
の
理
論
』
（
水
野
忠
夫
訳
、
一
九
八
二
・
四
、
せ
り
か
書
房
）
。
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こ
と
に
よ
つ
て
、
無
限
の
多
角
形
を
発
展
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
、
芸
術
の
根
本
の
使
命
が
あ
る
の
だ
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
二
つ
の
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
世
界
を
ど
う
し
て
結
び
つ
け
る
べ
き
で
あ
る
か
。
無
限
の
距
離
に

あ
る
空
間
と
時
間
と
を
無
視
せ
ず
し
て
は
、
不
可
能
な
問
題
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
聯
想
の
技
術
と
で
も
い
ふ
べ
き
で

あ
ら
う
か
。
わ
れ

は
絶
え
ず
、
ナ
ン
セ
［
ン
］
ス
な
世
界
を
、
エ
ロ
テ
イ
ク
な
世
界
を
、
科
学
を
逆
立
さ
せ
た
世

く

界
を
、
そ
れ
ば
か
し
で
な
く
、
現
実
に
於
け
る
刻
々
に
変
化
す
る
社
会
現
象
や
畸
型
的
な
社
会
経
済
生
活
か
ら
発
生
す

る
悲
劇
を
僕
は
、
聯
想
の
暴
風
を
通
し
て
、
技
術
的
に
表
現
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
ゐ
る
の
だ
が
、
読
者
の
尖
鋭
な
脳

髄
を
座
標
軸
と
す
る
と
き
、
二
つ
の
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
世
界
を
強
力
を
も
つ
て
結
合
す
る
瞬
間
に
発
生
す
る
要
素

こ
そ
、
最
も
現
実
を
新
鮮
に
意
識
さ
せ
る
も
の
と
信
ず
る
の
だ
。

わ
れ

は
、
芸
術
を
通
し
て
何
物
か
を
理
解
さ
す
べ
き
で
な
く
、
何
物
か
を
感
じ
さ
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、

く

何
物
か
を
感
じ
さ
す
べ
き
た
め
に
は
聯
想
の
暴
風
を
通
し
て
、
現
実
を
破
る
と
こ
ろ
に
、
芸
術
の
特
殊
機
能
が
あ
る
と

い
は
ね
ば
な
ら
な
い
（
６
）
。

「
芸
術
と
は
、
現
実
を
新
鮮
に
感
じ
さ
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
言
い
回
し
は
、
見
慣
れ
た
も
の
を
、
見
慣
れ
な
い
も

の
と
し
て
表
現
す
る
た
め
の
言
語
と
し
て
、
詩
的
言
語
を
と
ら
え
た
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
の
異
化
の
理
論
に
通

じ
る
も
の
で
あ
る
（
７
）
。
従
っ
て
久
野
の
言
う
「
聯
想
」
と
は
、
対
象
の
イ
メ
ー
ジ
が
別
の
対
象
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す

る
と
い
う
一
般
的
な
連
想
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
逆
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
意
想
外
な
対
象
と
対
象
と
の
結
び
つ
き
を
指
す
。

「
異
常
に
強
力
で
、
二
つ
の
異
な
る
世
界
を
不
思
議
に
結
び
つ
け
る
こ
と
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
意
想
外
の
語
と
語
と
の
結



（
８
）
嶋
田
厚
「
久
野
豊
彦
ノ
ー
ト
」
（
『
文
学
』
一
九
七
一
・
八
）
は
、
超
現
実
主
義
の
日
本
に
お
け
る
代
表
的
な
詩
人
で
あ
っ
た

西
脇
順
三
郎
か
ら
の
久
野
へ
の
影
響
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
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合
は
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
方
法
論
で
も
あ
っ
た
が
、
久
野
の
場
合
は
、
こ
の
意
想
外
さ
は
単
な
る
飛
躍
と
い
う
よ
り

も
、
対
立
す
る
対
象
同
士
の
出
会
い
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
（
８
）
。
そ
れ
が
、
「
二
つ
の
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
世
界
」
の

結
合
で
あ
る
。
従
っ
て
「
聯
想
」
と
は
ま
た
、
対
象
じ
た
い
に
お
い
て
は
無
関
係
ま
た
は
正
反
対
で
あ
る
も
の
を
、
「
読
者

の
尖
鋭
な
脳
髄
」
に
よ
っ
て
繋
ぐ
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
、
想
像
力
の
運
動
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
異
な
る
素
材
か
ら
コ

ン
テ
ク
ス
ト
を
剥
奪
し
て
引
用
さ
れ
、
新
た
な
テ
ク
ス
ト
に
埋
め
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
生

成
し
つ
つ
、
高
次
元
の
表
現
を
行
う
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
理
論
に
も
似
て
い
る
。
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
映
画
が
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン

ギ
ャ
ル
ド
に
お
い
て
大
成
さ
れ
た
の
と
同
様
に
、
久
野
の
異
化
の
理
論
が
そ
の
一
手
法
と
し
て
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
を
発
想
し
た

と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
の
結
果
、
「
わ
れ

は
、
芸
術
を
通
し
て
何
物
か
を
理
解
さ
す
べ
き
で
な
く
、
何
物
か
を
感
じ
さ
す
べ
き
で
あ
る
」

く

と
述
べ
ら
れ
る
。
「
理
解
」
は
、
知
識
や
意
味
の
獲
得
で
あ
る
が
、
「
感
じ
さ
す
べ
き
」
も
の
は
、
そ
の
よ
う
な
知
識
や
意

味
と
は
異
な
る
次
元
で
の
受
容
、
何
ら
か
の
強
度
の
受
容
を
指
し
示
す
言
葉
だ
ろ
う
。
現
実
の
似
姿
で
は
な
く
、
「
現
実
を

破
る
」
よ
う
な
強
度
の
体
験
。
す
な
わ
ち
、
「
聯
想
」
と
は
、
論
理
的
・
合
理
的
な
知
識
受
容
と
し
て
の
テ
ク
ス
ト
の
あ
り

方
で
は
な
く
、
テ
ク
ス
ト
の
、
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の
強
度
に
満
ち
た
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
と
し
て
の
受
容
を
意
味
す
る
言
葉
で

も
あ
る
。
意
味
か
ら
強
度
へ

こ
れ
が
、
久
野
の
論
説
の
根
底
に
あ
る
思
想
で
あ
る
。

―



（
９
）
『
新
芸
術
と
ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
』
、

ペ
ー
ジ
。

61
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２

久
野
豊
彦
と
ダ
グ
ラ
シ
ズ
ム

た
だ
し
、
久
野
の
文
芸
理
論
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
と
し
て
、
彼
が
経
済
学
者
で
あ
り
、
Ｃ
・
Ｈ
・
ダ
グ
ラ
ス
の
経
済
学
説
を

研
究
す
る
と
と
と
も
に
、
そ
れ
を
文
芸
理
論
に
も
大
き
く
援
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
既
に
「
聯
想
の
暴

風
」
に
お
い
て
、
貨
幣
と
芸
術
と
の
形
態
上
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
主
張
し
て
い
る
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
「
実
体
価

値
」
か
ら
「
官
能
価
値
」
へ
の
転
換
と
い
う
観
測
は
、
後
の
評
論
集
『
新
社
会
派
文
学
』
（
浅
原
六
朗
と
の
共
著
、
昭
７
・

７
、
厚
生
閣
書
店
、
現
代
の
芸
術
と
批
評
叢
書

）
で
も
、
基
本
的
な
論
調
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

23

凡
そ
、
今
日
、
芸
術
形
態
の
発
展
に
甚
だ
類
似
す
る
も
の
は
、
貨
幣
形
態
の
そ
れ
で
あ
る
が
、
貨
幣
の
実
体
で
あ
る

貴
金
属
自
ら
に
対
す
る
価
値
は
、
実
体
価
値
で
な
く
官
能
価
値
に
あ
る
。
従
つ
て
実
体
価
値
は
、
物
そ
れ
自
体
の
固
着

の
性
質
に
あ
ら
ず
し
て
、
そ
の
官
能
に
対
す
る
関
係
に
外
な
ら
な
い
の
だ
。
芸
術
に
於
て
も
同
然
で
あ
る
。
内
容
そ
れ

自
体
の
固
着
の
性
質
に
あ
ら
ず
し
て
、
芸
術
価
値
は
、
そ
の
官
能
に
対
す
る
関
係
に
於
て
発
見
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
然

し
て
、
官
能
に
対
す
る
関
係
と
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
貴
金
属
が
そ
の
実
体
価
値
を
持
つ
の
は
、
何
か
の
技
術
に
よ

つ
て
、
そ
の
官
能
を
充
た
す
こ
と
の
可
能
な
の
と
同
様
に
、
芸
術
に
於
て
も
、
そ
の
内
容
を
何
等
か
の
技
法
に
依
つ
て
、

そ
の
芸
術
的
官
能
を
充
た
す
こ
と
を
得
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
断
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
９
）
。
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こ
れ
に
よ
る
と
「
官
能
価
値
」
は
、
「
貨
幣
の
実
体
で
あ
る
貴
金
属
自
ら
に
対
す
る
価
値
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ

の
説
明
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
貴
金
属
の
価
値
が
、
単
な
る
希
少
性
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
美
し
さ
や
人
気
な
ど
の

文
化
的
価
値
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
う
の
は
理
解
で
き
る
。
こ
こ
で
い
う
「
貴
金
属
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
稀
少
鉱
物

（
レ
ア
ス
ト
ー
ン
）
全
般
を
指
す
の
で
は
な
く
、
金
銀
宝
石
の
類
を
言
う
の
だ
ろ
う
。
「
貴
金
属
が
そ
の
実
体
価
値
を
持
つ

の
は
、
何
か
の
技
術
に
よ
つ
て
、
そ
の
官
能
を
充
た
す
こ
と
」
と
い
う
よ
う
に
、
カ
ッ
ト
さ
れ
細
工
さ
れ
て
、
一
種
の
芸
術

品
と
な
っ
た
り
、
最
低
で
も
コ
イ
ン
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
を
施
さ
れ
て
鋳
造
さ
れ
る
こ
と
が
、
こ
の
「
貴
金
属
」
の
形
態
な
の

だ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
「
内
容
そ
れ
自
体
の
固
着
の
性
質
に
あ
ら
ず
し
て
、
芸
術
価
値
は
、
そ
の
官
能
に
対
す
る
関
係
に

於
て
発
見
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
も
理
解
は
で
き
る
。
芸
術
作
品
が
、
そ
れ
じ
た
い
の
実
体
性
（
素
材
や
構
造
）

そ
の
も
の
の
に
よ
っ
て
芸
術
た
り
う
る
の
で
は
な
く
、
何
が
芸
術
か
を
決
定
す
る
受
容
者
側
の
フ
レ
ー
ム
に
よ
っ
て
認
識
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
概
念
枠
と
な
る
フ
レ
ー
ム
、
す
な
わ
ち
「
官
能
に
対
す
る
関
係
」
に
よ
っ

て
、
芸
術
的
価
値
が
認
定
さ
れ
る
と
い
う
の
は
見
易
い
言
い
回
し
で
あ
る
。
た
だ
し
、
む
し
ろ
貨
幣
も
ま
た
そ
の
よ
う
な

「
官
能
価
値
」
を
本
質
と
す
る
と
は
に
わ
か
に
は
認
め
が
た
い
。
貨
幣
に
も
「
官
能
価
値
」
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
官
能
的
で

あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
貨
幣
は
貨
幣
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
し
て
は
成
功
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
が
、
少

な
く
と
も
「
芸
術
価
値
」
が
「
官
能
価
値
」
で
あ
る
こ
と
の
主
張
と
、
そ
れ
を
経
済
学
と
の
関
わ
り
で
実
証
し
よ
う
と
試
み

て
い
る
こ
と
は
、
こ
こ
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

C
lifford

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
久
野
の
経
済
学
的
文
芸
理
論
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
者
Ｃ
・
Ｈ
・
ダ
グ
ラ
ス
（

,
1
8
7
9
1
9
5
2

）
の
信
用
経
済
学
、
い
わ
ゆ
る
社
会
信
用
説
（

）
の
理
論
か
ら
、
強
い
影
響
を
受
け

H
ugh

D
ouglas

-
social

credit

て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
新
芸
術
と
ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
』
に
収
め
ら
れ
た
「
芸
術
派
と
新
経
済
学
説
」
（
『
新
潮
』
昭

４
・
２
）
に
お
い
て
、
久
野
は
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
の
主
張
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

節
約
に
よ
つ
て
も
愈
々
購
買
力
が
減
少
す
る
が
何
れ
に
も
せ
よ
、
現
代
に
於
て
は
生
産
費
と
市
価
と
の
関
係
か
ら
生



（
１
０
）
『
新
芸
術
と
ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
』
、

～

ペ
ー
ジ
。
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産
の
増
加
に
購
買
力
が
伴
は
な
い
の
は
事
実
だ
。
そ
こ
で
生
産
の
増
加
と
共
に
購
買
力
を
増
加
せ
し
め
、
供
給
と
需
要

と
を
調
和
せ
し
む
る
た
め
に
は
現
在
の
金
融
制
度
を
改
革
し
て
、
新
貨
幣
制
度
を
樹
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ

で
、
新
貨
幣
制
度
と
い
ふ
の
は
金
に
基
礎
を
置
い
た
貨
幣
制
度
を
破
壊
す
る
に
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
金
が
甚
だ
有
限

的
な
も
の
で
あ
る
に
反
し
て
貨
物
は
無
限
的
の
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
す
で
に
調
和
を
保
ち
が
た
く
な
つ
て
来
て
ゐ

る
の
だ
か
ら
、
一
切
の
貨
物
を
基
礎
と
し
た
制
度
を
樹
立
す
べ
き
だ
。
即
ち
商
業
手
形
を
基
礎
に
し
て
、
紙
幣
を
発
行

す
る
制
度
な
の
だ
。
貨
物
を
基
礎
と
し
た
制
度
を
樹
立
す
れ
ば
、
こ
こ
に
、
貨
物
の
増
加
と
貨
幣
の
増
加
が
バ
ラ
ン
ス

す
る
訳
だ
。
た
と
へ
ば
、
こ
こ
に
十
万
円
の
貨
物
が
生
産
せ
ら
れ
た
ら
即
時
に
十
万
円
の
貨
幣
が
発
行
さ
れ
る
か
ら
だ
。

従
つ
て
貨
幣
は
漸
く
昔
時
と
は
異
な
つ
た
意
味
を
持
つ
や
う
に
な
り
、
貨
幣
は
金
で
な
く
、
貨
物
と
交
換
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
の
だ
。
か
う
し
た
、
新
貨
幣
制
度
は
貨
物
と
貨
幣
と
の
増
加
を
バ
ラ
ン
ス
せ
し
む
る
制
度
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る

と
ダ
グ
ラ
ス
派
は
主
張
し
て
ゐ
る
（
１
０
）
。

こ
の
主
張
は
、
生
産
力
や
生
産
性
が
向
上
し
続
け
て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
本
位
貨
幣
（
金
貨
な
ど
）
や
兌
換
紙

幣
の
量
よ
り
も
、
「
貨
物
」
（
商
品
）
の
量
が
常
に
過
剰
に
多
く
な
る
と
い
う
前
提
に
従
っ
て
い
る
。
久
野
は
概
ね
、
金
本

位
制
度
に
代
わ
る
「
新
貨
幣
制
度
」
を
「
信
用
経
済
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
本
来
、
管
理
通
貨
制
度
の
こ
と
を
指
す

の
だ
ろ
う
。
「
貨
物
」
（
商
品
）
の
量
が
常
に
貨
幣
の
量
を
上
回
り
、
購
買
力
が
低
減
す
る
こ
と
が
、
経
済
の
停
滞
と
恐
慌

の
原
因
で
あ
る
と
久
野
＝
ダ
グ
ラ
ス
は
言
う
の
で
あ
る
。
「
現
代
に
於
て
は
生
産
費
と
市
価
と
の
関
係
か
ら
生
産
の
増
加
に

購
買
力
が
伴
は
な
い
の
は
事
実
だ
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
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現
代
社
会
の
購
買
層
は
賃
金
労
働
者
で
あ
り
、
賃
金
の
総
和
は
常
に
、
生
産
さ
れ
る
商
品
（
貨
物
）
の
総
和
よ
り
も
小
さ

い
。
そ
の
差
額
は
資
本
家
の
手
に
入
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
商
品
は
必
ず
売
れ
残
る
。
市
場
の
飽
和
は
資
本
制
に
と
っ
て

は
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
国
内
そ
し
て
国
外
へ
と
市
場
は
開
拓
さ
れ
る
。
こ
の
売
れ
残
り
を
購
買
す
る
力
を
購
買
層
に
与
え

れ
ば
、
生
産
と
消
費
の
バ
ラ
ン
ス
が
確
保
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
「
貨
物
」
の
総
量
を
常
に
購
買
で
き
る
だ
け
の
貨
幣
を
、

通
貨
管
理
者
が
社
会
に
流
通
さ
せ
れ
ば
、
経
済
ひ
い
て
は
社
会
は
安
定
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
政
府
の
保

証
の
下
に
、
地
方
の
生
産
者
銀
行
が
、
生
産
者
に
信
用
に
応
じ
た
融
資
を
行
い
、
生
産
者
は
そ
れ
を
利
用
し
て
商
品
を
値
引

き
し
て
販
売
す
る
こ
と
に
な
る
。

久
野
は
こ
の
ダ
グ
ラ
ス
の
論
法
に
従
い
、
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
、
ひ
い
て
は
マ
ル
ク
ス
主
義
文
芸
学
へ
の
批
判
の
論
拠

と
し
て
い
る
。
『
新
芸
術
と
ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
』
に
収
め
ら
れ
た
「
新
芸
術
派
は
何
故
に
擡
頭
し
た
か
」
（
『
新
潮
』
昭
５

・
５
）
に
お
い
て
、
久
野
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

マ
ル
ク
ス
経
済
学
は
、
商
品
生
産
概
念
（
或
は
資
本
概
念
）
が
、
仲
介
概
念
と
し
て
組
織
さ
れ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、

マ
ル
ク
ス
経
済
学
は
、
産
業
革
命
直
後
の
経
済
社
会
を
焦
点
と
し
て
批
判
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
現
代
の
ご
と
く
、

信
用
概
念
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
経
済
社
会
を
説
明
す
る
こ
と
は
、
最
早
不
可
能
で
あ
る
。
云
ひ
か
え
れ
ば
、
現

経
済
社
会
は
、
信
用
経
済
学
の
時
代
で
あ
つ
て
、
生
産
経
済
学
の
そ
れ
で
は
な
い
の
だ
。

従
つ
て
、
土
田
杏
村
氏
の
所
説
の
ご
と
く
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
は
、
そ
の
対
象
と
す
る
経
済
社
会
を
概
念
的
に
捕
捉

す
る
仲
介
概
念
が
、
す
で
に
、
歴
史
的
に
不
適
当
の
も
の
で
あ
り
、
た
め
に
、
そ
の
経
済
学
の
全
構
造
が
今
や
誤
謬
の



（
１
１
）
『
新
芸
術
と
ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
』
、

ペ
ー
ジ
。

67

（
１
２
）
右
の
嶋
田
論
文
は
、
土
田
杏
村
と
久
野
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
追
究
し
て
い
る
。

（
１
３
）
栗
田
健
一
「

.
.

ダ
グ
ラ
ス
の
草
案
ス
キ
ー
ム
再
考

中
央
政
府
と
分
権
的
生
産
者
銀
行
に
よ
る
協
調
的
融
資
の
意
義
と

C
H

:

問
題
点
」
、
『
經
濟
學
研
究
』

―
１
、
二
〇
〇
六
・
六
、
北
海
道
大
学
）
。
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も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
（
１
１
）
。

す
な
わ
ち
、
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
は
、
「
商
品
生
産
概
念
（
或
は
資
本
概
念
）
」
に
よ
っ
て
仲
介
さ
れ
る
「
生
産
経
済

学
」
で
あ
る
が
、
現
代
は
、
「
信
用
概
念
」
に
よ
っ
て
仲
介
さ
れ
る
「
信
用
経
済
学
の
時
代
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、
マ
ル
ク

ス
主
義
は
現
代
経
済
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
な
お
、
土
田
杏
村
は
、
著
書
『
生
産
経
済
学
よ

り
信
用
経
済
学
へ
』
（
昭
５
、
第
一
書
房
）
や
『
失
業
問
題
と
景
気
回
復
』
（
昭
５
、
第
一
書
房
）
な
ど
に
よ
り
、
ダ
グ
ラ

ス
経
済
学
の
研
究
紹
介
を
行
っ
た
評
論
家
で
あ
る
（
１
２
）
。

久
野
と
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
近
年
、
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
を
再

評
価
す
る
論
も
現
れ
て
い
る
。
栗
山
賢
一
は
、
ダ
グ
ラ
ス
の
草
案
ス
キ
ー
ム
を
つ
ぶ
さ
に
検
討
し
た
結
果
と
し
て
、
「
特
に

地
域
に
眠
っ
て
い
る
有
形
信
用
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
中
央
政
府
で
は
な
く
地
域
に
根
ざ
し
た
生
産
者
銀
行
で

あ
る
と
い
う
視
点
に
彼
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
る
。
生
産
者
銀
行
は
、
地
域
に
精
通
し
て
い
る
生
産
者
、
経
営
者
、
退
職

し
た
市
民
に
よ
っ
て
民
主
的
に
運
営
さ
れ
る
た
め
に
局
所
的
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
。
中
央
政
府
が
全
て
の
情
報
を
処
理
し

地
域
開
発
を
行
う
の
で
な
く
、
地
域
が
持
つ
局
所
的
な
知
識
を
も
と
に
し
て
開
発
が
行
わ
れ
る
と
い
う
発
想
は
高
く
評
価
さ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
、
そ
の
現
代
的
意
義
を
認
め
て
い
る
（
１
３
）
。
お
そ
ら
く
、
地
方
通
貨
（
Ｌ
Ｅ
Ｔ
）
な
ど

に
も
通
じ
る
地
方
経
済
論
の
先
駆
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
経
済
学
（
反
マ
ル
ク
ス
主
義
、
非



（
１
４
）
『
新
芸
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と
ダ
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、

～

ペ
ー
ジ
。

121

122

- -18

第
一
編

モ
ダ
ニ
ス
ト
久
野
豊
彦
の
様
式
（N

A
K
A
M
U
R
A

M
i
h
a
r
u
)

資
本
主
義
）
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

久
野
は
こ
の
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
短
編
小
説
や
、
長
編
『
人
生
特
急
』
（
昭
７
・

、
千
倉
書

11

房
）
に
お
い
て
直
接
、
そ
の
原
理
に
言
及
し
て
い
る
。
文
芸
理
論
と
し
て
は
、
『
新
芸
術
と
ダ
グ
ラ
シ
ズ
ム
』
所
収
の
諸
論

文
が
、
文
学
理
論
と
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
と
の
連
携
を
図
ろ
う
と
し
て
か
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
右
の
よ
う
な
経
済

学
説
と
し
て
の
説
明
は
詳
細
で
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
が
文
芸
理
論
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
か
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で

は
な
い
。
例
え
ば
同
書
所
収
の
「
文
学
と
ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
文
学
は
、
ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
文
学
の
理
論
を
確
立
す
る
ま
へ
に
、
ま
づ
、
ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
に
よ

つ
て
批
判
さ
れ
た
現
代
の
社
会
経
済
生
活
の
線
上
で
、
苦
悶
し
つ
ゝ
あ
る
人
類
と
、
購
買
力
の
分
配
を
独
占
し
て
ゐ
る

少
数
の
特
権
者
の
暴
戻
と
を
描
出
す
る
こ
と
と
、
且
つ
こ
れ
に
対
応
す
る
改
造
方
策
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
幾

ら
か
は
文
学
的
任
務
を
果
し
得
る
と
見
る
べ
き
だ
。
要
す
る
に
、
理
論
づ
け
す
る
よ
り
も
、
着
々
と
以
上
に
該
当
す
る

作
品
を
制
作
す
る
こ
と
は
、
オ
レ
エ
ジ
氏
の
「
我
々
の
願
望
は
、
実
行
し
て
行
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
な
ほ
も
実

行
し
つ
つ
あ
る
間
に
前
進
す
る
こ
と
で
あ
る
」
を
い
よ
い
よ
、
実
現
せ
し
む
る
こ
と
で
あ
る
（
１
４
）
。

元
気
は
い
い
の
だ
が
、
一
向
に
具
体
的
で
は
な
い
。
こ
の
引
用
の
後
、
ダ
グ
ラ
シ
ズ
ム
文
学
は
「
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
の

ご
と
く
、
附
帯
的
に
熾
烈
な
階
級
闘
争
を
助
長
せ
し
め
よ
う
と
は
し
な
い
」
、
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
「
行
政
の
分
野
に
属
す

る
」
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
マ
ル
ク
ス
主
義
が
他
の
文
学
を
「
奴
隷
化
」
し
よ
う
と
し
た
「
軍
隊
式
の
権
力
」
は
ダ
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グ
ラ
シ
ズ
ム
に
は
無
縁
で
あ
る
、
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
「
厭
く
ま
で
も
個
人
に
出
発
し
て
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
か
ら
で

あ
る
と
も
綴
ら
れ
る
。
表
現
の
方
法
と
し
て
は
、
「
ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
の
方
策
が
機
械
的
で
あ
る
ご
と
く
、
飽
く
ま
で
、
メ

カ
ニ
カ
ル
な
表
現
形
式
を
持
つ
べ
き
で
あ
ら
う
」
と
主
張
す
る
。
こ
れ
は
後
述
の
文
体
論
と
合
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
主
張
は
、
文
学
理
論
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に
描
く
の
か
、
と
い
う
問
い

に
は
答
え
て
い
な
い
。
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
的
な
文
学
と
は
何
で
あ
り
、
そ
れ
は
い
か
に
し
て
可
能
か
、
と
い
う
議
論
に
は
、

な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
現
段
階
で
の
仮
説
で
あ
る
が
、
「
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
的
文
芸
理
論
」
と
い
う
も
の
は
、
直
接
に
は

存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
久
野
は
各
種
文
芸
評
論
や
、
特
に
『
新
社
会
派
文
学
』
に
お
い
て
は
再
び
、
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
を
盛
ん
に
援
用

し
つ
つ
、
文
学
の
方
法
論
を
語
っ
て
い
る
。
「
実
体
価
値
」
か
ら
「
官
能
価
値
」
へ
の
転
換
を
、
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
し
て
と
ら

え
れ
ば
、
そ
れ
は
間
接
的
な
様
式
原
理
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
「
信
用
」
を
「
関
係
」
に
置
き
換
え
れ
ば
、

「
実
体
」
的
な
経
済
原
理
に
は
還
元
で
き
な
い
男
女
の
関
係
の
戯
れ
を
描
く
方
法
へ
、
ま
た
「
信
用
」
を
「
記
号
」
と
置
き

換
え
れ
ば
、
様
々
な
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の
戯
れ
に
満
ち
た
文
体
の
実
践
へ
と
い
う
よ
う
に
、
読
み
替
え
る
こ
と
は
で
き
る
か
も

知
れ
な
い
。
し
か
し
、
久
野
の
小
説
作
品
に
対
し
て
、
直
接
的
に
ダ
グ
ラ
ス
理
論
を
適
用
し
て
読
解
す
る
必
要
は
、
作
家
本

人
が
思
っ
て
い
た
ほ
ど
に
は
、
大
き
く
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

３

久
野
豊
彦
の
テ
ク
ス
ト

（
１
）
フ
ラ
グ
メ
ン
ト

「
セ
ヴ
イ
ラ
の
理
髪
師
」

―
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大
ま
か
に
「
新
興
芸
術
派
」
と
し
て
括
ら
れ
て
き
た
久
野
の
様
式
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
ま
ず
分
析
的
に
解
明
す
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
最
初
に
、
初
期
の
作
品
か
ら
「
セ
ヴ
イ
ラ
の
理
髪
師
」
（
『
第
二
の
レ
ェ
ニ
ン
』
所
収
、
昭
２
・

、
春
陽

12

堂
、
文
壇
新
人
叢
書
７
）
を
取
り
上
げ
て
概
観
し
て
み
る
。

こ
の
小
説
の
物
語
は
、
極
度
に
分
か
り
づ
ら
い
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
言
葉
遣
い
に
あ
る
。
地
の
文
を
中
心
に
、
会
話
文

も
含
め
て
、
全
体
が
後
述
の
よ
う
に
断
片
化
さ
れ
た
文
体
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
て
い
る
。
舞
台
は
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
あ
る
。

ソ
ヴ
ィ
エ
ッ
ト
・
ロ
シ
ア
労
農
政
府
宣
伝
部
の
一
行
が
、
英
国
官
憲
の
自
動
自
転
車
隊
の
追
跡
を
受
け
て
逃
走
し
て
い
る
。

一
行
は
、
「
私
」
、
ア
シ
エ
ー
エ
フ
、
コ
ル
サ
コ
フ
、
オ
レ
ー
ニ
ン
の
四
名
で
あ
り
、
最
初
は
自
動
車
、
次
い
で
ナ
イ
ル
川

を
短
艇
で
逃
亡
し
よ
う
と
す
る
。
英
国
官
憲
は
彼
ら
に
発
砲
し
、
弾
丸
が
飛
ん
で
く
る
。
そ
こ
で
、
岸
の
桃
色
煉
瓦
の
建
築

物
に
よ
じ
登
ろ
う
と
し
て
、
桃
色
の
絵
の
具
で
裸
体
を
彩
色
す
る
。
だ
が
、
早
老
の
コ
ル
サ
コ
フ
と
オ
レ
ー
ニ
ン
は
路
上
で

射
殺
さ
れ
る
。

「
私
」
と
ア
シ
エ
ー
エ
フ
は
逃
れ
、
カ
イ
ロ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
地
下
室
で
、
ア
シ
エ
ー
エ
フ
は
白
馬
の
仮
装
服
を
ま
と
い
、

四
つ
ん
這
い
に
な
っ
て
、
馬
と
化
す
。
私
は
そ
の
白
馬
を
駆
っ
て
ジ
ナ
イ
イ
ダ
の
店
（
理
髪
店
）
に
向
か
う
。
途
中
で
私
は

ジ
ナ
イ
イ
ダ
と
の
関
わ
り
を
語
る
。
私
は
ジ
ッ
ダ
の
港
で
ジ
ナ
イ
イ
ダ
と
出
逢
っ
て
愛
し
合
い
、
回
々
教
徒
に
赤
化
運
動
を

行
う
べ
く
メ
ッ
カ
に
向
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
彼
女
は
ト
ル
コ
士
官
と
駆
け
落
ち
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
ジ
ナ
イ
イ
ダ

の
店
に
到
着
し
た
私
は
、
彼
女
に
赤
化
を
行
お
う
と
す
る
が
彼
女
は
動
じ
な
い
。
ジ
ナ
イ
イ
ダ
は
私
を
理
髪
台
に
乗
せ
て
く

る
く
る
回
し
眼
を
回
さ
せ
る
。
そ
こ
へ
、
ア
シ
エ
ー
エ
フ
の
白
馬
が
硝
子
を
破
っ
て
飛
び
込
ん
で
き
て
私
を
救
出
す
る
が
、

そ
の
際
の
出
血
で
白
馬
は
す
っ
か
り
赤
馬
に
化
し
て
し
ま
う
。
「
―
ア
シ
エ
ー
エ
フ
！

頑
張
つ
て
呉
れ
！

飽
く
ま
で
、

頑
張
れ
！

ソ
ヴ
エ
ツ
ト
・
ロ
シ
ア
の
、
赤
い
地
球
政
府
説
も
、
ま
だ
ま
だ
、
こ
れ
か
ら
の
と
こ
ろ
だ
！
」
。
次
は
冒
頭
の

一
節
と
、
「
私
」
が
ジ
ナ
イ
イ
ダ
を
赤
化
し
よ
う
と
試
み
て
失
敗
す
る
場
面
で
あ
る
。
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ソ
ヴ
エ
ツ
ト
の
友
よ
！

勇
気
だ
せ
！

―
さ
あ
！

元
気
だ
し
て
、
急
げ
！

同
志
！

―自
動
車
の
ハ
ン
ド
ル
。
握
る
、
仲
間
、
励
ま
し
な
が
ら
も
、
私
達
が
振
り
返
る
。
赤
皮
、
ト
ラ
ン
ク
。
膝
に
乗
せ
て
。

は
る
か
、
熱
帯
の
カ
イ
ロ
駅
。
目
映
し
く
、
私
の
肩
に
拡
が
つ
た
。

捕
縛
せ
よ
！

捕
縛
し
ろ
！

過
激
派
の
強
盗
だ
！

―一
振
。
背
は
刀
の
や
う
。
鋭
く
叫
ん
で
、
烈
し
く
、
追
跡
し
て
く
る
。
自
動
自
転
車
隊
。
か
の
労
働
貴
族
。
英
国
官

憲
の
群
で
あ
る
。

も
う
、
ひ
と
息
の
こ
と
だ
。

―

.

―

D
ying

on
the

road
?

!
?

?
?

?
!

!
U

ntolerable

声
。
絞
つ
て
、
同
志
が
、
悶
え
る
。
行
手
の
路
。
細
う
、
か
き
消
え
て
。
両
側
。
迫
る
。
並
木
の
家
に
、
呑
ま
れ
て

し
ま
つ
て
ゐ
る
。
［
…
］

カ
ス
タ
ネ
ツ
ト
！

六
弦
琴
！

ピ
ア
ノ
！

鳴
り
渡
る
。
裸
の
足
拍
子
。
花
や
ぐ
、
娘
ら
。
大
舞
踏
だ
。

千
年
た
つ
て
も
、
あ
た
し
た
ち
、
回
々
教
の
財
産
権
に
相
続
権
は
共
産
主
義
と
両
立
し
や
し
ま
せ
ん
も
の
。
と

―
て
も
、
駄
目
だ
わ
。

舞
ひ
狂
ふ
。
裸
娘
の
背
。
お
ぼ
れ
か
か
る
。
蝙
蝠
の
や
う
な
、
大

肩

掛
が

深
紅
。
銀
糸
。
暗
緑
色
。
哲
学
。
悲

―

マ
ン
ト
ン
・
マ
ニ
ラ

劇
。
運
命
の
暦
。
美
し
い
。
象
徴
刺
繍
。
象
牙
色
に
縫
箔
し
て
あ
る
。
抜
け
で
て
、
肩
掛
の
か
げ
。
蛋
白
色
の
胸
か
ら

股
が
。
カ
ス
タ
ネ
ツ
ト
に
ま
た
隠
れ
て
は
、
顕
れ
て
ゆ
く
。

ジ
ナ
イ
イ
ダ
！

マ
ラ
ガ
の
棗
箱
の
画
か
ら
抜
け
で
た
、
美
し
い
分
裂
式
の
や
う
だ
。

―
さ
う
よ
！

明
日
の
な
い
、
妾
た
ち
な
ん
で
す
も
の
。
ア
ラ
ビ
ヤ
巡
礼
は
旅
券
の
検
閲
が
峻
厳
で
す
し
、
身
体

―
検
査
と
き
て
は
、
侮
辱
的
で
す
し
…
…
今
日
限
り
の
わ
た
し
達
よ
！

直
ぐ
に
、
今
か
ら
、
あ
な
た
も
享
楽
主
義
に
改



（
１
５
）
『
第
二
の
レ
エ
ニ
ン
』
、

・

ペ
ー
ジ
。

12

29
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宗
な
さ
い
な
！
（
１
５
）

こ
の
小
説
の
文
体
は
、
他
の
久
野
の
テ
ク
ス
ト
を
含
め
て
も
最
も
突
出
し
た
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
す
べ
て
が
こ
う
で
あ

る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
典
型
的
な
形
で
久
野
様
式
に
お
け
る
文
体
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。
「
自
動
車

の
ハ
ン
ド
ル
。
握
る
、
仲
間
、
励
ま
し
な
が
ら
も
、
私
達
が
振
り
返
る
。
赤
皮
、
ト
ラ
ン
ク
。
膝
に
乗
せ
て
。
は
る
か
、
熱

帯
の
カ
イ
ロ
駅
」
や
、
「
紅
。
銀
糸
。
暗
緑
色
。
哲
学
。
悲
劇
。
運
命
の
暦
。
美
し
い
。
象
徴
刺
繍
。
象
牙
色
に
縫
箔
し
て

あ
る
。
抜
け
で
て
、
肩
掛
の
か
げ
」
な
ど
の
一
節
に
お
い
て
、
短
文
・
体
言
終
止
形
・
連
用
終
始
形
が
多
用
さ
れ
、
寸
断
さ

れ
た
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
の
集
積
と
い
う
印
象
を
生
み
出
す
。
特
に
、
格
助
詞
の
省
略
が
極
め
て
顕
著
に
行
わ
れ
、
名
詞
と
名
詞

と
の
間
の
主
語
・
述
語
関
係
が
容
易
に
は
理
解
し
が
た
い
。
こ
れ
は
、
同
時
期
の
横
光
利
一
な
ど
新
感
覚
派
の
い
わ
ゆ
る
電

報
文
体
に
類
す
る
が
、
し
か
し
そ
れ
を
極
度
な
ま
で
に
徹
底
化
し
た
文
体
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

「
自
動
自
転
車
隊
」
（
バ
イ
ク
部
隊
？
）
の
追
撃
、
自
動
車
さ
ら
に
短
艇
を
用
い
て
逃
走
す
る
赤
化
団
の
動
き
に
は
、
交

通
・
速
度
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
尊
重
す
る
未
来
派
に
通
じ
る
要
素
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
久
野
の
フ
ラ
グ

メ
ン
ト
文
体
は
、
「
未
来
派
の
自
由
語
」
や
「
無
線
言
語
」
な
ど
に
類
す
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、

迷
彩
の
た
め
全
身
を
桃
色
に
塗
っ
た
り
、
ア
シ
エ
ー
エ
フ
が
馬
の
仮
装
を
し
て
実
体
と
し
て
も
白
馬
と
化
す
設
定
や
、
理
髪

台
で
く
る
く
る
回
転
す
る
な
ど
の
表
現
に
お
い
て
、
常
識
を
覆
す
意
想
外
の
行
為
を
尊
崇
し
た
ダ
ダ
や
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス

ム
な
ど
と
の
繋
が
り
も
認
め
ら
れ
る
。
断
片
的
な
電
報
文
体
の
連
鎖
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
的
な
効
果
、

そ
れ
に
付
随
す
る
語
と
語
と
の
意
外
な
残
響
効
果
も
、
超
現
実
主
義
的
で
あ
る
。



（
１
６
）
石
附
陽
子
「
久
野
豊
彦
」
（
『
芸
術
至
上
主
義
文
芸
』
７
、
一
九
八
一
・
一
一
）
。
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こ
の
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ッ
ト
・
ロ
シ
ア
や
赤
化
主
義
な
ど
の
時
局
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
要
素
に
つ
い
て
は

後
述
す
る
が
、
そ
れ
ら
も
含
め
て
物
語
は
、
一
種
の
パ
ロ
デ
ィ
や
ド
タ
バ
タ
喜
劇
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
右
の
よ

う
な
文
体
上
の
特
徴
に
よ
っ
て
、
そ
も
そ
も
読
者
は
容
易
に
物
語
の
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
を
脳
裏
に
再
構
成
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
石
附
陽
子
は
、
こ
の
点
に
着
目
し
て
「
久
野
の
作
品
は
滑
稽
小
説
と
か
喜
劇
小
説
と
か
い
っ
た
類
の
も
の
と
同
列

に
は
扱
え
な
い
。
Ａ
と
Ｂ
と
を
結
ぶ
連
想
の
技
術
、
つ
ま
り
こ
と
ば
の
技
術
が
笑
い
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
重

要
な
こ
と
は
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
消
し
て
い
く
と
い
う
機
能
を
も
も
た
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ス
ト
ー
リ
ー

を
無
意
味
化
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
適
切
に
述
べ
て
い
る
（
１
６
）
。
ス
ト
ー
リ
ー
の
無
意
味
化
、
そ
れ
は
、
物
語
の

物
語
性
を
消
去
す
る
形
で
、
な
お
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
高
め
る
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
な
テ
ク
ス
ト
の
一
要
素

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

（
２
）
物
語
の
逸
脱

「
月
で
鶏
が
釣
れ
た
な
ら
」

―

『
聯
想
の
暴
風
』
巻
頭
に
収
め
ら
れ
た
「
月
で
鶏
が
釣
れ
た
な
ら
」
（
『
新
潮
』
昭
５
・
１
）
も
ま
た
、
物
語
の
流
れ
は

よ
く
分
か
ら
な
い
小
説
で
あ
る
。
冒
頭
に
、
「
こ
の
一
篇
は
、
僕
が
獄
中
で
、
と
き
折
り
紙
切
れ
に
鉛
筆
で
走
書
し
た
回
想

録
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、
回
想
録
も
ま
た
、
ど
う
や
ら
小
説
の
デ
ッ
サ
ン
の
一
種
で
は
あ
る
ら
し
い
の
で
す
」
と
あ
る
。

「
僕
」
は
、
同
志
・
三
原
や
葉
村
と
と
も
に
逮
捕
さ
れ
、
尋
問
を
受
け
て
、
佐
野
学
が
逮
捕
さ
れ
た
日
の
ア
リ
バ
イ
を
追
及

さ
れ
る
。
三
原
の
申
し
立
て
に
従
い
、
海
外
へ
の
諜
報
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
係
官
の
尋
問
に
対
し
て
、
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「
僕
は
共
産
主
義
に
は
厭
気
が
さ
し
て
ゐ
た
ん
で
、
専
ら
植
物
学
を
研
究
し
て
ゐ
ま
し
た
」
と
答
え
る
。
そ
の
後
、
植
物
発

育
計
測
器
（
ミ
ク
ロ
ク
レ
ス
コ
メ
エ
テ
ル
）
の
説
明
、
ブ
ハ
ア
リ
ン
の
限
界
効
用
説
批
判
に
対
す
る
批
判
を
述
べ
る
。
ま
た
、

同
志
で
情
婦
の
ア
リ
イ
ナ
と
の
関
わ
り
を
追
及
さ
れ
て
、
赤
化
運
動
の
た
め
ア
リ
イ
ナ
と
と
も
に
ギ
リ
シ
ヤ
へ
飛
行
機
で
渡

っ
た
際
の
回
想
が
差
し
挟
ま
れ
る
。
ア
リ
イ
ナ
が
巨
鳥
を
銃
撃
す
る
回
想
、
ま
た
ア
リ
イ
ナ
と
、
艶
子
と
の
上
海
で
の
一
夜

の
回
想
、
さ
ら
に
、
水
中
で
の
三
原
、
葉
村
と
の
争
い
の
様
子
が
回
想
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
係
官
の
審
問
に
触

発
さ
れ
た
回
想
で
あ
る
。

「
僕
」
は
潜
水
夫
が
本
職
で
あ
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
大
長
橋
の
建
設
に
も
携
わ
っ
た
が
、
そ
の
際
、
月
の
引
力
を

利
用
し
、
潮
汐
に
よ
っ
て
大
橋
台
を
架
設
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
。
ま
た
、
ア
リ
イ
ナ
は
帝
政
ロ

シ
ア
の
時
代
に
あ
る
将
軍
家
の
飯
炊
女
で
あ
り
、
レ
エ
ニ
ン
を
耽
読
し
て
上
海
に
お
け
る
極
東
計
画
部
長
に
抜
擢
さ
れ
た
と

い
う
。
主
義
を
異
に
す
る
「
僕
」
と
の
関
わ
り
は
い
わ
ゆ
る
「
云
ひ
が
た
い
男
女
の
情
事
」
で
あ
り
、
ま
た
彼
女
は
過
敏
症

の
た
め
鶏
し
か
食
べ
ず
、
「
僕
」
は
毎
日
一
羽
の
鶏
を
彼
女
に
届
け
て
い
た
。
そ
し
て
「
僕
」
は
、
上
海
の
路
地
で
鶏
を
釣

っ
て
い
る
。
月
の
引
力
で
鶏
を
釣
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
物
語
で
、
全
体
と
し
て
は
荒
唐
無
稽

―

な
の
だ
が
、
文
中
に
は
、
渡
辺
政
之
輔
を
思
わ
せ
る
「
遂
に
基
隆
の
埠
頭
で
、
月
光
を
浴
び
な
が
ら
主
義
の
た
め
に
自
殺
し

キ
ー
ル
ン

て
し
ま
つ
た
」
男
の
話
や
、
「
日
本
共
産
党
の
今
次
の
大
検
挙
」
と
い
う
三
・
一
五
事
件
、
四
・
一
六
事
件
へ
の
言
及
も
含

ま
れ
て
い
る
。先

刻
、
君
は
、
佐
野
の
捕
縛
さ
れ
た
晩
に
は
、
植
物
発
育
計
測
機
と
か
で
、

燕

麦
粒
の
成
長
を
観
察
し
て
ゐ
た

―
さ

つ

き

か
ら
す

と
申
立
て
た
が
、
ひ
よ
つ
と
、
そ
の
夜
三
原
と
君
と
が
奪
ひ
合
つ
て
ゐ
た
ア
リ
イ
ナ
と
い
ふ
ロ
シ
ア
女
と
葉
村
の
情
婦

の
艶
子
と
い
ふ
肩
揚
も
と
れ
ぬ
小
娘
と
三
人
で
、
何
か
善
後
策
を
講
じ
て
ゐ
た
覚
え
は
な
い
か
。

講
じ
て
は
ゐ
な
か
つ
た
が
、
ど
う
や
ら
、
さ
う
仰
有
る
と
、
な
ん
で
も
三
人
で
寝
台
の
上
に
腰
か
け
て
、
夜
の

―
上
海
風
景
を
眺
め
て
ゐ
た
や
う
な
記
憶
が
し
ま
す
。
［
…
］
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か
う
し
て
、
係
の
男
が
僕
を
何
処
ま
で
も
追
跡
し
て
く
る
の
で
僕
は
次
第
に
そ
の
晩
の
情
景
を
鮮
か
に
思
ひ
出
し
て

く
る
の
で
し
た
。
僕
た
ち
は
、
寝
台
に
腰
か
け
て
ゐ
る
。
硝
子
窓
が
一
枚
の
黒
板
の
や
う
に
見
え
る
。
何
か
淡
彩
の
チ

ヨ
オ
ク
で
上
海
市
街
の
ビ
ル
ヂ
ン
グ
が
怪
物
の
や
う
に
描
き
出
さ
れ
て
ゐ
ま
し
た
。
ち
ら
ツ
と
、
怪
物
が
、
牙
を
だ
し

た
と
思
ふ
と
、
そ
の
牙
を
怪
物
が
呑
み
込
ん
で
し
ま
ひ
ま
し
た
。
［
…
］

艶
子
は
葉
村
よ
り
も
僕
を
好
き
な
の
に
、
僕
は
ア
リ
イ
ナ
が
好
き
な
の
で
す
。
ど
う
し
た
こ
と
な
の
で
せ
う
。
そ
れ

な
の
に
、
ア
リ
イ
ナ
は
僕
よ
り
も
三
原
の
方
が
好
き
ら
し
い
の
で
す
。
さ
う
し
て
、
恋
の
両
端
に
危
く
突
立
つ
て
ゐ
る

葉
村
と
三
原
が
、
不
思
議
に
も
濃
や
か
な
友
情
で
結
び
あ
つ
て
は
恋
の
絆
を
引
張
り
あ
つ
て
、
或
時
は
僕
を
悲
し
ま
せ
、

あ
る
と
き
は
、
ま
た
艶
子
を
よ
ろ
こ
ば
せ
て
自
在
に
僕
ら
を
翻
弄
し
て
ゐ
る
の
は
、
彼
等
が
巨
大
な
マ
ル
ク
ス
主
義
の

蝶
番
で
、
二
枚
折
り
の
屏
風
に
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
ら
う
か
。
［
…
］

僕
は
上
海
の
路
地
で
、
毎
日
、
一
羽
づ
つ
釣
つ
て
居
り
ま
し
た
。

―
釣
る
に
し
た
つ
て
、
魚
と
違
つ
て
、
所
有
の
な
い
鶏
は
あ
ん
ま
り
、
ざ
ら
に
は
ゐ
ま
い
。

―
確
か
に
、
さ
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ど
の
鶏
に
も
、
こ
れ
ま
で
僕
の
釣
つ
た
の
に
は
、
所
有
が
あ
る

―
と
は
書
い
て
な
か
つ
た
ん
で
す
。
僕
は
、
潜
水
服
を
脱
い
で
、
一
ン
日
の
仕
事
を
終
る
と
、

ア
リ
イ
ナ
よ
！

ア
リ
イ
ナ
！

と
、

口
笛
を
ふ
き
な
が
ら
、
殺
到
す
る
上
海
市
街
の
黄
昏
を
斜
に
横
断
す
る
の
で
し
た
。
［
…
］

―

た
ゞ
、
何
と
云
つ
て
も
、
月
の
軌
道
か
ら
、
鶏
が
、
や
や
、
外
れ
過
ぎ
て
ゐ
る
の
は
憾
み
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に

し
て
も
、
弾
丸
の
や
う
に
張
り
つ
め
た
糸
の
直
線
は
、
確
か
に
月
の
引
力
が
悪
戯
し
た
入
江
の
流
れ
の
何
万
分
の
一
か

た

ま

に
当
る
こ
と
は
事
実
で
す
。

引
力
で
鶏
を
釣
る
こ
と
は
、
在
り
得
な
い
こ
と
だ
ら
う
か
。



（
１
７
）
『
聯
想
の
暴
風
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、
７
～

ペ
ー
ジ
。
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ア
リ
イ
ナ
！

あ
ん
た
は
ど
う
思
ふ
？

―
そ
ん
な
こ
と
よ
り
、
妾
は
喰
べ
た
方
が
い
い
つ
て
？
（
１
７
）

―

こ
の
小
説
の
物
語
は
、
逸
脱
に
次
ぐ
逸
脱
で
あ
る
。
特
高
か
検
事
ら
し
き
係
官
の
追
及
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
「
僕
」
は
抗

弁
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
真
実
、
潔
白
で
あ
る
が
ゆ
え
に
無
罪
を
主
張
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
係
官
の
指
摘
が
的

中
し
て
い
る
た
め
に
弁
を
弄
し
て
言
い
逃
れ
を
試
み
て
い
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
だ
が
、
彼
の
言
説
が
本
来
、
ア
リ
バ

イ
を
主
張
す
る
目
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
Ａ
で
は
な
く
Ｂ
と
い
う
仕
方
で
、
話
の
筋
は
次
々
と
逸
脱
さ
せ
ら
て
ゆ
く
。
そ
れ

に
加
え
て
、
全
体
が
獄
中
に
お
け
る
回
想
録
で
あ
り
、
し
か
も
文
中
に
も
回
想
や
夢
想
が
多
々
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

物
語
の
逸
脱
の
程
度
は
な
お
さ
ら
大
き
な
も
の
に
な
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
後
述
の
よ
う
に
、
共
産
主
義
に
せ
よ
資
本
主
義

に
せ
よ
、
そ
れ
ら
は
久
野
の
テ
ク
ス
ト
と
い
う
函
数
に
よ
っ
て
、
常
に
男
女
間
の
情
事
と
し
て
変
換
さ
れ
、
出
力
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
物
語
は
中
心
を
離
れ
、
あ
る
い
は
中
心
と
周
縁
を
常
に
往
還
し
つ
つ
、
逸
脱
的
に
展
開
し
、
最
終
的
に

も
収
束
を
見
な
い
。
こ
れ
は
獄
中
回
想
録
で
あ
る
こ
と
を
こ
と
さ
ら
に
明
言
す
る
冒
頭
の
枠
を
伴
っ
た
、
一
種
の
額
縁
小
説

な
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
の
意
味
が
結
末
で
充
足
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
結
末
の
一
文
は
「
今
で
は
、
彼
女
の
鶏
の
欲
し
さ
う

な
顔
ど
こ
ろ
か
！

僕
は
彼
女
か
ら
、
一
月
の
皹
の
切
れ
た
手
を
感
じ
て
ゐ
る
の
で
す
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
今
で

は
」
と
は
い
つ
で
、
「
僕
」
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
出
獄
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
ア
リ
イ
ナ
と
の
関
係
は
？

な
ど
の

問
い
に
対
す
る
回
答
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
結
局
、
係
官
に
よ
る
「
僕
」
追
及
の
場
面
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
小
説
は
、

つ
い
に
そ
の
場
面
に
戻
る
こ
と
も
、
「
僕
」
の
帰
趨
を
描
く
こ
と
も
な
く
終
結
を
迎
え
る
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
逸
脱
に
次



- -27

モ
ダ
ニ
ス
ト
久
野
豊
彦
と
新
興
芸
術
派
の
研
究
（
中
村
三
春
）

ぐ
逸
脱
、
収
束
し
な
い
終
結
は
、
久
野
の
テ
ク
ス
ト
に
は
広
く
見
ら
れ
る
様
式
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
物
語
に
抗
す
る
物

語
で
あ
る
。（

３
）
身
体
の
記
号
化

「
ブ
ロ
ツ
ケ
ン
山
の
妖
魔
」

―

新
興
芸
術
派
は
、
昭
和
初
年
代
モ
ダ
ニ
ズ
ム
社
会
の
風
俗
を
描
い
た
グ
ル
ー
プ
と
さ
れ
る
。
久
野
の
盟
友
と
な
る
浅
原
や
、

龍
胆
寺
、
吉
行
ら
は
、
確
か
に
東
京
を
舞
台
と
し
た
エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
の
文
化
や
風
俗
、
す
な
わ
ち
モ
ダ
ン
ガ
ー

ル
ら
に
よ
る
フ
リ
ー
ラ
ヴ
の
実
体
を
軽
妙
に
描
き
出
し
た
と
云
え
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
久
野
の
場
合
に
は
、
確
か
に
右
の

「
セ
ヴ
イ
ラ
の
理
髪
師
」
の
ジ
ナ
イ
イ
ダ
や
、
「
月
で
鶏
が
釣
れ
た
な
ら
」
の
ア
リ
イ
ナ
の
よ
う
に
、
男
を
手
玉
に
取
る
大

胆
な
女
た
ち
や
、
あ
る
い
は
女
体
や
、
男
女
間
の
情
事
が
描
か
れ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
直
接
的
に
風
俗
を
描
い
た
も
の

で
は
な
く
、
第
一
に
お
い
て
東
京
や
日
本
を
舞
台
と
し
た
も
の
は
非
常
に
少
な
い
。
久
野
の
場
合
、
エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ

ン
ス
の
主
役
と
な
る
身
体
は
、
常
に
言
語
的
な
異
化
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
付
随
す
る
肉
体
的
な
重
み
を
脱
色
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
風
俗
そ
の
も
の
の
描
写
な
ど
で
は
な
く
、
記
号
化
さ
れ
た
身
体
で
あ
り
、
い
わ
ば
、
風
俗
の
パ
ロ
デ
ィ

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

一
例
を
『
ボ
ー
ル
紙
の
皇
帝
万
歳
』
（
昭
５
・
７
・
８
、
改
造
社
、
新
鋭
文
学
叢
書
）
の
巻
頭
に
収
め
ら
れ
た
「
ブ
ロ
ツ

ケ
ン
山
の
妖
魔
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
５
）
に
お
い
て
見
よ
う
。
ス
プ
リ
シ
オ
と
い
う
ス
ペ
イ
ン
生
ま
れ
の
女
が
、
ア

フ
リ
カ
系
黒
人
の
Ｒ
氏
と
と
も
に
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
ゲ
ス
ペ
ン
ト
の
正
体
を
確
か
め
に
入
山
し
て
、
一
ヶ
月
も
下
山
し
な
い
。
山

岳
家
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
氏
、
彼
女
の
母
親
、
友
人
の
「
僕
」
が
探
索
に
向
か
う
。
そ
の
後
、
「
南
方
ス
ペ
イ
ン
の
感
激
性
と
軽

快
さ
に
溢
れ
て
ゐ
る
彼
女
は
、
い
つ
だ
つ
て
、
彼
女
の
方
か
ら
好
ん
で
、
僕
ら
の
ま
へ
で
裸
と
な
り
、
鳶
色
の
肌
を
し
な
が

ら
、
マ
ド
リ
ー
ド
の
夏
祭
の
歌
を
う
た
つ
て
は
、
手
で
カ
ス
タ
ニ
エ
ー
タ
を
打
ち
鳴
ら
す
真
似
を
し
て
、
踊
り
狂
ふ
の
で
、
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誰
で
も
、
彼
女
の
こ
と
を
、
ス
プ
リ
シ
オ
と
云
ふ
よ
り
は
、
『
裸
体
の
意
気
女
』
と
呼
ん
で
ゐ
た
」
と
い
う
「
裸
体
の
意
気

女
」
に
つ
い
て
、
探
索
途
中
で
彼
女
の
母
親
が
語
る
情
熱
の
記
録
が
続
く
の
だ
が
、
物
語
の
重
点
は
そ
こ
に
は
な
い
。
探
索

に
も
か
か
わ
ら
ず
二
人
の
行
方
は
杳
と
し
て
知
れ
な
い
が
、
突
然
、
霧
の
中
に
彼
女
の
映
像
が
出
現
す
る
。
「
僕
の
鼻
先
へ
、

水
色
と
黒
と
の
巨
大
な
靴
下
が
現
れ
た
か
と
思
ふ
と
ひ
ど
く
痩
せ
て
、
レ
ー
ル
の
や
う
に
な
つ
た
脚
を
距
て
て
数
哩
も
向
う

に
、
裸
体
に
な
つ
た
ス
プ
リ
シ
オ
の
両
股
を
ひ
ら
い
た
、
霧
の
姿
が
、
こ
ち
ら
を
見
な
が
ら
、
天
空
に
浮
か
び
あ
が
つ
て
ゐ

た
」
。
要
す
る
に
彼
女
は
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
ゲ
ス
ペ
ン
ト
と
化
し
た
の
で
あ
る
。

彼
女
の
耳
は
、
世
界
の
ク
エ
ス
チ
ヨ
ン
・
マ
ア
ク
で
あ
る
。
彼
女
の
鼻
の
穴
は
、
瓦
斯
タ
ン
ク
で
あ
る
。
彼
女
の
顔

の
輪
郭
は
、
三
角
形
の
大
破
片
で
あ
る
。
彼
女
の
乳
房
は
無
限
の
円
の
な
か
の
紅
い
一
点
の
太
陽
で
あ
る
。
彼
女
の
オ

ル
ガ
ン
は
、
汽
船
か
ら
黒
煙
を
吐
き
出
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
で
は
、
僕
は
、
彼
女
と
話
を
す
る
の
に
、
梯
子
に
で
も
登
つ
て
、
そ
の
上
か
ら
、
彼
女
へ
電
話
で
も
か
け
た
ら

い
い
も
の
か
と
、
ち
よ
つ
と
、
思
案
を
し
て
ゐ
る
と
、
急
に
、
絶
頂
の
霧
の
壁
へ
、
巨
大
な
Ｒ
氏
の
首
が
現
れ
た
。
ス

プ
リ
シ
オ
へ
ピ
ア
ノ
の
鍵
盤
の
や
う
な
白
い
歯
を
見
し
て
笑
ふ
と
、
Ｒ
氏
は
、
数
哩
も
向
う
か
ら
、
彼
女
の
紅
い
太
陽

キ

イ

の
乳
房
を
指
で
い
ぢ
り
か
け
た
。

あ
ら
、
お
止
し
な
さ
い
ま
し
よ
！

―彼
女
が
身
じ
ろ
ぎ
す
る
と
、
そ
の
と
き
、
山
腹
の
あ
た
り
か
ら
、
ま
た
し
て
も
、
新
た
な
る
濃
霧
が
、
怪
速
力
で
襲

ひ
か
か
つ
て
き
た
。

離
し
て
下
さ
ら
な
き
や
、
妾
、
帰
る
わ
よ
。

―
こ
こ
ま
で
き
て
、
誰
が
帰
す
も
の
で
す
か
。

―
だ
つ
て
、
あ
ん
ま
り
、
あ
な
た
は
、
し
つ
こ
す
ぎ
る
ん
で
す
も
の
。

―
あ
な
た
が
、
淡
泊
す
ぎ
る
ん
で
す
。

―



（
１
８
）
『
ボ
ー
ル
紙
の
皇
帝
万
歳
』
、

～

ペ
ー
ジ
。
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Ｒ
氏
の
怪
腕
が
、
濃
霧
の
な
か
を
潜
つ
て
、
彼
女
の
背
後
の
方
へ
廻
つ
て
ゆ
く
と
、
自
然
に
巨
大
な
痴
情
の
活
劇
が
、

霧
の
人
間
に
よ
つ
て
始
ま
り
だ
し
た
。

大
き
な
霧
の
腕
か
ら
、
霧
の
彼
女
が
抜
け
だ
し
て
き
て
、
Ｒ
氏
の
霧
の
股
を
く
ぐ
る
と
、
Ｒ
氏
も
、
ま
た
、
彼
女
の

霧
の
股
倉
を
く
ぐ
り
抜
け
て
、
互
に
、
か
ら
み
合
つ
て
は
、
大
き
な
霧
の
毬
と
な
り
な
が
ら
も
、
や
が
て
彼
女
の
霧
の

顔
が
、
Ｒ
氏
の
足
の
先
へ
、
ぽ
か
ん
と
浮
び
あ
が
る
と
、
Ｒ
氏
の
首
も
、
彼
女
の
ふ
く
ら
は
ぎ
の
あ
た
り
へ
、
突
き
で

て
き
て
、
そ
の
ま
ま
ス
プ
リ
シ
オ
と
Ｒ
氏
は
、
か
た
が
た
へ
泳
ぎ
な
が
ら
、
別
れ
て
い
つ
て
し
ま
つ
た
。

ス
プ
リ
シ
オ
は
、
暫
く
、
山
頂
の
周
囲
を
飛
び
廻
つ
て
ゐ
た
が
、
や
が
て
、
絶
頂
か
ら
続
く
鋭
い
坂
道
を
駈
け
降
り

ま

は

り

ま
は

て
く
る
と
、
背
後
か
ら
消
防
隊
の
ホ
ー
ス
の
や
う
な
Ｒ
氏
の
腕
が
、
の
び
て
き
て
、
彼
女
の
首
筋
を
、
彼
の
椰
子
の
葉

う

し

ろ

の
手
で
つ
か
み
か
か
つ
た
の
だ
。

ス
プ
リ
シ
オ
か
ら
濃
霧
の
警
笛
の
や
う
な
悲
鳴
が
あ
が
つ
た
。

太
陽
を
背
に
し
て
見
て
ゐ
た
僕
の
頭
上
へ
、
霧
な
だ
れ
が
し
て
、
厖
大
な
彼
女
の
脚
が
落
ち
て
き
た
の
で
、
小
さ
な

僕
の
手
で
、
な
つ
か
し
い
彼
女
の
腰
の
あ
た
り
を
、
生
れ
て
始
め
て
、
抱
き
か
か
へ
か
か
る
と
、
彼
女
は
、
黒
煙
を
吐

き
な
が
ら
、
汽
船
の
や
う
な
快
速
力
で
、
僕
の
腕
の
な
か
を
辷
り
抜
け
て
い
つ
て
し
ま
つ
た
。

彼
女
の
怪
し
げ
な
霧
の
脚
が
、
山
麓
へ
届
い
て
ゐ
た
と
き
、
ピ
ア
ノ
の
鍵
盤
で
荒
ら
さ
れ
た
彼
女
の
紅
い
唇
は
僕
の

キ

イ

鼻
先
の
と
こ
ろ
で
、
赤
い
天
井
の
や
う
に
ひ
ら
い
て
ゐ
た
。
（
１
８
）

そ
の
後
、
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
山
で
風
儀
を
乱
す
男
女
を
禁
ず
る
表
示
に
つ
い
て
の
巡
査
た
ち
の
会
話
の
後
、
街
の
カ
フ
ェ
ー
で



- -30

第
一
編

モ
ダ
ニ
ス
ト
久
野
豊
彦
の
様
式
（N

A
K
A
M
U
R
A

M
i
h
a
r
u
)

「
僕
」
の
前
に
ス
プ
リ
シ
オ
と
Ｒ
氏
が
腕
を
組
ん
で
現
れ
る
。
「
ひ
と
の
腰
を
無
闇
に
、
抱
へ
た
り
し
て
、
失
礼
ぢ
や
な
い

の
？
」
と
彼
女
は
「
僕
」
に
詰
問
す
る
。
こ
の
描
写
は
要
す
る
に
、
ス
プ
リ
シ
オ
と
Ｒ
氏
と
の
絡
み
合
い
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

だ
が
そ
れ
が
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
現
象
に
よ
っ
て
拡
大
さ
れ
、
い
わ
ば
霧
の
肉
体
を
受
肉
し
て
実
体
化
し
、
本
体
か
ら
分
離
し
て
、

巨
大
で
怪
物
的
な
も
う
一
つ
の
身
体
と
化
す
有
様
は
、
『
ガ
リ
ヴ
ァ
ー
旅
行
記
』
風
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
て

い
る
。
こ
の
誇
大
な
表
現
は
、
た
と
え
ば
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
化
の
エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
の
異
化
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
、

付
会
し
て
言
え
な
い
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
実
際
は
そ
の
よ
う
な
次
元
を
は
る
か
に
超
え
出
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
人
間
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
や
身
体
性
そ
の
も
の
が
、
言
語
の
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
に
憑
依
さ
れ
、
む
し
ろ
シ
ニ
フ

ィ
ア
ン
と
し
て
の
身
体
だ
け
が
突
出
し
て
残
る
と
さ
え
言
え
る
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
感
じ
ら
れ
る
グ

ロ
テ
ス
ク
さ
は
、
エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
の
風
俗
的
な
グ
ロ
テ
ス
ク
と
は
異
な
り
、
い
わ
ば
無
意
味
な
も
の
、
ナ
ン
セ

ン
ス
な
も
の
に
理
性
が
直
面
し
た
際
の
、
根
源
的
で
強
烈
な
違
和
感
に
発
す
る
も
の
で
あ
る
。
身
体
の
記
号
化
は
、
久
野
の

テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
そ
の
頂
点
を
極
め
る
の
で
あ
る
。

（
４
）
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
の
経
済
社
会

「
ザ
ン
バ
！
」

―

経
済
学
者
と
し
て
の
久
野
が
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
を
研
究
し
て
い
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
が
、
彼
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、

小
説
に
お
い
て
も
ダ
グ
ラ
ス
の
信
用
理
論
を
援
用
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
『
聯
想
の
暴
風
』
に
収
め
ら
れ
た
「
ザ
ン

バ
！
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
４
・
９
）
を
例
に
と
ろ
う
。
ち
な
み
に
「
ザ
ン
バ
」
（
シ
ン
バ
）
と
は
狂
暴
な
野
生
の
ラ
イ
オ

ン
に
つ
け
ら
れ
た
名
で
、

（
ジ
ョ
ン
ソ
ン
夫
妻
監
督
、
一
九
二
八
）
と
い
う
映
画
が
あ
っ
た
よ
う

Sim
ba

the
K

ing
of

B
east

,

で
あ
る
。
こ
の
小
説
の
登
場
人
物
は
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
か
ら
共
産
官
僚
と
な
っ
た
エ
ル
ド
マ
ン
氏
と
、
元
の
将
軍
が
没
落
し

た
労
働
者
シ
ド
ロ
フ
ス
キ
爺
さ
ん
で
あ
る
。
二
人
は
対
象
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
の
動
乱
で
エ
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ル
ド
マ
ン
氏
は
自
殺
し
か
け
た
が
、
共
産
党
・
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
参
加
し
、
そ
の
後
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
と
し
て
日
本
で
成
功

を
収
め
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
謁
見
す
る
と
こ
ろ
ま
で
出
世
し
、
他
方
で
は
妻
オ
ー
リ
ア
を
は
じ
め
と
し
て
漁
色
に
耽
っ
て
い
る
。

彼
の
意
中
の
一
人
に
は
、
シ
ド
ロ
フ
ス
キ
爺
さ
ん
の
と
こ
ろ
の
老
嬢
も
含
ま
れ
て
い
る
ら
し
い
。

だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
世
界
の
資
本
主
義
制
の
国
家
で
は
、
夥
し
い
都
市
で
、
今
夜
も
ま
た
夥
し
い
巡
査
や
刑
事

た
ち
が
思
想
国
難
の
た
め
に
、
隅
々
ま
で
警
戒
し
て
ゐ
る
ら
し
い
の
だ
が
、
エ
ル
ド
マ
ン
氏
の
如
き
は
、
か
う
し
て
、

夜
は
夜
で
男
ら
し
く
昼
は
昼
で
、
こ
れ
ま
た
男
ら
し
く
、
巧
者
に
渡
世
を
し
な
が
ら
、
世
界
と
女
を
胯
に
か
け
て
、
空

高
く
共
産
主
義
の
ラ
ッ
パ
を
吹
い
て
ゐ
る
男
は
、
労
農
ロ
シ
ア
で
も
今
の
と
こ
ろ
、
あ
ん
ま
り
、
ざ
ら
に
は
な
さ
さ
う

で
あ
る
。
そ
れ
に
、
こ
れ
で
み
る
と
、
確
か
に
、
共
産
主
義
も
ま
た
、
現
代
に
於
け
る
新
し
い
、
し
か
も
誰
に
だ
つ
て

儲
か
る
商
売
の
一
種
で
も
あ
る
ら
し
い
の
だ
。

だ
が
、
シ
ド
ロ
フ
ス
キ
爺
さ
ん
を
始
め
世
界
の
労
働
者
は
、
こ
れ
か
ら
先
き
、
何
処
へ
行
く
で
あ
ら
う
か
。
依
然
と

し
て
、
賃
金
と
首
び
き
を
し
な
が
ら
共
産
主
義
の
夢
を
た
ど
る
の
で
あ
ら
う
か
。

し
か
し
、
賃
金
は
、
何
時
ま
で
た
つ
て
も
生
産
費
の
一
部
で
も
あ
り
、
購
買
力
の
ま
た
一
部
で
も
あ
る
の
だ
。

そ
の
賃
金
を
マ
ル
ク
ス
主
義
に
よ
る
方
策
で
な
く
他
の
最
も
現
代
的
な
方
策
で
も
つ
て
、
い
か
に
な
す
べ
き
で
あ
ら

う
か
。
問
題
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
に
一
人
の
男
は
幸
福
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
夥
し
い
圧
倒
的
大
多
数
の
人
間
は
、
す
べ
て
不
幸
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
昔
な
が
ら
の
浮
世
な
の
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、
圧
倒
的
大
多
数
の
人
間
が
最
小
の
経
費
で
最
大

の
貨
物
を
享
有
し
よ
う
と
し
て
血
眼
に
な
つ
て
ゐ
る
の
は
、
争
は
れ
ぬ
事
実
で
あ
る
が
、
ど
う
し
て
、
こ
ん
な
に
大
多

数
の
人
間
が
不
幸
の
な
か
で
苦
悶
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
か
。
こ
と
に
、
シ
ド
ロ
フ
ス
キ
爺
さ
ん
の
ご
と
き
、
い
い

加
減
の
と
こ
ろ
で
楽
隠
居
が
で
き
な
い
の
か
。



（
１
９
）
『
聯
想
の
暴
風
』
、

～
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ー
ジ
。
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み
ん
な
、
購
買
力
が
無
力
の
と
こ
ろ
に
原
因
が
あ
る
の
だ
。
そ
れ
で
は
、
市
価
と
い
ふ
奴
は
ど
ん
な
残
忍
な
奴
で
あ

る
か
。
こ
こ
へ
檻
か
ら
引
張
り
だ
し
て
き
よ
う
。

マ
マC

dp
dc

×

―-

―

P
rice

=
C

ost
C

P
dt

dt

此
奴
は
現
代
の
ザ
ン
バ
で
な
く
て
な
ん
で
あ
ら
う
か
。

ザ
ン
バ
な
ん
だ
！

ザ
ン
バ
だ
！

か
う
し
て
、
ザ
ン
バ
の
足
跡
を
追
つ
て
ゆ
く
と
、
現
代
の
経
済
機
構
の
な
か
に
、
ザ
ン
バ
の
住
ん
で
ゐ
る
陰
鬱
な
信

用
主
義
の
原
野
が
あ
る
の
だ
。
こ
の
原
野
を
ま
づ
開
拓
し
な
け
れ
ば
…
…
（
１
９
）

久
野
の
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
に
対
す
る
傾
倒
ぶ
り
を
知
っ
て
い
る
読
者
と
し
て
は
、
購
買
力
が
貨
物
（
商
品
）
の
総
額
よ
り

も
常
に
少
な
い
と
い
う
原
理
、
そ
れ
を
打
破
す
る
た
め
の
信
用
主
義
の
理
論
な
ど
が
、
右
の
パ
ッ
セ
ー
ジ
に
陰
に
陽
に
見
え

隠
れ
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
反
共
産
主
義
、
非
資
本
主
義
の
久
野
の
立
場
を
枠
と
し
て
見
な
く
と
も
、
「
ザ
ン
バ
！
」

は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ッ
ト
・
ロ
シ
ア
の
共
産
体
制
が
、
一
部
の
共
産
官
僚
を
特
権
的
に
優
遇
し
、
労
働
者
自
身
は
貧
苦
に
喘
い
で

い
る
姿
を
描
き
、
こ
の
社
会
を
批
判
的
に
と
ら
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
小
説
の
初
め
の
部
分
に
も
、
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「
赤
旗
の
下
に
あ
る
賃
金
だ
つ
て
、
賃
金
で
あ
る
以
上
は
、
賃
金
が
生
産
費
の
一
部
を
構
成
す
る
こ
と
に
は
変
り
が
な
い
。

せ

き

き

そ
の
賃
金
が
生
産
費
の
一
部
で
あ
る
以
上
は
、
賃
金
は
購
買
力
の
重
要
な
部
分
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
生
産

費
は
購
買
力
に
等
し
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
生
産
費
よ
り
は
、
何
時
だ
つ
て
、
市
価
は
高
い
」
と
述
べ
、
シ
ド
ロ
フ

ス
キ
爺
さ
ん
の
苦
悶
も
、
「
市
価
に
対
す
る
無
力
な
購
買
力
が
、
彼
を
苦
悶
さ
せ
、
不
幸
つ
づ
き
に
さ
せ
て
ゐ
る
と
言
ふ
の

が
、
一
番
正
し
い
見
方
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
解
釈
を
加
え
て
い
る
。

さ
て
、
ダ
グ
ラ
ス
の
名
前
こ
そ
登
場
し
な
い
も
の
の
、
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
の
直
接
的
適
用
と
す
ら
言
え
る
こ
の
パ
ッ
セ
ー

ジ
を
、
ど
う
見
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
ソ
連
時
代
の
党
官
僚
の
実
態
や
、
市
価
（
物
価
）
が
生
産
費
・
賃
金
よ
り
も

高
い
現
状
な
ど
に
対
す
る
分
析
と
批
評
は
有
効
で
あ
る
と
し
て
も
、
肝
心
の
こ
の
小
説
の
物
語
内
容
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ほ

ど
有
効
な
解
釈
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
エ
ル
ド
マ
ン
氏
と
シ
ド
ロ
フ
ス
キ
爺
さ
ん
と
は
、
同
じ
社
会
経
済

体
制
の
中
で
人
生
を
送
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、
右
の
よ
う
な
語
り
手
の
解
明
が
正
し
い
と
し
て
も
、
そ
の
解
明
が
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
い
る
体
制
（
ザ
ン
バ
）
は
、
二
人
に
対
し
て
同
様
に
働
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
両
者
の

運
命
の
対
照
を
適
切
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
前
述
の
通
り
、
久
野
自
身
が
念
願
し
た
ほ
ど
に
は
、
久
野
の
小
説
テ

ク
ス
ト
は
、
ダ
グ
ラ
ス
的
に
読
解
す
る
必
然
性
は
乏
し
い
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
経
済
学
的
な
叙
述
に
お
い
て
も
、
経
済

学
よ
り
は
む
し
ろ
、
物
語
を
そ
の
方
向
へ
と
逸
脱
さ
せ
て
意
想
外
の
文
脈
へ
と
導
き
、
ま
た
「
夜
は
夜
で
男
ら
し
く
昼
は
昼

で
、
こ
れ
ま
た
男
ら
し
く
、
巧
者
に
渡
世
を
し
な
が
ら
、
世
界
と
女
を
胯
に
か
け
て
」
精
力
を
発
揮
す
る
記
号
的
身
体
を
突

出
さ
せ
る
よ
う
な
、
パ
ロ
デ
ィ
効
果
の
み
が
際
立
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

ま
た
同
様
の
理
由
か
ら
、
久
野
の
多
く
の
テ
ク
ス
ト
に
共
通
に
認
め
ら
れ
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ッ
ト
・
ロ
シ
ア
の
共
産
主
義
体
制

に
対
す
る
皮
肉
め
い
た
叙
述
も
、
正
面
か
ら
の
理
論
的
な
批
判
の
域
に
は
達
し
て
い
な
い
。
な
る
ほ
ど
、
先
の
「
月
で
鶏
が

釣
れ
た
な
ら
」
や
次
の
「
或
る
転
形
期
の
労
働
者
」
も
含
め
て
、
労
働
者
運
動
や
左
翼
の
動
向
、
あ
る
い
は
同
時
代
の
世
界

情
勢
な
ど
の
時
局
的
な
要
素
が
、
久
野
の
テ
ク
ス
ト
で
は
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
久
野
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
や
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
文
学
と
は
異
な
る
立
場
か
ら
、
そ
れ
ら
の
政
治
経
済
問
題
に
対
し
て
強
く
関
心
を
持
ち
、
文
芸
的
な
表
象
を
試
み
よ



（
２
０
）
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
シ
モ
ン
『
映
画
に
と
っ
て
音
と
は
何
か
』
（
川
竹
秀
克
訳
、
一
九
九
三
・
一
〇
、
勁
草
書
房
）
。
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う
と
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
久
野
の
テ
ク
ス
ト
は
、
い
か
に
抽
象
的
で
難
解
な
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

決
し
て
リ
ア
ル
な
社
会
と
の
繋
が
り
を
欠
い
て
は
い
な
い
。
だ
が
、
結
局
そ
れ
ら
は
、
批
判
と
い
う
よ
り
は
皮
肉
に
よ
る
パ

ロ
デ
ィ
の
水
準
で
昇
華
し
た
の
で
あ
る
。

（
４
）
視
聴
覚
テ
ク
ス
ト

「
或
る
転
形
期
の
労
働
者
」

―

『
聯
想
の
暴
風
』
に
収
録
さ
れ
た
「
或
る
転
形
期
の
労
働
者
」
（
『
三
田
文
学
』
大

・
４
）
は
初
期
作
品
に
属
し
、
同
じ

15

く
初
期
作
品
で
あ
っ
た
「
セ
ヴ
イ
ラ
の
理
髪
師
」
と
同
じ
よ
う
な
、
て
に
を
は
の
省
略
さ
れ
た
電
報
文
体
に
彩
ら
れ
た
モ
ン

タ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
や
数
式
、
さ
ら
に
は
図
版
が
利
用
さ
れ
た
、

視
覚
・
聴
覚
へ
訴
え
る
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
視
覚
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
な
ぜ
聴
覚
に
訴
え
る
か
と
い
う
と
、
活
字
の
大
小

や
強
調
字
体
で
表
現
さ
れ
る
語
句
は
、
発
声
の
強
弱
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
サ

イ
レ
ン
ト
映
画
も
（
視
覚
に
よ
っ
て
代
行
さ
れ
る
）
音
を
持
っ
て
い
た
、
と
い
う
の
が
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
シ
モ
ン
の
言
葉
だ
が
、

そ
の
理
論
を
準
用
す
る
な
ら
、
文
芸
テ
ク
ス
ト
は
常
に
音
を
伴
っ
て
い
る
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
（
２
０
）
。

こ
の
小
説
の
物
語
は
、
「
セ
ヴ
イ
ラ
の
理
髪
師
」
や
「
月
で
鶏
が
釣
れ
る
な
ら
」
な
ど
と
も
通
じ
、
労
働
運
動
と
女
と
の

情
事
と
を
絡
め
て
進
行
す
る
。
た
だ
し
、
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
化
さ
れ
た
叙
述
の
言
葉
遣
い
は
、
そ
の
進
行
を
容
易
に
理
解
さ
せ

な
い
。
冒
頭
、
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
「
民
衆
版
」
な
る
も
の
の
引
用
か
ら
始
ま
る
こ
の
小
説
は
、
靴
屋
の
「
私
」
が
労

働
運
動
に
身
を
投
じ
る
傍
ら
、
同
志
ニ
ー
ナ
と
の
愛
欲
に
溺
れ
、
逮
捕
さ
れ
収
監
さ
れ
て
か
ら
も
ニ
ー
ナ
と
の
情
交
が
頭
か
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ら
妄
想
の
よ
う
に
離
れ
な
い
、
と
い
う
設
定
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
右
に
見
て
き
た
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
よ
り
も
、
物
語

は
切
迫
し
て
激
し
さ
を
伴
っ
て
い
る
。
次
の
引
用
は
、
政
権
が
崩
壊
し
た
際
に
、
混
乱
に
乗
じ
て
看
守
ら
が
監
獄
の
女
囚
を

陵
辱
す
る
場
面
で
あ
る
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
、
市
内
の
七
大
銀
行
、
占
領
！

―マ
ル
ク
ス
の
「
哲
学
の
貧
困
」
絶
版
！

号
外
が
途
上
で
、
突
発
的
に
叫
ん
だ
。
が
、
忽
ち
、
火
の
子
に
燃
え
て
し
ま
つ
た
ら
し
い
。

さ
う
は
、
あ
と
が
続
か
な
か
つ
た
か
ら
だ
。

―
現
政
府
！

没
落
！

一
時
に
、
首
、
刎
ね
と
ば
し
た
や
う
に
！

牢
獄
の
大
扉
だ
！

開
く
。
カ
ン
テ
ラ
！

躍
り
だ
し
て
。
看
守
が
振

り
翳
し
て
…
…
唇
に
髭
、
巻
き
あ
げ
て
は
、
蠢
動
さ
し
て
、
変
態
的
に
燃
え
さ
か
ら
し
て
は
…
…
闇
の
内
部
を
、
ど
し

、
こ
つ
ち
へ
…
…
踏
み
込
ん
で
き
た
。

く
男
だ
！

こ
い
つ
は
ペ
ケ
だ
！

―
ペ
ケ
だ
！

こ
い
つ
も
男
だ
！

―私
た
ち
は
、
身
構
へ
す
る
。
カ
ン
テ
ラ
の
光
に
、
鼻
柱
、
な
ぐ
ら
れ
た
。

ペ
ケ
だ
！

こ
い
つ
も
、
ペ
ケ
だ
！

―
男
だ
！

ペ
ケ

ペ
ケ
！

ペ
ケ
！

男
だ
！

ペ
ケ
だ
！

―
こ
い
つ
も
、
あ
い
つ
も
、
ペ
ケ
！

ペ
ケ
！

み
ん
な
男
で
、
ペ
ケ
！

ペ
ケ
！

ペ
ケ
だ
！

―あ
わ
た
だ
し
げ
に
、
看
守
は
、
皿
、
割
る
や
う
に
、
私
ら
を
、
放
り
棄
て
ゝ
ゆ
く
。

こ
こ
だ
！

こ
ち
ら
だ
！

―
こ
こ
に
ゐ
る
。
こ
こ
だ
！

こ
こ
だ
！

―
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窓
か
ら
の
び
る
、
一
條
の
赤
い
、
火
事
の
光
線
を
、
飛
び
越
え
る
。
や
、
赤
い
羊
の
群
に
、
飛
び
か
か
つ
た
。
カ
ン

テ
ラ
が
こ
ろ
が
る
。
帽
子
が
飛
ぶ
。
ズ
ボ
ン
の
蚯
蚓
腫
に
、
裂
け
ゆ
く
音
。
ボ
タ
ン
が
爆
る
。
髪
の
毛
、
引
掻
き
挘
つ

は
ぜ

て
、
取
り
組
み
合
つ
て
…
…

婦
人
科
学
総
論
―
そ
の
意
義
及
そ
の
範
囲
、
内
分
泌
学
植
物
神
経
系
統
の
概
要
。
婦
人

に
於
け
る
生
理
的
現
象
。
春
機
発
動
期
。
性
徴
の
発
達
…
…
知
覚
障
碍
…
…
異
常
妊
娠

論
。

赤
い
、
ア
ン
ダ
ア
・
ラ
イ
ン
へ
転
げ
込
ん
で
き
て
は
、
ま
た
、
転
が
り
返
し
て
…
…

或
は
、
生
産
力
が
極
度
に
、
破
壊
さ
れ
る
と
い
ふ
、
条
件
の
も
と
に
…
…

寧
ろ
、
そ
れ
よ
り
は
、

＼

（

）

A
快

楽
的

労
働

力

の
た
め
に
！

Ｗ
子

供
の

商
品

／

（

）

P
m

生
産

手
段

そ
れ
か
ら
、
そ
れ
と
…
…

…
…(

)
A

'+
B

'+
C

'+
D

'+
E

'
F

em
inine

gender

×

…
…(

)
A

+
B

+
C

+
D

+
E

M
asculine

gender

A
A

'+
A

B
'+

A
C

'+
A

D
'+

A
E

'

A
'B

+
B

B
'+

B
C

'+
B

D
'+

B
E

'

A
'C

+
B

C
'+

C
C

'+
C

D
'+

C
E

'

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…



（
２
１
）
『
聯
想
の
暴
風
』
、

～

ペ
ー
ジ
。

、171

175
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こ
ん
が
ら
か
つ
て
、
幻
が
動
く
。
な
か
で
、
拳
、
か
た
め
て
、
私
は
、
目
を
閉
ぢ
、
ま
た
、
開
い
て
、
直
ぐ
、
閉
ぢ

て
し
ま
つ
た
。
が
、
や
が
て
、
男
か
ら
男
へ

と
、
故
国
の
あ
め
に
、
危
く
、
綱
、
渡
り
し
て
、
一
肌
、
脱
げ
ば
、

―

却
つ
て
、
男
を
有
頂
天
に
さ
し
て
み
せ
る
、
ニ
ー
ナ
の
姿
が
、
目
に
、
割
り
込
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。

煙
に
巻
か
れ
て
、
噎
返
つ
て
…
…
私
ら
た
ち
は
、
よ
ろ
め
く
の
だ
。
が
、
肩
に
縋
つ
て
、
男
も
女
も
、
愛
し
な
が
ら

マ
マ

…
…
こ
ん
ど
は
、
火
の
口
を
避
け
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
牢
獄
を
、
い
と
し
い
小
枕
に
し
て
、
い
よ

、
み
ん

く

な
、
討
死
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。

火
事
だ
！

（
２
１
）

―

火
事
だ
！

火
事
だ
！

こ
の
引
用
の
箇
所
で
は
、
監
獄
と
市
街
の
大
混
乱
の
様
子
と
、
無
政
府
状
態
に
陥
っ
た
人
間
の
野
放
図
な
行
為
と
が
、
電

報
文
体
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
活
字
の
大
き
さ
を
変
え
て
強
調
表
現
を
鮮
明
な
も
の
と
し
、

図
式
や
数
式
を
用
い
て
異
常
性
を
無
機
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
置
き
換
え
て
表
現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
後
の
部
分
で
は
、

看
板
（
ポ
ス
タ
ー
）
の
形
式
に
文
字
を
配
置
す
る
試
み
も
見
ら
れ
る
。
比
較
的
長
さ
の
あ
る
こ
の
小
説
は
、
こ
の
よ
う
な
争

乱
常
態
の
諸
相
を
、
学
説
め
い
た
文
章
の
挿
入
や
、
実
際
の
引
用
な
ど
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
点
描
し
て
ゆ
き
、
結
末
で
ニ
ー

ナ
が
国
外
脱
出
を
決
行
し
て
、
孤
独
な
ま
ま
に
残
さ
れ
る
「
僕
」
を
描
く
。

「
マ
ル
ク
ス
に

誑

か
さ
れ
て
、
ど
ん
底
に
身
を
落
し
た
、
孤
独
な
、
私
！
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
よ

た
ぶ
ら

る
革
命
へ
の
批
判
が
含
ま
れ
る
と
も
読
め
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
例
に
よ
っ
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
色
彩
は
強
く
な
い
。
学
説

や
政
治
思
想
の
引
用
な
ど
も
、
様
々
な
意
匠
で
あ
っ
て
、
元
の
文
脈
に
お
い
て
批
評
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
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重
要
な
の
は
、
こ
の
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
の
が
ら
く
た
の
山
の
間
に
、
常
に
ほ
の
見
え
て
い
る
ニ
ー
ナ
の
美
貌
の
方
で
あ
る
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
や
視
聴
覚
効
果
は
、
「
小
説
構
想
の
断
想
」
で
示
さ
れ
た
「
新
文
章
法
」

に
対
応
す
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

４

結
論
―
意
味
か
ら
強
度
へ

久
野
豊
彦
の
テ
ク
ス
ト
は
、
い
わ
ゆ
る
新
興
芸
術
派
の
枠
内
で
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
新
興
芸
術
派
と
い

う
、
高
々
一
年
程
度
で
終
息
し
た
文
壇
現
象
と
し
て
の
見
方
か
ら
、
流
行
に
乗
っ
て
現
れ
そ
し
て
消
え
て
い
っ
た
文
芸
と
し

て
で
は
な
く
、
現
代
に
至
る
ま
で
汲
む
べ
き
不
易
の
魅
力
を
持
つ
も
の
と
し
て
評
価
す
る
べ
き
で
あ
る
。
彼
の
文
芸
評
論
は
、

一
方
で
は
未
来
派
・
構
成
派
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
な
ど
の
主
張
を
展
開
し
、
他
方
で
は
そ
れ
ら
文
芸
・
芸
術
理
論
を
ダ
グ
ラ

ス
経
済
学
の
信
用
理
論
と
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
文
芸
論
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
彼

の
小
説
は
、
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
、
逸
脱
、
パ
ロ
デ
ィ
、
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
駆
使
し
、
資
本
制
の
頽
廃
と

労
農
革
命
運
動
の
急
迫
に
よ
る
政
治
・
経
済
・
社
会
の
動
乱
と
混
乱
の
様
相
を
、
高
速
度
交
通
社
会
、
奇
想
天
外
な
男
女
の

情
事
、
突
出
的
に
異
化
さ
れ
た
身
体
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
と
交
錯
さ
せ
て
展
開
し
た
、
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
文
芸
の
傑
作
で
あ

る
。
風
俗
的
・
時
局
的
な
要
素
を
昇
華
し
て
破
天
荒
な
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
を
形
成
し
た
久
野
の
テ
ク
ス
ト
様
式
は
、
い
わ
ゆ

る
ア
ヴ
ァ
ン
・
ポ
ッ
プ
の
先
駆
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
横
光
利
一
や
稲
垣
足
穂
ら
と
系
列
を
な
し
、
む

し
ろ
彼
ら
を
凌
駕
し
、
遠
く
下
っ
て
筒
井
康
隆
や
初
期
の
高
橋
源
一
郎
な
ど
へ
水
脈
を
繋
ぐ
も
の
だ
ろ
う
。

人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
表
現
部
分
で
あ
る
表
象
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
種
と
し
て
は
、
常
に
意
味
を
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付
随
し
、
意
味
の
伝
達
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
見
な
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
へ
の
注
視
が
、
シ
ニ
フ
ィ
エ

（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
を
否
定
し
て
し
ま
う
水
準
も
ま
た
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
表
象
に
お
け
る
意
味
の
拡
張
運
動
に
お
い
て
、

構
造
を
高
度
化
し
、
超
高
度
化
の
果
て
に
行
き
着
く
場
所
が
、
例
え
ば
、
断
片
化
と
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
を
核
と
す
る
久
野
の
テ

ク
ス
ト
様
式
で
あ
る
。
意
味
の
拡
張
運
動
と
し
て
の
超
高
度
化
は
、
そ
の
あ
る
極
点
に
お
い
て
、
逆
に
意
味
の
崩
壊
を
導
い

て
し
ま
う
。
表
象
は
高
い
強
度
を
帯
び
る
が
、
そ
の
強
度
（
構
造
）
は
、
も
は
や
意
味
を
伝
達
す
る
こ
と
を
帰
結
せ
ず
、
強

度
そ
の
も
の
を
前
景
化
す
る
。
こ
れ
は
、
強
度
（
構
造
）
に
よ
っ
て
意
味
を
実
現
す
る
テ
ク
ス
ト
で
は
な
く
、
逆
に
、
強
度

（
構
造
）
に
よ
っ
て
強
度
そ
の
も
の
を
実
現
す
る
テ
ク
ス
ト
な
の
で
あ
る
。
表
象
＝
表
現
の
歴
史
が
、
あ
る
臨
界
を
超
え
出―

た
と
こ
ろ
に
呼
び
出
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
現
象
を
、
表
象
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
呼
ん
で
よ
い
だ
ろ
う
。
意
味
か
ら
強
度
へ

こ
の
よ
う
な
表
象
の
運
動
は
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
、
現
代
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
や
様
々
な
表
象
領
域
の
そ
こ
こ
こ
に

認
め
ら
れ
る
。

久
野
の
テ
ク
ス
ト
様
式
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
現
代
的
表
象
の
特
異
点
と
し
て
評
価
す
べ
き
で
あ
り
、
文
壇
的
彩
り
と
し

て
の
み
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
彼
の
テ
ク
ス
ト
は
、
全
体
の
う
ち
ほ
ん
の
一
握
り
に
過
ぎ
な
い
。
文

芸
史
に
埋
も
れ
た
こ
の
至
宝
の
再
評
価
は
、
今
後
も
続
け
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

＊
付
記

・
本
稿
は
、
様
式
史
研
究
会
第

回
研
究
発
表
会
（
二
〇
〇
七
年
九
月
二
一
日
、
於
・
山
形
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表

49

「
久
野
豊
彦
の
様
式
」
を
基
に
し
て
い
る
。

・
本
稿
は
、
『
山
形
大
学
人
文
学
部
研
究
年
報
』
第
５
号
（
二
〇
〇
八
年
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
中
村
三
春
「
モ
ダ
ニ
ス

ト
久
野
豊
彦
の
様
式
―
意
味
か
ら
強
度
へ
―
」
の
内
容
に
、
引
用
文
な
ど
を
加
味
し
た
も
の
で
あ
る
。
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は
じ
め
に
―
な
ぜ
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
か

久
野
豊
彦
は
一
般
に
、
昭
和
五
年
に
新
興
芸
術
派
倶
楽
部
と
し
て
旗
揚
げ
し
、
一
年
以
内
に
は
活
動
を
終
息
し
た
、
い
わ

ゆ
る
新
興
芸
術
派
の
代
表
的
な
作
家
の
一
人
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
る
。
新
興
芸
術
派
と
し
て
は
、
他
に
龍
胆
寺
雄
・
吉
行

エ
イ
ス
ケ
・
阿
部
知
二
ら
が
含
ま
れ
る
。
新
興
芸
術
派
は
、
横
光
利
一
・
川
端
康
成
ら
、
新
感
覚
派
の
活
動
が
休
止
し
た
後
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
対
す
る
芸
術
派
の
結
集
と
し
て
、
昭
和
初
年
代
東
京
の
い
わ
ゆ
る
エ
ロ
・
グ
ロ
・
ナ
ン
セ
ン
ス
の
風

俗
を
軽
妙
に
描
い
た
グ
ル
ー
プ
と
さ
れ
る
。
久
野
に
も
そ
の
よ
う
な
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
正

末
年
以
来
、
同
人
誌
『
葡
萄
園
』
を
中
心
と
し
て
活
動
し
て
き
た
久
野
の
場
合
、
新
興
芸
術
派
以
前
に
そ
の
文
芸
様
式
は
ほ

ぼ
確
定
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
作
風
は
、
単
な
る
風
俗
描
写
な
ど
で
は
な
く
、
本
格
的
で
徹
底
的
な
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド

文
芸
で
あ
っ
て
、
一
人
新
興
芸
術
派
の
枠
内
に
収
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
新
興
芸
術
派
と
十
把
一
絡
げ
に
さ
れ
て
い

る
作
家
た
ち
の
内
実
も
、
も
ち
ろ
ん
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
く
、
多
様
な
相
貌
を
示
し
て
い
る
。
久
野
自
身
も
、
小
説
家
と

し
て
の
顔
の
外
に
、
経
済
学
者
の
顔
、
ま
た
諜
報
理
論
・
人
生
論
舎
と
し
て
の
顔
な
ど
も
持
っ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
ソ
連

論
や
諜
報
理
論
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
全
く
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
、
未
知
の
分
野
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
興
芸
術
派
と

い
う
呼
称
や
様
式
概
念
そ
の
も
の
も
、
再
検
討
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

モ
ダ
ニ
ス
ト
久
野
豊
彦
と
新
興
芸
術
派
の
研
究
（
中
村
三
春
）
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こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
私
は
、
新
興
芸
術
派
の
メ
ガ
ネ
を
外
し
、
久
野
の
文
芸
様
式
を
そ
れ
じ
た
い
と
し
て
再
検
討
す
る

口
頭
発
表
を
九
月
の
様
式
史
研
究
会
に
お
い
て
行
い
、
そ
の
内
容
は
既
に
大
学
の
紀
要
論
文
と
し
て
投
稿
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
ま
ず
彼
の
初
期
評
論
で
あ
る
「
小
説
構
想
の
断
想
」
と
評
論
集
『
新
芸
術
と
ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
』
か
ら
彼

の
文
芸
理
論
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
主
要
な
小
説
集
で
あ
る
『
第
二
の
レ
エ
ニ
ン
』
『
聯
想
の
暴
風
』
『
ボ
ー
ル
紙
の
皇
帝

万
歳
』
か
ら
、
「
セ
ヴ
イ
ラ
の
理
髪
師
」
「
月
で
鶏
が
釣
れ
た
な
ら
」
「
ザ
ン
バ
！
」
「
ブ
ロ
ツ
ケ
ン
山
の
妖
魔
」
「
或
る

転
形
期
の
労
働
者
」
な
ど
を
例
と
し
て
、
テ
ク
ス
ト
様
式
を
解
明
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
久
野
の
テ
ク
ス
ト
は
、
フ
ラ
グ

メ
ン
ト
を
集
積
し
た
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
形
式
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
文
芸
で
あ
る
。
そ
の
様
式
は
未
来
派

・
構
成
派
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
。
物
語
は
逸
脱
に
次
ぐ
逸
脱
を
旨
と
す
る
、
物
語
に
抗
す
る
物
語
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
登
場
人
物
の
身
体
は
記
号
化
さ
れ
、
身
体
の
実
体
性
で
は
な
く
、
ナ
ン
セ
ン
ス
な
身
体
と
し
て
、
逸

脱
す
る
物
語
と
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
。
共
産
主
義
ロ
シ
ア
の
体
制
や
政
治
家
、
国
民
な
ど
を
風
刺
す
る
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
、

身
体
と
社
会
経
済
と
が
は
め
合
わ
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
活
字
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
取
り
入
れ
た
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
も
用

い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
久
野
の
文
芸
様
式
は
、
初
期
か
ら
ほ
ぼ
一
貫
し
て
新
興
芸
術
派
の
時
代
に
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
新
芸
術
と
ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
』
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
久
野
は
Ｃ
・
Ｈ
・
ダ
グ
ラ
ス
の

経
済
学
に
傾
倒
し
、
そ
れ
を
文
芸
理
論
に
も
取
り
入
れ
よ
う
と
し
、
ま
た
実
作
の
中
で
も
そ
の
経
済
学
を
示
唆
す
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
彼
の
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
に
関
す
る
著
作
は
、
書
籍
だ
け
で
も
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
『
新
芸
術
と
ダ
グ
ラ
ス

イ
ズ
ム
』
（
昭
５
・
５
、
天
人
社
、
新
芸
術
論
シ
ス
テ
ム
）
、
昭
和
５
年
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
ダ
グ
ラ
ス
派
経
済
学
論
集
』

第
二
編

久
野
豊
彦
と
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
（N

A
K
A
M
U
R
A

M
i
h
a
r
u
)



（
１
）
『
ダ
グ
ラ
ス
派
経
済
学
論
集
』
（
春
陽
堂
）
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
巻
『
金
融
信
用
論
』
（
岩
村
忍
訳
、
昭
５
・
８
）

.
.

,
,
1
9
2
0
.

C
H

D
ouglas

C
redit-P

ow
er

and
D

em
ocracy

第
二
巻
『
生
産
の
統
制
と
分
配
』
（
石
黒
定
一
訳
、
昭
６
・
３
）

.
.

,
,
1
9
2
2
.

C
H

D
ouglas

C
ontrol

and
D

istribution
of

P
roduction

第
三
巻
『
エ
コ
ノ
ミ
ツ
ク
・
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
』
（
清
水
乙
男
訳
、
昭
５
・

）

.
.

,
,
1
9
2
0
,
1
9
2
1
.

C
H

D
ouglas

E
conom

ic
D

em
ocracy

11

.
.

.

第
四
巻
『
ダ
グ
ラ
ス
・
セ
オ
リ
ー
』
（
岩
村
忍
訳
、
昭
５
・

）

.
.

,
C

H
D

ouglas
The

D
ouglas

Theory:
a

R
eply

to
M

r
J

A

11

.
H

obson

.

第
五
巻
『
新
労
働
政
策
』
（
カ
ズ
ン
ス
著
、
久
野
豊
彦
訳
、
昭
６
・
４
）

,
H

ilderic
E

dw
in

C
ousens

A
N

ew
P

olicy
of

L
abour

.

第
六
巻
『
失
業
問
題
』
（
キ
ト
ソ
ン
著
、
村
松
正
俊
訳
、
昭
６
・
７
）

,
A

rthur
K

itson
E

nem
ploym

ent

第
七
巻
『
ダ
グ
ラ
ス
の
経
済
哲
学

悪
魔
を
逆
さ
ま
に
し
た
神
の
経
済
哲
学
』
』
（
久
野
豊
彦
・
高
橋
善
一
郎
訳
、
昭
６
・
８
）

.
C

.
,

,
1
9
2
4
.

H
D

ouglas
Social

C
redit

.

第
八
巻
『
新
興
経
済
学
』
（
カ
ム
バ
ー
ラ
ン
ド
著)

※
未
確
認

T
he

N
ew

E
conom

ics

U
nder

第
九
巻
『
新
し
き
管
理
の
下
に
』
（
ヒ
ュ
ウ
グ
・
ピ
ィ
・
ヴ
ォ
ウ
ル
ス
著
、
戸
野
原
史
朗
訳
、
昭
６
・

）

.
.

,
H

P
V

ow
les

10

.
N

ew
M

anagem
ent

- -43

モ
ダ
ニ
ス
ト
久
野
豊
彦
と
新
興
芸
術
派
の
研
究
（
中
村
三
春
）

（
春
陽
堂
）
（
１
）
の
う
ち
、
第
五
巻
『
新
労
働
政
策
』
（
カ
ズ
ン
ス
著
、
久
野
豊
彦
訳
、
昭
６
・
４
）
、
第
七
巻
『
ダ
グ

ラ
ス
の
経
済
哲
学

悪
魔
を
逆
さ
ま
に
し
た
神
の
経
済
哲
学
』
（
久
野
豊
彦
・
高
橋
善
一
郎
訳
、
昭
６
・
８
）
の
２
編
の
翻

訳
、
ま
た
『
新
社
会
派
文
学
』
（
昭
７
・
７
、
厚
生
閣
書
店
、
現
代
の
芸
術
と
批
評
叢
書

）
に
も
、
か
な
り
豊
富
な
ダ
グ

23

ラ
ス
へ
の
言
及
が
認
め
ら
れ
る
。
久
野
の
文
芸
様
式
の
総
体
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
と
の

関
係
を
素
通
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
稿
は
、
久
野
に
お
け
る
ダ
グ
ラ
シ
ズ
ム
の
意
味
を
、
そ
の
概
略
に
お
い
て
検
証



（
２
）
な
お
、
ダ
グ
ラ
ス
に
は
そ
の
他
に
も
、
次
の
よ
う
な
著
作
が
あ
る
。

,
1
9
2
2
.

T
hese

P
resent

D
iscontents

and
the

L
abour

P
arty

and
Social

C
redit

,

,
1
9
3
1
.

T
he

M
onopoly

of
C

redit

,
1
9
3
7
.

T
he

A
lberta

E
xpreim

ent:
an

Interim
Survey

（
３
）
笹
原
昭
五
「
Ｃ
・
Ｈ
・
ダ
グ
ラ
ス
の
過
少
消
費
説
の
性
格
―
と
く
に
、
そ
の
学
説
史
上
の
役
割
に
つ
い
て
―
」
（
中
央
大
学

『
経
済
学
論
纂
』
第

巻
第
３
・
４
合
併
号
、
一
九
七
〇
・
七
）
。

11
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第
二
編

久
野
豊
彦
と
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
（N

A
K
A
M
U
R
A

M
i
h
a
r
u
)

す
る
も
の
で
あ
る
（
２
）
。

１

Ｃ
・
Ｈ
・
ダ
グ
ラ
ス
と
久
野
豊
彦

（
１
）
ダ
グ
ラ
ス
と
は
誰
か

笹
原
昭
五
に
よ
れ
ば
、
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
ヒ
ュ
ー
・
ダ
グ
ラ
ス
（

,
1
8
7
9
1
9
5
2

）
は
、
次
の
よ
う

C
lliford

H
ugh

D
ouglas

-

な
人
物
で
あ
る
（
３
）
。

か
れ
は
一
八
七
九
年
一
月
二
〇
日
に
生
ま
れ
、
一
九
五
二
年
九
月
二
九
日
に
死
去
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
る
が
、
大

学
教
育
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
ペ
ン
ブ
ロ
ー
ク
・
カ
レ
ッ
ジ

で
う
け
て
お
り
、
卒
業
後
は
イ
ン

P
em

broke
C

ollege
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デ
ア
・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ウ
エ
ス
チ
ン
グ
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

.
,

.

の
チ
ー
フ
・

India
B

ritish
W

estinghouse
C

o
L

td

エ
ン
ジ
ニ
ア
兼
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
ロ
イ
ヤ
ル
・
エ
ア
ク
ラ
フ
ト
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

の
副
所
長
な

R
oyal

A
ircraft

F
actory

ど
を
つ
と
め
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
略
歴
か
ら
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
か
れ
は
も
と
も
と
技
術
者
と
し
て
活
躍
し
た
人

物
で
あ
る
。
な
お
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
は
イ
ギ
リ
ス
空
軍
の
技
術
将
校
と
し
て
活
躍
し
、
そ
の
関
係
で
少
佐
の
称
号

を
え
、
そ
の
た
め
に
「
ダ
グ
ラ
ス
少
佐
」
と
い
う
敬
称
が
経
済
書
で
つ
か
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
経
済
学
と
は
直
接
関
係
を
も
た
な
い
分
野
に
い
た
か
れ
が
ど
の
よ
う
な
経
過
を
へ
て
経
済
学
に
関
心

を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
『
信
用
力
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

』
の
訳

C
redit-P

ow
er

and
D

em
ocracy

者
で
あ
る
岩
村
忍
氏
の
解
説
な
ど
に
よ
れ
ば
、
ウ
エ
ス
チ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
社
員
と
し
て
の
イ
ン
ド
滞
在
中
の
経
験
が
い

わ
ゆ
る
ダ
グ
ラ
ス
説
の
発
端
を
な
し
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
第
一
次
大
戦
前
の
恐
慌
の
さ
い
に
み
ら
れ

た
は
げ
し
い
貨
幣
市
場
の
混
乱
や
第
一
次
大
戦
中
の
戦
時
金
融
対
策
を
つ
う
じ
て
、
そ
の
見
解
を
か
た
め
た
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。
そ
の
見
解
は
第
一
次
対
戦
直
後
か
ら
発
表
さ
れ
は
じ
め
、
一
九
二
〇
年
に
は
か
れ
の
処
女
作
『
経
済
的
デ

モ
ク
ラ
シ
ー

』
が
発
表
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
づ
い
て
、
あ
と
に
の
べ
る
よ
う
な
一
連
の
著
作
を
発

E
conom

ic
D

em
ocracy

表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
あ
い
だ
に
、
か
れ
の
見
解
は
Ａ
・
Ｒ
・
オ
レ
エ
ジ

な
ど
一
部
の
ギ
ル
ド
社
会

O
rage

主
義
者
の
注
目
を
う
け
る
こ
と
に
な
り
、
か
な
り
の
信
奉
者
を
あ
つ
め
る
ま
で
に
い
た
っ
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
こ
と

が
同
時
に
ギ
ル
ド
社
会
主
義
者
の
分
裂
と
一
九
二
二
年
以
降
に
み
ら
れ
た
解
体
と
も
関
連
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
あ

と
で
の
べ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
か
れ
の
理
論
は
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
お
い
て
ギ
ル
ド
社
会
主
義
者
や
労
働
運
動
に
影
響
を
あ
た
え
た
だ

け
で
な
く
、
ひ
と
つ
の
特
異
な
見
解
と
し
て
、
そ
の
ほ
か
の
方
面
で
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
点
を
し
め

す
事
実
と
し
て
、
一
九
二
三
年
に
カ
ナ
ダ
議
会
か
ら
招
聘
を
う
け
、
カ
ナ
ダ
の
銀
行
法
改
正
に
と
も
な
う
審
議
の
さ
い

W
orld

E
ngine

の
証
人
と
し
て
証
言
を
も
と
め
ら
れ
た
こ
と
、
一
九
二
九
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
万
国
工
業
会
議

」
に
イ
ギ
リ
ス
代
表
の
一
員
と
し
て
来
日
し
、
講
演
を
し
た
こ
と
、
一
九
三
〇
年
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
の

ering
C

ongress
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「
金
融
お
よ
び
産
業
に
か
ん
す
る
委
員
会

」
（
い
わ
ゆ
る
マ
ク
ミ
ラ
ン
委
員
会

C
om

m
ittee

on
Finance

and
Industry

）
に
も
証
言
を
も
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
一
九
三
五
年
に

M
acm

illan
C

om
m

ittee

は
カ
ナ
ダ
の
ア
ル
バ
ー
タ
州
政
府
の
財
政
再
建
に
か
ん
す
る
顧
問
に
就
任
し
、
同
政
府
の
社
会
信
用
計
画
案
の
企
画
に

一
時
、
関
係
し
た
こ
と
は
あ
と
で
の
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。
か
れ
の
理
論
は
も
と
も
と
実
際
的
な
問
題
と
関
連
し
て
構

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
政
治
や
社
会
運
動
と
の
関
連
も
つ
よ
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
事
実
を
と
お
し
て
、
か
れ
の
活
動
の
活
発
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、

の

は
、
ダ
グ
ラ
ス
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
（
４
）
。

T
he

N
ew

P
algrave

A
D

ictionary
of

E
conom

ics

M
ajor

D
ouglas

the
founder

of
the

S
ocial

C
redit

m
ovem

ent
w

as
born

in
S

tockport
C

heshire
in

A
fter

a
,

,
,

,
1
8
7
9
.

period
at

Pem
broke

C
ollege

C
am

bridge
he

trained
as

an
engineer

and
then

served
w

ith
the

R
oyal

F
lying

C
orps

H
,

,
.

,
,

1
9
5
2
.

e
died

at
D

undee
S

cotland
in

M
ajor

D
ouglas

is
best

know
n

for
his

A
+

B
theorem

w
hich

his
follow

ers
used

to
im

press
laypersons

and
exasperate

,

academ
ic

econom
ists

It
w

as
based

on
the

claim
that

all
productive

organizations
m

ake
tw

o
kinds

of
paym

ents:
grou

.

p
A

paym
ents

m
ade

up
of

w
ages

salaries
and

dividends;
and

G
roup

B
paym

ents
m

ade
up

of
all

other
paym

ents
t

,
,

,

o
banks

and
suppliers

of
m

aterials
In

his
ow

n
w

ords
D

ouglas
:

.
(

,
1
9
2
4
)

S
ince

all
paym

ents
go

into
prices

the
rate

of
flow

of
prices

cannot
be

less
than

A
plus

B
Since

A
w

ill
not

pur
,

.
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chase
A

plus
B

a
proportion

of
the

product
at

least
equivalent

to
B

m
ust

be
distributed

by
a

form
of

purchasing
,

.
pow

er
w

hich
is

not
com

prised
in

the
description

grouped
under

A

B
y

first
reducing

prices
below

cost
to

the
individual

consum
er

and
then

m
aking

up
this

difference
betw

een
price

and

cost
by

a
T

reasury
issue

to
the

producer
D

ouglas
argued

that
such

an
issue

of
'S

ocial
C

redit'w
ould

enable
undercons

,

um
ption

to
be

elim
inated

w
ithout

inflation
T

he
anti-socialist

D
ouglas

appeared
oblivious

to
the

fact
that

his
schem

e
.

w
ould

have
required

an
arm

y
of

inspectors
to

fix
and

supervise
the

huge
num

ber
of

individual
price

reductions
involve

.
dS

ocial
C

redit
ideas

had
the

largest
follow

ing
in

the
D

om
inion

econom
ies

of
C

anada
A

ustralia
and

N
ew

Z
ealand

T
,

.

1
9
3
5

1
9
7
2

1
9
5

he
province

of
A

lberta
had

a
S

ocial
C

redit
governm

ent
betw

een
and

and
B

ritish
C

olum
bia

one
from

to
In

other
countries

his
follow

ers
ranged

from
the

'R
ed

D
ean'

the
V

ery
R

everend
H

ew
lett

Johnson
D

e
2

1
9
7
2
.

,
(

,

)
.

an
of

C
anterbury

through
to

the
neo-fascist

author
E

zra
P

ound

D
A

V
ID

C
L

A
R

K

こ
れ
ら
を
元
に
概
観
す
る
と
、
ダ
グ
ラ
ス
は
一
九
八
九
年
に
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ト
ッ
ク
ポ
ー
ト
で
生
ま
れ
、
一
九
五
二
年
に

亡
く
な
っ
て
い
る
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ペ
ン
ブ
ロ
ー
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業
後
、
企
業
で
技
術
者
と
な
り
、
ま
た
第
一
次

大
戦
で
は
少
佐
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
彼
の
こ
と
を
経
済
学
界
で
は
「
ダ
グ
ラ
ス
少
佐
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
一
九
二
〇
年
、

著
書
『
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
を
刊
行
し
、
以
後
、
多
く
の
著
作
と
普
及
活
動
に
お
い
て
、
独
特
の
ダ
グ
ラ
ス

理
論
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
。
ダ
グ
ラ
ス
理
論
の
成
立
動
機
に
つ
い
て
、
笹
原
昭
五
は
、
第
一
次
大
戦
中
お
よ
び
戦
後
の

恐
慌
と
金
融
市
場
の
混
乱
を
憂
慮
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
経
済
学
史
上
、
ダ
グ
ラ
ス
は
い
わ
ゆ
る
ギ
ル
ド
社
会
主
義
、

つ
ま
り
産
業
労
働
者
の
職
能
別
ギ
ル
ド
が
生
産
を
管
理
す
る
こ
と
を
目
指
す
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
国
家
社
会
主
義
や
、
労

働
運
動
一
般
に
影
響
を
与
え
、
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
ギ
ル
ド
社
会
主
義
の
衰
退
を
も
導
い
た
と
さ
れ
る
。
ダ
グ
ラ
ス
は
、
一
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九
二
九
年
に
開
催
さ
れ
た
万
国
工
業
会
議
に
参
加
す
る
た
め
来
日
し
、
そ
の
際
に
久
野
は
ダ
グ
ラ
ス
と
会
見
し
て
い
る
。
そ

の
内
容
は
、
『
新
芸
術
と
ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
』
の
巻
末
に
収
め
ら
れ
た
「
ダ
グ
ラ
ス
印
象
記
」
に
述
べ
ら
れ
た
。
ダ
グ
ラ
ス

の
経
済
学
的
な
評
価
は
、
経
済
学
史
上
の
巨
人
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ナ
ー
ド
・
ケ
イ
ン
ズ
が
、
そ
の
主
著
『
雇
用
・
利
子

お
よ
び
貨
幣
の
一
般
理
論
』
に
お
い
て
ダ
グ
ラ
ス
に
触
れ
、
批
判
と
と
も
に
一
定
の
評
価
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
一
般
的
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

［
第
一
次
］
大
戦
後
、
異
端
的
な
過
少
消
費
説
が
い
っ
せ
い
に
氾
濫
を
し
た
。
そ
の
う
ち
ダ
グ
ラ
ス
少
佐
の
理
論
が

最
も
有
名
で
あ
る
。
ダ
グ
ラ
ス
少
佐
の
主
張
の
強
み
は
、
も
ち
ろ
ん
、
正
統
派
が
彼
の
破
壊
的
な
批
判
の
多
く
に
対
し

て
妥
当
な
返
答
を
な
し
え
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
。
他
方
、
彼
の
診
断
の
詳
細
、
と
く
に
い
わ

ゆ
る
Ａ
＋
Ｂ
定
理
は
多
分
に
人
を
煙
に
ま
く
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
も
し
ダ
グ
ラ
ス
少
佐
が
彼
の
Ｂ
項
目
を
、
取
替
お

よ
び
更
新
の
た
め
の
当
期
の
支
出
を
と
も
な
わ
な
い
企
業
者
の
金
融
準
備
金
に
限
っ
た
な
ら
ば
、
彼
は
真
理
に
い
っ
そ

う
近
づ
く
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
さ
え
、
こ
れ
ら
の
準
備
金
が
消
費
支
出
の
増
加
や
他
の

分
野
に
お
け
る
新
投
資
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
可
能
性
を
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ダ
グ
ラ
ス
少
佐
は
、
彼
の

論
敵
で
あ
る
正
統
派
の
一
部
の
人
々
と
は
違
っ
て
、
少
な
く
と
も
現
代
経
済
体
制
の
主
要
問
題
を
完
全
に
忘
却
し
て
は

い
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
の
で
き
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
彼
は
あ
の
勇
敢
な
異
端
軍
の
中
で
は
少
佐
で
は
な

く
、
お
そ
ら
く
一
兵
卒
に
す
ぎ
ず
、
マ
ン
ド
ヴ
ィ
ル
、
マ
ル
サ
ス
、
ゲ
ゼ
ル
、
お
よ
び
ホ
ブ
ソ
ン
と
並
ぶ
ほ
ど
の
資
格

を
確
立
す
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
確
か
に
明
晰
さ
と
整
合
性
を
保
ち
、
平
易
な
論
理
に
よ
り
な
が
ら
も
、
事
実
に

合
わ
な
い
仮
説
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
誤
謬
を
主
張
す
る
よ
り
も
、
こ
の
人
た
ち
は
、
自
分
の
直
感
に
従
っ
て
、
不
明
瞭
、



（
５
）
ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ナ
ー
ド
・
ケ
イ
ン
ズ
『
雇
用
・
利
子
お
よ
び
貨
幣
の
一
般
理
論
』
「
第
６
編

一
般
理
論
の
示
唆
す
る
若
干
の

覚
書
」
「
第

章

重
商
主
義
そ
の
他
に
関
す
る
覚
書
」
（
塩
野
谷
祐
一
訳
、
一
九
九
五
・
三
、
東
洋
経
済
新
報
社
）
、

～

ペ
ー

23

373

374

ジ
。

（
６
）
嶋
田
厚
「
久
野
豊
彦
ノ
ー
ト
」
（
『
文
学
』
一
九
七
一
・
八
）
。
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不
完
全
な
が
ら
真
理
を
見
出
す
方
を
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
（
５
）

ケ
イ
ン
ズ
が
見
抜
い
て
い
た
通
り
、
ダ
グ
ラ
ス
理
論
に
は
曖
昧
な
点
が
多
く
、
多
様
な
解
釈
を
受
け
入
れ
る
こ
と
も
ま
た

事
実
で
あ
る
。

（
２
）
久
野
と
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
と
の
出
会
い

久
野
の
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
、
嶋
田
厚
の
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
（
６
）
。

杏
村
に
つ
い
て
、
筆
を
進
め
る
場
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
禁
欲
し
て
置
く
が
、
久
野
豊
彦
が
早
く
か
ら
師
事
し
、

死
ぬ
ま
で
尊
敬
し
て
い
た
の
が
杏
村
だ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
は
っ
き
り
述
べ
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
久
野
が
杏
村

を
い
つ
知
っ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
正
確
な
資
料
は
な
い
が
、
「
葡
萄
園
」
時
代
に
は
、
す
で
に
接
触
の
あ
っ
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
［
…
］
久
野
の
ダ
グ
ラ
シ
ズ
ム
文
学
論
に
は
、
随
所
に
杏
村
の
引
用
が
あ
っ
て
、
そ
の
所
説
の

中
心
部
分
を
い
わ
ば
杏
村
の
権
威
に
よ
っ
て
正
統
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
見
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。

マ
マ
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［
…
］

な
お
、
久
野
が
、
本
格
的
に
ダ
グ
ラ
ス
に
興
味
を
持
ち
だ
し
た
の
は
、
昭
和
三
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
「
三
田
文
学
」

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
、
彼
は
自
ら
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
久
野
が
、
ダ
グ
ラ
ス
に
共
感
を
寄
せ
た
側
面
は
、
恐
ら

く
、
そ
れ
が
持
つ
「
社
会
工
学
」
的
発
想
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
科
学
者
と
音
楽
家
に
と
り
巻
か
れ
て
育
っ
た
上
に
、

自
身
社
会
科
学
の
教
育
を
受
け
た
久
野
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
関
心
し
な
が
ら
、
し
か
も
、
当
時
の
イ
ン
テ
リ
一
般
に

見
ら
れ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
、
倫
理
的
受
け
と
め
方
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
、
少
数
の
例
外
に
属
し
て
い
る
。

来
日
し
た
ダ
グ
ラ
ス
の
講
演
は
「
金
融
に
対
す
る
工
学
的
方
法
の
適
用
」
と
題
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
久
野
に
対
し

て
、
「
工
学
的
」
と
か
「
計
画
」
「
設
計
技
術
」
と
い
う
概
念
が
与
え
る
も
の
は
、
は
な
は
だ
刺
激
的
だ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
彼
の
中
の
合
理
主
義
は
、
早
く
か
ら
科
学
と
い
う
も
の
を
あ
く
ま
で
、
「
道
具
」
と
見
る
見
方
を
育
て
て
い
た
。

そ
し
て
「
道
具
」
で
あ
る
が
故
に
、
ま
た
、
科
学
は
彼
を
魅
惑
す
る
興
味
の
対
象
と
な
り
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
態
度
こ
そ
、
彼
の
文
学
の
根
底
に
流
れ
た
一
本
の
太
い
た
て
糸
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
、
そ
れ
は
、
彼

の
文
学
と
ダ
グ
ラ
シ
ズ
ム
と
を
結
び
つ
け
て
い
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
久
野
自
身
が
名
古
屋
商
科
大
学
の
退
官
記
念
論
文
集
に
書
い
た
回
想
「
私
の
履
歴
書
」
（
『
名
古
屋
商
科
大
学
論

集
』

、
一
九
六
七
）
に
は
、
「
私
は
、
か
ね
て
か
ら
京
都
で
お
住
ま
い
だ
っ
た
土
田
杏
村
先
生
に
師
事
し
て
文
学
や
経
済

12

学
に
つ
い
て
教
え
を
乞
い
指
導
を
受
け
て
い
た
。
先
生
は
御
病
弱
に
も
拘
ら
ず
闘
病
生
活
の
さ
な
か
で
も
書
物
を
手
放
な
さ

れ
な
か
っ
た
。
偉
大
な
思
想
家
だ
と
敬
服
し
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
土
田
杏
村
か
ら
ダ
グ
ラ

ス
を
知
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
土
田
杏
村
は
、
昭
和
５
年
の
著
書
『
生
産
経
済
学
よ
り
信
用
経
済
学
へ
』

（
昭
５
・
１
、
第
一
書
房
）
や
『
失
業
問
題
と
景
気
回
復
』
（
昭
５
・
４
、
第
一
書
房
）
に
お
い
て
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
に
言

及
し
た
。
特
に
前
者
は
本
格
的
な
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
の
解
説
で
あ
り
、
栗
田
健
一
に
よ
る
と
、
ダ
グ
ラ
ス
が
炭
坑
業
に
ダ
グ



（
７
）
栗
田
健
一
「
Ｃ
・
Ｈ
・
ダ
グ
ラ
ス
の
草
案
ス
キ
ー
ム
再
考

中
央
政
府
と
分
権
的
生
産
者
銀
行
に
よ
る
協
調
的
融
資
の
意
義
と

:

問
題
点
」
（
『
經
濟
學
研
究
』

―
１
、
二
〇
〇
六
・
六
、
北
海
道
大
学
）
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ラ
ス
理
論
を
適
用
し
た
「
草
案
ス
キ
ー
ム
」
に
も
触
れ
て
い
る
点
で
、
貴
重
な
研
究
紹
介
と
さ
れ
て
い
る
（
７
）
。
こ
れ
ら

は
、
『
土
田
杏
村
全
集
』
第
７
巻
「
新
経
済
理
論
の
研
究
」
（
昭

・
３
、
第
一
書
房
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
久
野
は
嶋

11

田
の
指
摘
に
よ
る
と
昭
和
三
年
か
ら
本
格
的
に
ダ
グ
ラ
ス
理
論
に
親
し
む
よ
う
に
な
り
、
特
に
ダ
グ
ラ
ス
の
社
会
工
学
的
発

想
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
確
か
に
久
野
は
『
新
芸
術
と
ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
』
に
収
め
た
「
新
芸
術
派
は
何
故
に

擡
頭
し
た
か
」
に
お
い
て
、
ダ
グ
ラ
ス
の
工
学
的
発
想
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
対
比
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
。
だ
が
、

久
野
の
関
心
の
中
心
が
社
会
工
学
で
あ
っ
た
と
ま
で
は
、
単
純
に
は
言
え
な
い
気
も
す
る
。

２

ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
の
現
代
性

（
１
）
ダ
グ
ラ
ス
理
論
の
概
要

さ
て
、
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
の
概
要
を
幾
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
に
ま
と
め
て
み
る
。

ま
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
Ａ
＋
Ｂ
定
理
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
過
少
消
費
説
の
説
明
に
用
い
ら
れ
る
理
論
で

（
ⅰ
）
Ａ
＋
Ｂ
定
理



（
８
）
『
ダ
グ
ラ
ス
・
セ
オ
リ
ー
』
、

ペ
ー
ジ
。

16

（
９
）
『
金
融
信
用
論
』
、

～

ペ
ー
ジ
。
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あ
る
。
『
ダ
グ
ラ
ス
・
セ
オ
リ
ー
』
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
（
８
）
。

定
理
。
『
如
何
な
る
商
業
的
企
業
に
於
て
も
支
払
ひ
は
二
つ
の

群

に
分
た
れ
得
る
。
Ａ
群
。
個
人
に
対
し
て
な
さ
れ

、
、

、
、

グ
ル
ー
プ

る
す
べ
て
の
支
払
（
賃
金
、
俸
給
及
び
配
当
）
Ｂ
群
。
他
の
組
織
に
対
し
て
な
さ
れ
る
す
べ
て
の
支
払
（
原
料
、
銀
行

、
、

へ
の
支
払
及
び
他
の
外
部
的
費
用
）
。

扨
て
、
個
人
に
対
す
る
購
買
力
流
出
率
は
Ａ
に
よ
っ
て
表
は
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
総
て
の
支
払
は
尽
く
価
格
に
加
へ
ら

れ
る
故
、
価
格
流
出
率
は

よ
り
小
で
は
あ
り
得
な
い
。
Ａ
は

を
購
買
し
得
な
い
か
ら
生
産
物
中
の
少
く
と

A
+

B
A

+
B

も
Ｂ
に
等
し
い
部
分
は
Ａ
群
に
含
ま
れ
ざ
る
購
買
力
の
形
に
於
て
分
配
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

Ａ
は
、
賃
金
・
俸
給
な
ど
個
人
に
対
し
て
支
払
う
べ
き
費
用
、
Ｂ
は
、
原
材
料
費
な
ど
の
必
要
経
費
で
あ
る
。
生
産
さ
れ

る
商
品
の
総
額
は
、
Ａ
＋
Ｂ
の
合
計
と
等
し
い
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
商
品
の
消
費
者
は
す
べ
て
Ａ
の
賃
金
を
支
払
わ
れ

た
個
人
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
購
買
力
の
総
計
は
Ａ
と
等
し
い
。
そ
し
て
こ
の
場
合
、
Ａ
は
必
ず
Ａ
＋
Ｂ
よ
り
も
小
さ

い
。
従
っ
て
消
費
者
は
、
生
産
物
全
部
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
商
品
は
、
必
ず
売
れ
残
り
を
生
ず
る
。
こ
の
購
買
力

の
不
足
が
、
不
況
・
恐
慌
・
失
業
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
社
会
の
混
乱
の
元
凶
で
あ
る
。

次
は
、
生
産
者
銀
行
の
提
唱
で
あ
る
。
『
金
融
信
用
論
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

（
ⅱ
）
生
産
者
銀
行
の
提
唱

い
る
（
９
）
。
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近
代
の
共
働
的
集
中
生
産
に
対
す
る
絶
対
的
に
根
本
的
な
理
由
は
個
人
の
利
益
が
そ
れ
に
よ
つ
て
最
も
よ
く
確
保
さ

れ
る
と
云
ふ
信
仰
に
よ
る
の
で
あ
る
。
か
ゝ
る
信
仰
が
破
壊
さ
れ
る
時
、
若
し
く
は
破
壊
さ
れ
る
な
ら
ば
（
現
在
さ
う

な
り
つ
ゝ
あ
る
如
く
）
、
そ
の
信
仰
が
復
活
す
る
に
非
ら
ず
ん
ば
、
集
中
的
生
産
は
、
恰
も
露
西
亜
に
於
け
る
如
く
、

破
壊
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。[

…]
故
に
、
主
と
し
て
欠
陥
の
存
在
は
生
産
設
備
の
作
用
で
は
な
く
、
そ
れ
が
運
用
さ
れ
て
ゐ
る
目
的
で
あ
り
然
し
て
各

人
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
せ
ん
と
す
る
の
は
此
等
の
目
的
即
ち
生
産
政
策
な
の
で
あ
る
。
仮
り
に
、
大
産
業
の
一
つ
に
従
事

し
て
ゐ
る
被
使
用
人
に
よ
つ
て
作
ら
れ
、
建
物
と
熟
練
し
た
る
事
務
員
と
を
使
用
す
る
銀
行
と
、
然
し
て
此
の
産
業
に

費
や
さ
れ
る
総
て
の
賃
金
と
俸
給
と
は
此
の
銀
行
を
通
じ
て
支
払
は
れ
る
と
想
像
し
て
見
よ
う
―
此
の
銀
行
は
直
ち
に

鞏
固
な
基
礎
に
銀
行
事
務
を
執
り
得
る
に
充
分
な
大
き
さ
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
の
如
き
銀
行
は
労
働
組

合
の
持
つ
経
済
力
を
背
景
と
し
て
、
生
産
要
素
の
一
つ
を
代
表
し
、
従
つ
て
生
産
に
付
随
す
る
と
こ
ろ
の
信
用
に
於
け

、
、

る
要
素
の
一
つ
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
は
該
信
用
の
導
子
を
形
ち
造
る
と
こ
ろ
の
購
買
力
流
出
量
の
適
当
且

つ
承
認
さ
れ
た
る
部
分
を
発
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
よ
う
な
購
買
力
不
足
を
補
う
た
め
に
、
生
産
者
の
組
合
（
労
働
組
合
）
が
経
営
す
る
銀
行
が
、
不
足
分
の
購
買
力
を

融
資
の
形
で
補
助
す
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
消
費
者
に
直
接
、
資
金
を
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
生
産
者
銀
行
は
生

産
者
に
対
し
て
融
資
を
行
う
。
生
産
者
は
そ
れ
を
利
用
し
て
、
商
品
を
、
商
品
総
額
が
消
費
者
の
購
買
力
と
等
し
く
な
る
よ

う
、
あ
ら
か
じ
め
値
引
き
価
格
で
販
売
す
る
。
こ
の
差
額
分
を
、
政
府
は
、
法
定
紙
幣
（

）
に
よ
っ
て
補
填

T
reasury

N
otes

す
る
。
必
要
経
費
を
回
収
で
き
た
生
産
者
は
、
生
産
者
銀
行
に
対
し
て
、
法
定
紙
幣
に
よ
っ
て
返
済
を
行
う
。
こ
の
生
産
者

銀
行
が
民
主
的
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
、
ダ
グ
ラ
ス
理
論
の
一
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

生
産
者
銀
行
の
融
資
は
、
生
産
者
の
有
形
信
用
、
す
な
わ
ち
、
生
産
可
能
性
の
全
体
量
に
応
じ
て
行
わ

（
ⅲ
）
信
用
理
論

れ
る
。
こ
こ
に
、
ダ
グ
ラ
ス
の
信
用
理
論
が
あ
る
。
現
在
の
生
産
高
で
は
な
く
、
将
来
的
な
生
産
可
能
性
を
測
定
し
、
そ
れ



（
１
０
）
塩
野
谷
九
十
九
「
ダ
グ
ラ
ス
理
論
と
ケ
イ
ン
ズ
」
（
『
名
古
屋
商
科
大
学
論
集
』

）
。
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を
信
用
＝
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
運
用
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
経
済
活
動
に
無
軌
道
な
信
用
か
ら
、
政
府
と
生
産
者
銀
行

に
よ
る
信
用
の
統
制
へ
と
シ
フ
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
体
で
は
な
く
信
用
と
い
う
可
能
性
を
、
来
る
べ
き
経
済
の
重
要
ポ

イ
ン
ト
と
す
る
発
想
で
あ
る
。
以
上
だ
が
、
補
足
す
る
と
、
ダ
グ
ラ
ス
理
論
で
は
、
労
働
者
と
資
本
家
と
の
区
別
は
な
く
、

全
体
と
し
て
生
産
者
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
ま
た
労
働
者
と
消
費
者
と
の
区
別
も
実
際
上
な
い
。
賃
金
を
支
払
わ
れ
た
労

働
者
が
消
費
者
で
あ
る
。

（
２
）
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
の
評
価

こ
の
よ
う
に
ダ
グ
ラ
ス
の
経
済
学
は
、
現
代
の
観
点
か
ら
見
て
も
か
な
り
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
塩
野
谷
九
十
九
は
、
素
朴

な
推
論
に
よ
り
、
ダ
グ
ラ
ス
の
Ａ
＋
Ｂ
定
理
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
（
１
０
）
。

ダ
グ
ラ
ス
が
、
こ
の
よ
う
な
初
歩
的
な
誤
り
を
犯
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
購
買
力
に
よ
っ
て

カ
バ
ー
さ
れ
る
べ
き
生
産
費
と
し
て
彼
の
考
え
て
い
た
も
の
は
、
明
ら
か
に
小
売
の
段
階
に
お
け
る

＋

で
あ
っ
た

Ａ
Ｂ

と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
購
買
力
の
不
足
は
Ａ
が
「
す
べ
て
の
Ａ
＋
す
べ
て
の
Ｂ
」
に
及
ば
な
い
か
ら

で
は
な
く
、
小
売
の
段
階
に
お
け
る

＋

に
及
ば
な
い
こ
と
か
ら
生
ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
解
す
べ
き
で

Ａ
Ｂ

あ
る
。



- -55

モ
ダ
ニ
ス
ト
久
野
豊
彦
と
新
興
芸
術
派
の
研
究
（
中
村
三
春
）

そ
う
解
釈
し
た
場
合
、
ダ
グ
ラ
ス
の
い
う
購
買
力
不
足
は
ど
う
し
て
起
こ

る
か
。

彼
は
、
「
Ａ
は

＋

よ
り
小
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
て
い

Ａ
Ｂ

る
。
そ
の
こ
と
は
、
二
つ
の
Ａ
が
同
じ
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
の
み
正

し
い
。
（
し
か
し
、
そ
れ
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
は
、
購
買
力
不
足
の
問
題

と
な
ん
の
関
係
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
）
と
こ
ろ
が
、
単
独
の
Ａ
が
す
べ
て

の
Ａ
（
図
で
は
一
、
〇
〇
〇
）
を
示
し
、

＋

の
Ａ
が
小
売
段
階
の
Ａ
の

Ａ
Ｂ

み
を
示
す
も
の
と
す
れ
ば
、

（

＋

）
と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ

Ａ
＜

Ａ
Ｂ

て
、
ダ
グ
ラ
ス
の
よ
う
に

＋

と
い
う
単
純
な
方
式
だ
け
で
事
を
論

Ａ
＜

Ａ
Ｂ

ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
生
産
・
流
通
の
過
程
で
、
Ａ
は
複
数
回
支
払
わ
れ
る
反
面
、
Ｂ
は
そ

の
都
度
償
却
さ
れ
る
。
そ
れ
を
総
計
す
れ
ば
、
Ａ
＋
Ｂ
理
論
の
図
式
で
は
、
購
買

力
不
足
は
起
こ
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
先
の
ケ
イ
ン
ズ
や
塩
野
谷
氏

は
、
Ａ
＋
Ｂ
定
理
な
ど
の
ダ
グ
ラ
ス
の
理
論
は
多
分
に
多
義
的
・
神
秘
的
で
解
釈
の
余
地
が
大
き
く
、
だ
か
ら
こ
そ
経
済
学

以
外
の
部
分
に
魅
力
が
あ
っ
て
、
多
く
の
人
に
信
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
言
う
。

他
方
で
、
栗
田
健
一
は
、
ダ
グ
ラ
ス
の
炭
坑
業
に
関
す
る
「
草
案
」
ス
キ
ー
ム
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
限
定
さ
れ
た

融
資
統
制
の
構
想
を
語
っ
て
お
り
、
そ
の
生
産
者
銀
行
の
発
想
は
、
中
央
政
府
の
支
配
か
ら
あ
る
程
度
独
立
に
地
域
経
済
を

200 + 200 + 200 + 200 + 200 =1,000

200A農 業

200B 200A紡績業

400B 200A織布業

600B 200A卸売業

800B 200A小売業

1,000

図（塩野谷による）



（
１
１
）
栗
田
健
一
前
掲
論
文
。
な
お
、
ダ
グ
ラ
ス
の
「
草
案
」
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

草
案

Ⅰ

(

１)

高
能
率
作
業
を
獲
得
す
る
た
め
に
各
地
質
学
的
炭
層
は
管
理
上
自
治
的
と
見
做
さ
る
可
き
事

(

２)

該
各
層
に
は
Ｍ
・
Ｆ
・
Ｇ
・
Ｂ
（
英
国
炭
坑
夫
同
盟
）
に
よ
つ
て
構
成
さ
る
べ
き
銀
行
の
支
店
が
設
置
さ
れ
、
そ
は
下
文
に
於
て

生
産
者
銀
行
と
称
さ
る
べ
し
。
政
府
は
該
銀
行
を
以
て
、
富
の
生
産
者
と
見
做
さ
れ
た
る
炭
坑
業
の
一
合
成
分
子
に
し
て
且
つ
そ
の
信

用
を
代
表
す
べ
き
も
の
と
し
て
承
認
す
べ
き
こ
と
。
該
銀
行
は
手
形
交
換
所
に
参
加
す
べ
き
こ
と
。

(

３)

当
座
勘
定
を
有
し
炭
坑
業
に
従
事
す
る
全
員
は
職
権
に
よ
り
該
銀
行
の
株
主
た
る
可
き
こ
と
。
各
株
主
は
株
主
総
会
に
於
て
各
一

票
を
投
票
す
る
の
権
利
を
有
す
。

(

４)

当
該
銀
行
は
配
当
を
支
払
は
ず
。

(

５)

炭
坑
業
に
属
す
る
資
産
及
び
生
産
設
備
に
投
下
さ
れ
た
る
資
本
は
、
例
へ
ば
六
分
の
如
き
一
定
の
償
還
を
受
け
、
且
つ
す
べ
て
の

新
資
本
と
共
に
価
格
決
定
権
を
除
く
資
本
管
理
に
属
す
る
他
の
一
切
の
普
通
権
の
行
使
を
継
続
す
べ
き
こ
と
。
価
値
低
下
は
価
値
増
加

と
相
殺
さ
る
べ
き
こ
と
。

(

６)

取
締
役
会
は
全
賃
金
・
俸
給
を
一
括
し
て
之
を
直
接
に
生
産
者
銀
行
に
支
払
ふ
可
き
こ
と
。

(

７)

作
業
費
用
低
下
の
場
合
に
於
て
は
、
其
の
半
ば
を
国
民
信
用
に
帰
せ
し
め
、
四
分
の
一
を
炭
坑
所
有
者
に
、
同
四
分
の
一
を
生
産

者
銀
行
に
対
す
る
信
用
と
す
。

(

８)

生
産
者
銀
行
は
そ
の
営
業
の
当
初
よ
り
、
資
本
勘
定
に
於
け
る
総
経
費
を
、
全
配
当
額
の
全
賃
金
・
俸
給
に
対
す
る
比
率
に
於
て
、

炭
坑
所
有
者
及
び
生
産
者
銀
行
に
よ
つ
て
一
括
し
て
給
与
さ
る
べ
き
こ
と
。
生
産
者
銀
行
に
よ
つ
て
為
さ
れ
た
る
か
く
の
如
き
金
融
の
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構
築
し
う
る
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
思
想
で
あ
る
と
、
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
（
１
１
）
。
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利
益
は
預
金
者
に
給
さ
る
べ
き
こ
と
。

Ⅱ

(
１)
政
府
は
炭
坑
所
有
者
よ
り
、
全
配
当
及
び
賞
与
を
含
む
生
産
費
の
正
確
、
且
つ
会
計
検
査
を
終
へ
た
る
報
告
書
を
三
箇
月
（
半
箇

年
、
若
し
く
は
一
箇
年
）
毎
に
要
求
す
る
こ
と
。

(

２)

該
生
産
費
計
算
を
基
礎
と
し
て
政
府
は
法
令
に
よ
り
国
内
に
於
け
る
家
庭
用
石
炭
価
格
を
該
生
産
費
の
比
率
に
よ
つ
て
規
定
す
る

こ
と
。

(

３)

該
価
格
（
家
庭
用
石
炭
の
）
は
、
全
国
民
消
費
額
の
全
国
民
信
用
生
産
に
対
す
る
全
商
品
額
と
同
一
の
比
率
を
生
産
費
に
対
し
て

帯
ぶ
べ
き
こ
と
―
即
ち

註
費

用
価

格
生

産
消

費

（

）

:
:
:

:

全
消

費
額

ノ
生

産
費

価
値

＝

×
噸

当
リ

価
格

噸
当

リ
生

産
費

全
生

産
額

ノ
貨

幣
価

値

(

４)

産
業
上
に
使
用
す
る
石
炭
は
生
産
費
に
協
定
率
を
加
へ
た
る
も
の
に
て
使
用
者
の
借
方
に
記
入
さ
る
べ
き
こ
と
。

(

５)

輸
出
石
炭
の
価
格
は
世
界
市
場
に
関
し
、
且
つ
一
般
的
利
害
を
顧
慮
し
て
、
日
々
に
決
定
さ
る
可
き
こ
と
。

(

６)

政
府
は
大
蔵
省
発
行
兌
換
券
に
よ
つ
て
、
全
生
産
費
と
総
受
取
り
価
格
と
の
差
額
を
炭
坑
所
有
者
に
補
償
す
可
き
こ
と
。
但
し
該

兌
換
券
は
現
在
通
り
国
民
勘
定
に
借
方
と
し
て
記
入
さ
る
可
き
こ
と
。

註
、
全
国
民
消
費
額
は
資
本
価
値
低
下
額
及
び
輸
出
を
含
む
。
全
国
民
生
産
額
は
資
本
価
値
増
加
額
及
び
輸
入
を
含
む
。

（
「
付
録

経
済
的
及
び
産
業
的
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
樹
立
へ
の
実
際
的
計
画
案
」
、
『
金
融
信
用
論
』
、

～

ペ
ー
ジ
）

121

125

モ
ダ
ニ
ス
ト
久
野
豊
彦
と
新
興
芸
術
派
の
研
究
（
中
村
三
春
）
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以
上
、
ダ
グ
ラ
ス
の
草
案
ス
キ
ー
ム
の
特
徴
に
つ
い
て
批
判
点
を
交
え
な
が
ら
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
き
た
。
留
意
す

べ
き
問
題
点
は
本
論
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
の
発
想
に
は
い
く
つ
か
の
意
義
を
み
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
特
に
地
域
に
眠
っ
て
い
る
有
形
信
用
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
中
央
政
府
で
は
な
く
地
域
に
根

ざ
し
た
生
産
者
銀
行
で
あ
る
と
い
う
視
点
に
彼
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
る
。
生
産
者
銀
行
は
、
地
域
に
精
通
し
て
い

る
生
産
者
、
経
営
者
、
退
職
し
た
市
民
に
よ
っ
て
民
主
的
に
運
営
さ
れ
る
た
め
に
局
所
的
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
。
中

央
政
府
が
全
て
の
情
報
を
処
理
し
地
域
開
発
を
行
う
の
で
な
く
、
地
域
が
持
つ
局
所
的
な
知
識
を
も
と
に
し
て
開
発
が

行
わ
れ
る
と
い
う
発
想
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
意
見
を
反
映
し
、
融
資
を
行
っ
て

い
く
点
に
生
産
者
銀
行
の
特
徴
が
あ
る
。
民
主
的
な
意
思
決
定
に
も
と
づ
き
、
自
分
達
の
預
金
を
融
資
し
て
い
く
と
い

う
発
想
は
、
重
要
な
視
点
を
提
供
し
て
い
る
と
言
え
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
融
資
を
統
治
す
る
と
い
う
発
想
は
、
非
常

に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
思
想
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
地
域
経
済
の
規
模
と
実
情
に
見
合
っ
た
融
資
に
よ
り
、
地
域
の
適
正
な
発
展
を
帰
結
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

私
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
以
前
に
、
現
在
実
在
す
る
と
こ
ろ
の
農
業
・
商
工
・
生
活
な
ど
の
協
同
組
合
活
動
は
、
一
部
、

生
産
者
銀
行
的
な
業
務
を
実
際
に
行
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
電
子
マ
ネ
ー
や
地
域
紙
幣
な
ど
を
用
い
た
、
地

域
通
貨
シ
ス
テ
ム
（
Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
＝

）
な
ど
の
発
想
と
似
通
う
と
こ
ろ
が
あ
る
と
も
思

L
ocal

E
xchange

and
T

rading
S

ystem

わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
塩
野
谷
の
言
う
よ
う
に
、
本
当
に
Ａ
＋
Ｂ
定
理
は
成
り
立
た
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
ダ
グ
ラ
ス
も
批
判

者
も
同
じ
な
の
だ
が
、
こ
の
Ａ
＋
Ｂ
定
理
は
余
り
に
も
シ
ン
プ
ル
で
、
ケ
イ
ン
ズ
学
派
の
有
効
需
要
の
理
論
、
す
な
わ
ち
需

要
が
供
給
を
決
定
し
、
雇
用
を
規
定
す
る
と
す
る
説
や
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
剰
余
価
値
論
や
資
本
増
殖
の
理
論
、
す
な
わ
ち

労
働
者
は
賃
金
以
上
の
生
産
を
行
い
、
そ
れ
を
資
本
家
は
資
本
へ
繰
り
入
れ
る
と
す
る
見
方
な
ど
が
全
く
考
慮
に
入
れ
ら
れ
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て
い
な
い
。
ダ
グ
ラ
ス
の
等
価
式
、
塩
野
谷
氏
の
図
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
必
要
経
費
と
売
却
収
入
、
生
産
額
と
消
費

額
は
全
く
同
じ
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
で
は
、
「
儲
け
」
と
い
う
概
念
が
ど
こ
に
も
な
い
。
そ
こ
で
、
仮
に
剰
余
価
値
の
要
素

を
付
け
足
す
と
、
生
産
者
は
原
材
料
費
と
賃
金
以
上
の
商
品
を
生
産
し
、
そ
れ
は
消
費
者
が
賃
金
収
入
で
購
買
で
き
る
額
を

超
え
て
い
る
。
し
か
し
現
実
に
は
こ
れ
が
消
費
さ
れ
な
い
限
り
、
剰
余
価
値
は
生
じ
ず
、
資
本
の
増
殖
は
起
こ
ら
な
い
。
従

っ
て
、
売
れ
残
り
が
出
な
い
場
合
の
構
造
が
、
こ
の
図
と
は
別
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
受
容
と
供
給
と
の
関
係

や
、
市
場
の
問
題
、
特
に
市
場
の
拡
大
の
問
題
な
ど
で
あ
ろ
う
。
ま
た
一
般
に
、
購
買
力
不
足
の
場
合
、
人
は
ど
う
す
る
か

と
い
う
と
、
車
や
住
宅
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
ロ
ー
ン
に
頼
る
の
で
あ
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
そ
の
も
の
が
、
現

在
は
資
本
に
よ
る
融
資
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
を
生
産
者
銀
行
が
扱
う
と
い
う
の
が
ダ
グ
ラ
ス
の
説
な
わ
け
で
あ
る
。

３

久
野
豊
彦
に
お
け
る
ダ
グ
ラ
シ
ズ
ム

（
１
）
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
対
決

さ
て
、
久
野
豊
彦
に
お
け
る
ダ
グ
ラ
シ
ズ
ム
は
、
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
ず
第
一
に
言
え
る
の
は
、

そ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
対
決
の
た
め
の
理
論
武
装
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
昭
和
初
年

代
の
芸
術
派
と
プ
ロ
文
派
の
対
立
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。
『
新
芸
術
と
ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
』
の
巻
頭
を
飾
る
「
芸
術
派
と
新

経
済
学
説
」
で
は
ま
ず
、
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
派
は
経
済
学
に
立
脚
し
た
文
芸
理
論
を
標
榜
す
る
が
、
そ
の
結
果
「
文
学
は

遂
に
主
義
の
た
め
に
芸
術
的
討
死
」
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
ダ
グ
ラ
ス
派
経
済
学
に
属
す
る
文
学
は
、
「
文



（
１
２
）
『
新
芸
術
と
ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
』
、
５
ペ
ー
ジ
。

（
１
３
）
『
新
芸
術
と
ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
』
、

～

ペ
ー
ジ
。
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学
は
到
底
経
済
学
で
は
あ
り
得
な
い
」
こ
と
を
念
頭
に
置
く
、
と
し
て
い
る
。

こ
こ
に
、
私
は
ダ
グ
ラ
ス
及
び
そ
の
学
派
の
新
経
済
学
説
を
芸
術
派
と
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
所
以
だ
が
、
す
で
に

マ
ル
ク
ス
経
済
学
説
を
通
じ
て
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
が
先
刻
樹
立
さ
れ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
ダ
グ
ラ
ス
派
の
経
済
学
説
を

通
じ
て
も
、
こ
れ
ま
た
、
そ
の
派
に
属
す
べ
き
文
学
の
樹
立
さ
る
可
き
こ
と
は
当
然
だ
。
併
し
文
学
は
到
底
経
済
学
で

は
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
が
証
拠
に
マ
ル
ク
ス
と
そ
の
派
の
文
学
と
の
あ
の
刎
頸
的
な
交
わ
り
方
を
見
ら
れ
よ
！

そ
れ

は
、
ま
さ
し
く
甚
だ
窮
屈
な
中
に
あ
つ
て
、
ど
う
見
て
も
君
等
は
猿
類
に
似
て
ゐ
る
ば
か
り
で
な
く
猿
類
も
ま
た
君
等

に
似
て
ゐ
る
程
度
以
上
に
相
似
的
で
あ
る
。
従
つ
て
、
そ
の
派
の
文
学
は
徒
に
経
済
学
の
鉢
の
上
に
咲
く
赤
い
マ
ル
ク

ス
の
花
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
こ
れ
で
は
、
文
学
は
遂
に
主
義
の
た
め
に
芸
術
的
討
死
を
し
て
ゐ
る
感
が

あ
る
。
こ
れ
私
一
人
の
偏
見
で
あ
ら
う
か
。
（
１
２
）

個
人
か
ら
大
衆
へ
の
重
要
な
る
移
動
の
原
理
が
殊
に
マ
ル
ク
ス
主
義
者
に
よ
つ
て
叫
ば
れ
な
が
ら
も
、
こ
の
原
理
は

他
の
反
面
に
於
て
（
即
ち
行
為
の
責
任
が
移
動
し
得
な
い
点
に
於
て
［
）
］
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
り
従
つ
て
、
こ
の

原
理
は
論
理
的
に
崩
壊
す
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
、
事
実
は
こ
れ
に
反
し
て
、
こ
の
崩
壊
す
べ
き
原
理
が
時
代
を
風
靡

し
て
、
個
人
か
ら
大
衆
へ
の
重
要
な
る
移
動
が
主
張
さ
れ
な
が
ら
、
し
か
も
、
依
然
と
し
て
、
行
為
の
責
任
は
そ
の
儘

個
人
の
手
に
残
つ
て
ゐ
る
。
［
…
］
こ
の
点
に
於
て
は
ダ
グ
ラ
ス
は
寧
ろ
、
社
会
の
疾
患
を
解
決
す
べ
き
鍵
は
「
信
用

の
修
正
的
統
制
」
に
あ
り
と
し
、
そ
の
修
正
は
、
各
人
の
た
め
に
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
つ
て
ゐ
る
。
（
１
３
）
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ダ
グ
ラ
ス
の
所
説
に
就
て
は
、
既
に
、
（
一
）
に
於
て
そ
の
多
少
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
ダ
グ
ラ
ス
は
現
代

社
会
の
疾
患
の
根
本
的
原
因
を
左
の
如
く
分
類
し
て
ゐ
る
。

（
一
）
賃
金
俸
給
配
当
を
以
つ
て
し
て
は
、
全
生
産
物
を
購
買
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
困
難
は
漸
く
日
々
に
累

加
す
る
で
あ
ら
う
。

（
二
）
全
生
産
物
を
購
買
し
得
ぬ
そ
の
開
き
を
補
ふ
た
め
に
必
要
な
る
購
買
力
の
唯
一
の
源
泉
は
公
債
と
輸
出
信
用
だ

が
、
国
民
は
輸
出
信
用
の
た
め
に
遂
に
そ
の
果
に
は
戦
争
を
す
る
。

（
三
）
購
買
力
の
個
人
へ
の
重
な
る
分
配
は
賃
金
と
俸
給
の
媒
介
に
よ
る
。
生
産
上
の
根
本
的
原
因
は
生
産
方
法
の
改

良
と
自
然
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
自
然
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
個
人
へ
の
賃
金
俸
給
及
び
生
産
物
の
分

配
を
取
り
か
へ
よ
う
と
す
る
。
購
買
力
に
於
け
る
信
用
作
用
は
か
う
し
て
次
第
に
重
要
と
な
り
生
産
を
支
配
す
る
。

か
う
し
て
、
ダ
グ
ラ
ス
は
、
現
代
経
済
制
度
に
は
実
に
二
つ
の
重
要
な
る
而
し
て
次
第
に
増
大
す
る
欠
陥
が
あ
り
、

事
態
は
悪
化
し
素
晴
し
く
浪
費
的
で
あ
つ
て
、
生
産
物
は
満
足
に
分
配
さ
れ
得
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
欠
陥
を
解
決

す
べ
き
鍵
は
信
用
の
統
制
に
あ
る
の
み
と
云
つ
て
ゐ
る
。
事
実
、
現
代
社
会
に
於
て
個
人
の
享
受
す
べ
き
購
買
力
は
、

賃
金
俸
給
配
当
の
三
つ
の
源
泉
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
の
購
買
力
は
市
価
と
称
す
る
も
の
の
媒
介
に
よ
つ
て
奪
は
れ
て
し

ま
ひ
、
従
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
間
に
於
て
最
も
重
要
な
る
事
は
全
購
買
力
を
全
市
価
に
平
衡
せ
し
む
る
こ
と
だ
。
こ
れ

に
は
購
買
力
に
信
用
を
付
与
す
る
よ
り
他
に
は
何
等
の
解
決
方
法
も
な
く
そ
こ
で
、
市
価
に
現
れ
な
い
購
買
力
を
消
費

者
に
与
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
ダ
グ
ラ
ス
は
力
説
し
て
ゐ
る
。
（
１
４
）
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志
賀
直
哉
の
言
う
「
主
人
持
ち
の
文
学
」
を
否
定
す
る
意
気
や
盛
ん
で
あ
る
が
、
で
は
そ
れ
が
ど
う
し
て
経
済
学
に
属
す

る
文
学
が
必
要
と
な
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
マ
ル
ク
ス
主
義
が
前
衛
党
に
よ
る
大
衆
運
動
と
社
会
主
義
を
主
張

す
る
の
に
対
し
て
、
ダ
グ
ラ
ス
は
依
然
と
し
て
個
人
の
手
に
行
為
の
責
任
を
残
そ
う
と
す
る
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
集

団
主
義
を
暗
に
批
判
も
す
る
。
さ
ら
に
は
、
ダ
グ
ラ
ス
の
過
少
購
買
説
を
、
現
代
経
済
社
会
の
諸
悪
の
根
源
と
し
、
マ
ル
ク

ス
主
義
の
階
級
理
論
に
対
す
る
理
論
武
装
を
行
お
う
と
も
す
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
文
芸
理
論
へ
の
導
入

次
に
、
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
の
理
論
か
ら
文
学
へ
の
導
入
と
し
て
は
、
評
論
「
新
芸
術
派
は
何
故
に
擡
頭
し
た
か
」
（
『
新

芸
術
と
ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
』
）
に
お
い
て
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
非
現
代
的
で
、
取
材
範
囲
が
狭
隘
で
、

表
現
形
式
が
絶
望
的
に
陳
腐
と
し
た
上
で
、
過
少
消
費
説
・
信
用
理
論
・
社
会
工
学
な
ど
の
す
ぐ
れ
た
社
会
経
済
理
論
と
し

て
、
ダ
グ
ラ
ス
主
義
は
マ
ル
ク
ス
主
義
を
凌
駕
す
る
も
の
と
規
定
さ
れ
る
。

最
近
に
い
た
つ
て
、
断
然
と
新
芸
術
派
の
文
学
が
躍
進
し
だ
し
た
の
は
、
こ
の
数
年
来
、
恣
に
、
わ
が
文
壇
で
跳
梁

し
て
ゐ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
が
、
漸
く
清
算
さ
る
べ
き
時
期
に
到
来
し
た
か
ら
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
、
何
故
に
、
マ

ル
ク
ス
派
は
清
算
さ
れ
、
新
芸
術
派
が
擡
頭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
か
、
そ
の
主
要
原
因
を
分
析
す
れ
ば
、
極
く

簡
単
に
、
三
つ
の
項
目
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
の
信
奉
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
が
、
最
早
、
非
現
代
的
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
。

二
、
そ
の
派
の
文
学
の
取
材
範
囲
が
驚
く
べ
く
狭
隘
な
こ
と
。



（
１
５
）
『
新
芸
術
と
ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
』
、

ペ
ー
ジ
。

67

- -63

モ
ダ
ニ
ス
ト
久
野
豊
彦
と
新
興
芸
術
派
の
研
究
（
中
村
三
春
）

三
、
表
現
形
式
が
殆
ん
ど
、
絶
望
的
な
ほ
ど
、
陳
腐
な
こ
と
。[

…]

マ
ル
ク
ス
経
済
学
は
、
商
品
生
産
概
念
（
或
は
資
本
概
念
）
が
、
仲
介
概
念
と
し
て
組
織
さ
れ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、

マ
ル
ク
ス
経
済
学
は
、
産
業
革
命
直
後
の
経
済
社
会
を
焦
点
と
し
て
批
判
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
現
代
の
ご
と
く
、

信
用
概
念
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
経
済
社
会
を
説
明
す
る
こ
と
は
、
最
早
不
可
能
で
あ
る
。
云
ひ
か
え
れ
ば
、
現

経
済
社
会
は
、
信
用
経
済
学
の
時
代
で
あ
つ
て
、
生
産
経
済
学
の
そ
れ
で
は
な
い
の
だ
。

従
つ
て
、
土
田
杏
村
氏
の
所
説
の
ご
と
く
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
は
、
そ
の
対
象
と
す
る
経
済
社
会
を
概
念
的
に
捕
捉

す
る
仲
介
概
念
が
、
す
で
に
、
歴
史
的
に
不
適
当
の
も
の
で
あ
り
、
た
め
に
、
そ
の
経
済
学
の
全
構
造
が
今
や
誤
謬
の

も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

（
「
新
芸
術
派
は
何
故
に
擡
頭
し
た
か
」
「
一

新
芸
術
派
は
、
ま
づ
マ
ル
ク
ス
派
の
誤
謬
か
ら
出
発
す
る
」
）

（
１
５
）

殊
に
、
文
学
へ
、
階
級
闘
争
的
な
古
典
理
想
を
強
要
す
る
こ
と
が
、
い
か
に
、
非
現
代
的
で
あ
る
か
は
、
経
済
問
題

に
ま
で
も
、
い
ま
や
、
工
学
的
方
法
が
応
用
さ
れ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
一
事
に
よ
つ
て
も
十
分
に
、
理
解
さ
れ
る
こ
と
だ
。

ダ
グ
ラ
ス
氏
は
、
す
で
に
、
現
代
の
経
済
学
は
工
学
の
一
部
で
あ
る
と
さ
へ
断
言
し
て
ゐ
る
。[

…]

ア
ダ
ム
・
ス
ミ

ス
の
個
人
経
済
学
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
の
社
会
経
済
学
へ
と
進
捗
し
た
経
済
学
が
、
い
ま
や
、
ダ
グ
ラ
ス
氏
の
所
説
の
ご
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と
く
、
超
階
級
的
な
工
学
の
一
部
と
な
り
、
こ
の
超
階
級
的
な
工
学
的
方
法
が
、
現
代
の
畸
形
的
な
社
会
経
済
生
活
の

癌
で
あ
る
不
完
全
な
金
融
組
織
を
改
造
し
得
る
な
ら
ば
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
依
拠
す
る
社
会
改
造
方
策
に
統
制
さ
れ

た
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
は
、
今
後
、
い
か
な
る
変
化
が
彼
等
の
陣
営
内
に
起
る
で
あ
ら
う
か
。
た
だ
壊
滅
す
る
の
み
で

あ
ら
う
。

（
「
新
芸
術
派
は
何
故
に
擡
頭
し
た
か
」
「
二

芸
術
に
対
す
る
古
典
派
的
理
想
を
果
敢
に
訂
正
せ
よ
」
）

（
１
６
）

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
説
明
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
ダ
グ
ラ
ス
は
資
本
家
と
労
働
者
を
区
別
せ
ず
生
産
者
と
し
て
扱
い
、
労

働
者
は
ま
た
消
費
者
で
も
あ
る
の
で
、
要
す
る
に
階
級
の
区
別
を
関
知
し
な
か
っ
た
。
久
野
は
そ
の
よ
う
な
ダ
グ
ラ
ス
が
、

階
級
闘
争
を
否
定
し
、
階
級
闘
争
の
宣
伝
教
化
の
た
め
の
文
学
と
い
う
発
想
を
否
定
し
た
こ
と
を
も
評
価
す
る
。

（
３
）
貨
幣
形
態
と
芸
術
形
態

さ
ら
に
、
評
論
「
聯
想
の
暴
風
」
で
は
、
貨
幣
形
態
と
芸
術
形
態
と
が
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
結
ば
れ
る
と
い
う
（
１
７
）
。

凡
そ
、
今
日
、
芸
術
形
態
の
発
展
に
甚
だ
類
似
す
る
も
の
は
、
貨
幣
形
態
の
そ
れ
で
あ
る
が
、
貨
幣
の
実
体
で
あ
る
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貴
金
属
自
ら
に
対
す
る
価
値
は
、
実
体
価
値
で
な
く
官
能
価
値
に
あ
る
。
従
つ
て
実
体
価
値
は
、
物
そ
れ
自
体
の
固
着

の
性
質
に
あ
ら
ず
し
て
、
そ
の
官
能
に
対
す
る
関
係
に
外
な
ら
な
い
の
だ
。
芸
術
に
於
て
も
同
然
で
あ
る
。
内
容
そ
れ

自
体
の
固
着
の
性
質
に
あ
ら
ず
し
て
、
芸
術
価
値
は
、
そ
の
官
能
に
対
す
る
関
係
に
於
て
発
見
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
然

し
て
、
官
能
に
対
す
る
関
係
と
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
貴
金
属
が
そ
の
実
体
価
値
を
持
つ
の
は
、
何
か
の
技
術
に
よ

つ
て
、
そ
の
官
能
を
充
た
す
こ
と
の
可
能
な
の
と
同
様
に
、
芸
術
に
於
て
も
、
そ
の
内
容
を
何
等
か
の
技
法
に
依
つ
て
、

そ
の
芸
術
的
官
能
を
充
た
す
こ
と
を
得
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
断
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

貨
幣
に
お
い
て
も
芸
術
に
お
い
て
も
、
実
体
価
値
か
ら
官
能
価
値
へ
の
重
点
の
移
動
が
起
こ
っ
て
い
る
と
し
、
新
興
芸
術

で
は
官
能
価
値
が
重
要
と
す
る
。
た
だ
、
貨
幣
の
価
値
は
官
能
価
値
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
貨
幣
と
ジ
ュ
エ
リ
ー
と
を
同
一

視
す
る
、
余
り
に
も
無
理
な
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
あ
ろ
う
。
官
能
的
で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
貨
幣
は
貨
幣
な
の
で
あ
る
。
た

だ
、
こ
れ
は
金
本
位
制
や
兌
換
制
の
議
論
と
の
関
わ
り
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
場
合
、
官
能
は
信
用
の
意
味
と
な
り
、
金
や

銀
と
兌
換
さ
れ
る
実
態
価
値
で
は
な
く
、
不
換
紙
幣
の
利
用
に
よ
る
管
理
通
貨
制
度
こ
そ
が
、
こ
の
よ
う
な
官
能
価
値
に
対

応
す
る
も
の
だ
と
い
う
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
今
度
は
文
学
が
官
能
価
値
に
重
点

が
あ
る
の
だ
と
い
う
の
は
、
文
学
と
し
て
は
陳
腐
な
評
価
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
い
ず
れ
に
し
て
も
有
効
な
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
は

な
い
気
が
す
る
。

し
か
し
、
後
段
で
「
芸
術
と
は
、
現
実
を
新
鮮
に
感
じ
さ
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
」
と
述
べ
、
「
二
つ
の
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ

ス
の
世
界
」
を
結
び
つ
け
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
芸
術
の
本
体
を
認
め
る
論
は
、
ロ
シ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
の
異
化
の
理
論
や
、
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モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
理
論
に
通
ず
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
（
１
８
）
。

僕
は
、
芸
術
と
は
、
現
実
を
新
鮮
に
感
じ
さ
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
と
考
へ
て
ゐ
る
。
聯
想
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
と

い
つ
て
も
い
ゝ
か
も
知
れ
な
い
の
だ
。
と
に
か
く
、
異
常
に
強
力
で
、
二
つ
の
異
な
る
世
界
を
不
思
議
に
結
び
つ
け
る

こ
と
に
よ
つ
て
、
無
限
の
多
角
形
を
発
展
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
、
芸
術
の
根
本
の
使
命
が
あ
る
の
だ
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
二
つ
の
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
世
界
を
ど
う
し
て
結
び
つ
け
る
べ
き
で
あ
る
か
。
無
限
の
距
離
に

あ
る
空
間
と
時
間
と
を
無
視
せ
ず
し
て
は
、
不
可
能
な
問
題
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
聯
想
の
技
術
と
で
も
い
ふ
べ
き
で

あ
ら
う
か
。
わ
れ
く
は
絶
え
ず
、
ナ
ン
セ
［
ン
］
ス
な
世
界
を
、
エ
ロ
テ
イ
ク
な
世
界
を
、
科
学
を
逆
立
さ
せ
た
世
界

を
、
そ
れ
ば
か
し
で
な
く
、
現
実
に
於
け
る
刻
々
に
変
化
す
る
社
会
現
象
や
畸
型
的
な
社
会
経
済
生
活
か
ら
発
生
す
る

悲
劇
を
僕
は
、
聯
想
の
暴
風
を
通
し
て
、
技
術
的
に
表
現
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
ゐ
る
の
だ
が
、
読
者
の
尖
鋭
な
脳
髄

を
座
標
軸
と
す
る
と
き
、
二
つ
の
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
世
界
を
強
力
を
も
つ
て
結
合
す
る
瞬
間
に
発
生
す
る
要
素
こ

そ
、
最
も
現
実
を
新
鮮
に
意
識
さ
せ
る
も
の
と
信
ず
る
の
だ
。

わ
れ

は
、
芸
術
を
通
し
て
何
物
か
を
理
解
さ
す
べ
き
で
な
く
、
何
物
か
を
感
じ
さ
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、

く

何
物
か
を
感
じ
さ
す
べ
き
た
め
に
は
聯
想
の
暴
風
を
通
し
て
、
現
実
を
破
る
と
こ
ろ
に
、
芸
術
の
特
殊
機
能
が
あ
る
と

い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
そ
れ
は
ダ
グ
ラ
シ
ズ
ム
と
直
接
に
ど
う
関
係
す
る
の
か
は
明
確
で
は
な
い
。
久
野
理
論
に
対
す
る
評
価
と
し
て



（
１
９
）
山
崎
義
光
「
久
野
豊
彦
に
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け
る
一
九
三
〇
年
前
後
―
『
ナ
タ
ア
シ
ア
夫
人
の
銀
煙
管
』
と
『
人
生
特
急
』
―
」
（
『
横
光

利
一
研
究
』
４
、
二
〇
〇
六
・
三
）
。
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山
崎
義
光
は
、
「
久
野
の
緒
論
の
端
々
に
表
れ
る
よ
う
に
、
久
野
自
身
、
類
比
を
直
観
し
て
い
な
が
ら
、
十
分
な
理
論
化
も
、

そ
う
し
た
視
点
の
創
作
へ
の
還
元
方
法
も
認
識
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
、
い
ま
だ

未
熟
な
理
論
と
見
な
し
て
い
る
（
１
９
）
。

（
４
）
〝
新
社
会
派
〟
の
内
実

さ
て
、
久
野
に
よ
る
ダ
グ
ラ
ス
理
論
の
文
芸
理
論
と
し
て
の
導
入
は
、
新
興
芸
術
派
の
年
、
昭
和
五
年
の
『
新
芸
術
と
ダ

グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
』
か
ら
、
昭
和
七
年
の
浅
原
六
朗
と
の
共
著
『
新
社
会
派
文
学
』
（
昭
７
・
７
、
厚
生
閣
書
店
）
に
至
っ
て

も
変
わ
ら
ず
に
続
け
ら
れ
て
い
る
。
実
は
、
『
新
社
会
派
文
学
』
の
理
論
的
な
背
景
は
、
全
く
も
っ
て
ダ
グ
ラ
ス
理
論
そ
の

も
の
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
久
野
担
当
の
評
論
「
新
社
会
派
文
学
発
生
の
基
調
」
に
お
い
て
も
、
信
用
理
論
、
過
少

消
費
説
、
表
現
論
な
ど
が
、
ほ
ぼ
同
様
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
以
下
は
「
新
社
会
派
文
学
発
生
の
基
調
」
か
ら
の
関
連
箇
所

の
抜
き
書
き
で
あ
る
。

①

マ
ル
キ
シ
ズ
ム
又
は
ア
ナ
ア
キ
ズ
ム
及
び
そ
の
他
の
社
会
性
を
も
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ズ
ム
が
、
殊
に
、
魅
力
あ
り

風
雅
な
る
理
念
と
社
会
性
の
概
念
と
社
会
と
が
存
続
し
活
動
し
得
べ
き
状
態
と
の
具
体
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
ぬ
が
、

従
つ
て
、
こ
れ
ら
の
イ
ズ
ム
が
最
早
ク
ラ
シ
カ
ル
・
イ
デ
ア
ル
に
属
す
る
こ
と
も
ま
た
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
［
…
］
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現
実
に
於
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
み
な
ら
ず
多
く
の
社
会
構
成
人
員
に
よ
つ
て
、
資
本
主
義
制
が
崩
壊
す
れ
ば
、

次
に
来
る
べ
き
至
福
千
年
の
理
想
時
代
で
あ
る
と
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
真
実
に
於
て
、
云
ふ
と
こ
ろ
の
資
本
主

義
制
（
殊
に
マ
ル
ク
ス
の
資
本
論
の
対
象
と
な
つ
て
ゐ
る
資
本
主
義
制
）
は
七
十
五
年
前
に
す
で
に
冒
瀆
的
に
死
滅
し

て
ゐ
る
の
だ
。
［
…
］
こ
の
惨
憺
た
る
現
代
社
会
を
改
造
す
べ
き
方
策
は
、
正
し
く
、
信
用
制
度
の
統
制
に
あ
る
べ
き

で
あ
る
。
い
か
に
統
制
す
べ
き
が
、
今
後
の
重
大
な
る
問
題
で
あ
る
。
然
し
て
、
こ
の
信
用
制
度
統
制
に
つ
い
て
は
マ

ル
ク
ス
始
め
、
殆
ん
ど
、
完
全
な
る
方
策
を
樹
立
し
て
ゐ
な
い
。
［
…
］

わ
れ
わ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
を
超
越
し
た
る
新
文
学
、
す
な
は
ち
新
社
会
派
文
学
の
樹
立
と
と
も
に
、
現
代
の
社
会
経

済
生
活
に
対
し
て
確
固
た
る
経
験
的
事
実
に
即
し
て
、
信
用
主
義
の
暴
力
に
対
峙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
「
Ａ

信
用
制
度
統
制
の
新
文
学
」
）
（
２
０
）

②

弁
証
法
的
発
展
を
、
切
実
に
主
張
し
て
ゐ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
者
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
を
確
立
し
な
が
ら
、
そ

の
表
現
形
式
に
何
等
の
発
展
性
を
も
発
見
し
得
ら
れ
な
か
つ
た
の
は
、
聊
か
皮
肉
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
れ
に

し
て
も
、
こ
れ
ま
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
の
自
然
主
義
的
技
法
に
対
し
て
は
再
々
論
議
の
的
と
な
り
な
が
ら
も
、
遂

に
こ
れ
を
清
算
し
得
ず
、
甚
だ
し
き
に
至
つ
て
は
、
新
自
然
主
義
を
提
唱
し
て
一
時
を
糊
塗
し
た
り
し
て
ゐ
た
プ
ロ
作

家
が
あ
つ
た
り
し
た
が
、
そ
れ
は
兎
に
角
と
し
て
、
こ
の
清
算
し
得
ざ
る
根
本
的
原
因
が
即
ち
「
何
か
」
と
な
る
、
所

謂
マ
ル
ク
ス
経
済
学
説
に
立
脚
す
る
、
そ
の
社
会
経
済
生
活
の
方
策
と
有
機
的
関
係
に
在
る
が
た
め
で
は
あ
る
ま
い
か
。

何
故
な
ら
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
説
に
依
拠
す
る
、
そ
の
改
造
方
策
そ
れ
自
体
が
す
で
に
、
自
然
主
義
文
学
の
文
学
的
技
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２
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法
に
劣
ら
ざ
る
陳
腐
な
る
方
策
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
「
Ｄ

ダ
グ
ラ
ス
と
文
学
」
）
（
２
１
）

③

働
か
な
け
れ
ば
食
ふ
べ
か
ら
ず
の
標
語
の
も
と
に
、
却
て
、
現
代
の
経
済
制
度
を
支
持
し
て
ゐ
る
の
は
マ
ル
ク
ス

主
義
者
で
は
あ
る
ま
い
か
。
貨
物
の
分
配
に
就
て
は
、
全
然
、
生
産
に
関
与
す
る
労
働
所
為
に
依
拠
し
て
決
定
す
る
こ

と
を
主
張
す
る
の
は
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
あ
り
、
そ
れ
に
似
た
り
寄
つ
た
り
の
こ
と
で
決
定
す
る
の
が
資
本
主
義
者
な

の
だ
。
し
か
し
労
働
所
為
に
よ
つ
て
貨
物
の
分
配
が
決
定
さ
れ
る
も
の
な
ら
、
働
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
は
い
か
に

す
べ
き
か
。
現
に
所
々
に
夥
し
い
失
業
者
を
発
生
せ
し
め
て
ゐ
る
こ
の
事
実
を
い
か
に
解
決
す
べ
き
か
。
［
…
］

何
故
な
ら
社
会
的
貧
困
の
原
因
は
、
市
価
よ
り
も
購
買
力
が
小
な
る
た
め
に
不
断
に
貨
物
の
売
れ
残
り
を
生
じ
、
こ

れ
が
次
第
に
増
大
堆
積
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
。

そ
こ
で
、
こ
れ
が
解
決
す
べ
き
方
策
と
し
て
は
、
購
買
力
に
信
用
を
付
与
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
購
買
力
は

市
価
の
媒
介
に
よ
つ
て
奪
は
れ
て
了
つ
て
き
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
市
価
に
現
は
れ
ざ
る
購
買
力
を
消
費
者
に
与
ふ
べ
き
だ

と
ダ
グ
ラ
ス
は
主
張
し
て
ゐ
る
。

（
「
Ｅ

『
働
か
な
け
れ
ば
食
ふ
べ
か
ら
ず
』
派
の
文
学
は
古
い
！
」
）
（
２
２
）

④

そ
こ
で
、
新
し
い
文
学
こ
そ
は
、
時
代
の
推
移
に
感
じ
て
、
そ
の
内
容
律
が
変
化
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

現
実
に
切
実
な
る
方
策
の
上
に
依
拠
す
べ
き
で
あ
る
が
、
さ
て
、
政
治
的
価
値
に
も
せ
よ
、
何
に
も
せ
よ
、
芸
術
的
価
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値
が
従
属
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
文
学
が
宣
伝
用
具
に
化
さ
う
と
し
て
も
、
人
類
の
至
福
に
役
立
つ
な
ら
ば
、
そ
れ
は

意
義
あ
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
だ
が
、
い
か
に
し
て
、
自
治
自
律
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
が
一
方
に
従
属
す
べ
き
で
あ
る

か
。
［
…
］

否
！

そ
れ

の
芸
術
が
生
み
出
す
方
針
（
技
法
）
こ
そ
芸
術
的
価
値
で
あ
つ
て
、
価
値
は
内
容
的
な
も
の
で
は

ぐ

な
い
。
か
う
し
て
、
そ
れ

の
自
治
自
律
す
る
価
値
は
、
し
か
し
互
に
交
叉
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
調
和
あ
る
世
界
が

ぐ

求
め
ら
れ
る
の
だ
。
真
の
自
由
は
真
の
奉
仕
で
あ
る
如
く
、
新
し
い
文
学
は
そ
の
優
れ
た
る
技
法
に
よ
つ
て
、
現
実
の

切
実
な
る
社
会
改
造
方
策
の
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
を
最
も
芸
術
的
に
読
者
の
脳
裡
へ
反
映
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
な
の
だ
！

そ
れ
が
云
ふ
と
こ
ろ
の
芸
術
的
な
現
代
に
於
け
る
最
も
新
鮮
な
る
芸
術
な
の
だ
。

（
「
Ｅ

『
働
か
な
け
れ
ば
食
ふ
べ
か
ら
ず
』
派
の
文
学
は
古
い
！
」
）
（
２
３
）

こ
れ
ら
を
見
て
も
、
久
野
の
初
期
、
そ
し
て
新
興
芸
術
派
、
さ
ら
に
新
社
会
派
文
学
へ
の
展
開
は
、
理
論
上
、
そ
れ
ほ
ど

差
が
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
平
野
謙
の
『
昭
和
文
学
史
』
で
、
新
興
芸
術
派
は
新
心
理
主
義
と
新
社
会
派
に
分
裂
し
た
、

と
書
か
れ
て
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
新
心
理
主
義
を
標
榜
し
た
伊
藤
整
が
評
論
「
新
興
芸
術
派
と
新
心
理
主
義
文
学
」
で
、

自
分
は
小
樽
か
ら
出
て
来
た
ば
か
り
の
駆
け
出
し
で
、
「
分
裂
」
ど
こ
ろ
か
文
壇
に
参
加
も
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
反
論
し

た
の
は
有
名
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
新
社
会
派
も
、
そ
の
実
態
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

た
だ
し
、
山
崎
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
時
局
経
済
小
説
と
銘
打
た
れ
、
発
行
禁
止
と
な
っ
た
長
編
『
人
生
特
急
』
な

ど
、
時
局
へ
の
眼
差
し
が
鋭
敏
に
な
っ
た
と
は
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
『
人
生
特
急
』
も
含
め
て
、
久
野
の
作
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風
は
、
も
は
や
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
文
芸
と
は
言
え
な
い
も
の
と
な
り
、
さ
ら
に
作
品
の
生
産
量
は
激
減
し
、
や
が
て
日
大

教
授
就
任
後
、
久
野
は
文
芸
創
作
の
筆
を
折
っ
て
し
ま
う
。
た
だ
、
三
〇
年
後
、
先
に
触
れ
た
一
九
六
七
年
の
名
古
屋
商
科

大
学
退
官
記
念
論
文
集
に
、
久
野
は
「
ダ
グ
ラ
ス
ィ
ズ
ム
」
と
い
う
論
文
を
寄
せ
、
最
後
ま
で
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
は
久
野
の

念
頭
を
去
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

４

む
す
び
―
久
野
豊
彦
と
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学

結
論
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
久
野
豊
彦
は
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
を
詳
細
に
研
究
し
、
そ
の
重
要
性
を
説
き
、

現
実
の
経
済
社
会
に
適
用
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
と
同
時
に
、
こ
れ
を
積
極
的
に
文
芸
理
論
と
し
て
取
り
込
み
、
自
ら
の
実

作
に
も
応
用
し
よ
う
と
努
め
た
。
そ
の
努
力
や
姿
勢
は
、
旧
来
の
文
芸
流
派
に
も
、
同
時
代
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
芸
に
も
納

得
せ
ず
、
現
代
の
社
会
情
勢
や
文
芸
状
況
に
対
応
し
た
、
新
た
な
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
文
芸
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
強
い
意

志
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
、
決
し
て
過
小
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
た
だ
し
、
久
野
の
文
芸
様
式
、

特
に
そ
の
文
体
や
表
現
は
、
こ
れ
ま
で
も
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
と
出
会
い
、
そ
れ
を
導
入
す
る
こ
と
を

意
識
す
る
以
前
に
ほ
ぼ
確
立
し
て
お
り
、
そ
れ
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
新
た
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
以
前
に
、

そ
も
そ
も
、
経
済
学
に
影
響
を
受
け
た
、
い
わ
ゆ
る
経
済
学
的
文
体
な
る
も
の
が
、
小
説
に
お
い
て
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な

も
の
か
、
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
特
に
ダ
グ
ラ
ス
だ
け
で
は
な
い
。
マ
ル
ク
ス
主
義
的
文
体
と
か
、
ケ
イ

ン
ズ
学
派
的
文
体
と
か
、
そ
の
よ
う
な
も
の
は
な
い
。
小
林
多
喜
二
の
文
体
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
の
で
は
な
く
、
単
に

小
林
的
な
の
で
あ
る
。
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も
ち
ろ
ん
、
小
林
が
蔵
原
惟
人
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
理
論
に
触
れ
て
、
自
己
の
作
風
を
大
き
く
転
回
さ
せ

た
の
と
同
様
に
、
久
野
も
ま
た
、
多
く
の
短
編
や
『
人
生
特
急
』
な
ど
の
長
編
に
お
い
て
も
、
過
少
消
費
説
や
信
用
理
論
、

あ
る
い
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ッ
ト
・
ロ
シ
ア
や
共
産
党
に
対
す
る
風
刺
や
当
て
こ
す
り
な
ど
の
マ
ル
ク
ス
主
義
批
判
に
お
い
て
、
彼

の
信
じ
る
ダ
グ
ラ
シ
ズ
ム
に
基
づ
い
た
叙
述
を
行
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
つ
い
て
も
、
ダ
グ
ラ
ス
経
済

学
そ
の
も
の
が
、
ダ
グ
ラ
ス
自
身
の
主
張
に
即
し
て
見
れ
ば
、
必
ず
し
も
、
専
ら
マ
ル
ク
ス
主
義
や
ロ
シ
ア
革
命
に
対
抗
し

て
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
斟
酌
す
る
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
久
野
は
、
ダ
グ
ラ
ス
主
義
を
、
反
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
文
学
の
基
軸
と
し
て
利
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
反
マ
ル
ク
ス
主
義
芸
術
派
の
道
も
ま
た
、
ダ
グ
ラ
ス
理
論
が
あ

ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
恐
ら
く
久
野
に
と
っ
て
の
既
定
路
線
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
久
野
の
ダ
グ
ラ
シ
ズ
ム
と
の
関
係
の
積
極
的
な
意
義
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
反
マ
ル
ク
ス
主
義
・
非
資
本
主
義
の
ス
タ
ン
ス
と
「
新
芸
術
」
に
か
け
る
情
熱
に
お
い
て
、
換
言
す
れ
ば
、
久
野
が

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
文
芸
活
動
を
強
力
に
推
進
す
る
原
動
力
の
領
域
に
お
い
て
、
久
野
の
新
芸
術
論
は
、
ダ
グ
ラ
シ
ズ
ム
と

い
う
強
力
な
触
媒
を
得
て
臨
界
に
ま
で
活
性
化
し
、
そ
し
て
数
々
の
実
作
と
し
て
華
々
し
く
開
花
し
た
の
で
あ
る
、
と
。
こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
こ
の
異
端
経
済
学
説
と
異
端
小
説
家
と
の
出
会
い
は
、
一
九
三
〇
年
前
後
の
文
芸
テ
ク
ス
ト
と
芸
術

理
論
の
昂
揚
に
お
い
て
、
極
め
て
有
意
義
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
な
の
で
あ
る
。

＊
付
記

・
本
稿
は
、
日
本
比
較
文
学
会
二
〇
〇
七
年
度
東
北
大
会
（
二
〇
〇
七
年
一
二
月
三
日
、
於
・
山
形
テ
ル
サ
）
に
お
け
る
口

頭
発
表
「
久
野
豊
彦
と
ダ
グ
ラ
ス
経
済
学
」
を
基
に
し
て
い
る
。
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１

久
野
豊
彦
略
年
譜

※
島
田
厚
編
『
久
野
豊
彦
傑
作
選

ブ
ロ
ッ
ケ
ン
山
の
妖
魔
』
所
収
「
久
野
豊
彦
年
譜
」
か
ら
抜
粋
（
二
〇
〇
三
・
三
、

工
作
社
）
。

年

９
月

日
、
医
師
久
野
東
英
の
次
男
と
し
て
名
古
屋
で
生
ま
れ
る
。
久
野
家
は
遠
州
久
野
城
主
以
来

一
八
九
六
（
明

）
29

12

の
名
門
で
、
近
く
は
尾
張
徳
川
家
の
藩
士
で
あ
っ
た
。

山
吹
小
学
校
、
県
立
愛
知
一
中
を
へ
て
、
４
月
、
慶
應
義
塾
大
学
（
経
済
学
部
）
に
入
学
。

一
九
一
七
（
大
正
６
）

３
月
、
大
学
卒
業
。
９
月
、
守
屋
謙
二
ら
と
同
人
雑
誌
『
葡
萄
園
』
を
発
刊
。
創
刊
号
の
「
霊
魂

一
九
二
三
（
大
正

）
12

の
轢
死
」
以
降
、
ほ
と
ん
ど
毎
号
の
よ
う
に
実
験
的
な
作
品
を
発
表
し
つ
づ
け
る
。

１
月
、
川
端
康
成
が
創
刊
間
も
な
い
『
文
芸
時
代
』
に
、
「
新
進
作
家
の
新
傾
向
解
説
」
を
執
筆
、

一
九
二
五
（
大
正

）
14

モ
ダ
ニ
ス
ト
久
野
豊
彦
と
新
興
芸
術
派
の
研
究
（
中
村
三
春
）
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新
感
覚
の
代
表
と
し
て
、
横
光
利
一
ら
と
と
も
に
無
名
で
あ
っ
た
「
葡
萄
園
の
諸
氏
」
と
名
指
し
て
注
目
を
呼
ん
だ
。
９
月
、

『
文
芸
時
代
』
に
「
一
九
二
〇
年
代
の
人
間
紛
失
」
を
発
表
。

４
月
、
復
活
し
た
『
三
田
文
学
』
に
、
「
あ
る
転
形
期
の
労
働
者
」
を
発
表
。

月
、
『
新
潮
』

一
九
二
六
（
大
正

）
15

10

新
人
特
集
号
に
「
桃
色
の
象
牙
の
塔
」
を
発
表
。
こ
れ
が
久
野
の
い
わ
ゆ
る
文
壇
へ
の
デ
ビ
ュ
ー
と
な
る
。

３
月
、
『
文
芸
時
代
』
の
終
刊
を
受
け
て
創
刊
さ
れ
た
『
手
帖
』
の
同
人
と
な
る
。

月
、
最
初

一
九
二
七
（
昭
和
２
）

12

の
単
行
本
で
あ
る
短
編
集
『
第
二
の
レ
エ
ニ
ン
』
を
春
陽
堂
か
ら
刊
行
。

１
月
、
「
月
で
鶏
が
釣
れ
た
な
ら
」
を
『
新
潮
』
に
、
２
月
、
「
ダ
グ
ラ
ス
印
象
記
」
を
『
新

一
九
三
〇
（
昭
和
５
）

潮
』
に
発
表
。
同
月
、
新
興
芸
術
派
の
事
実
上
の
母
体
と
な
る
『
近
代
生
活
』
の
同
人
に
な
る
。
４
月
、
短
編
集
『
連
想
の

暴
風
』
を
新
潮
社
か
ら
、
５
月
、
評
論
集
『
新
芸
術
と
ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
』
を
天
人
社
か
ら
、
６
月
、
「
あ
る
廃
王
の
随

筆
」
を
『
新
潮
』
に
、
さ
ら
に
７
月
、
短
編
集
『
ボ
ー
ル
紙
の
皇
帝
万
歳
』
を
改
造
社
か
ら
出
版
。
ま
た

月
、
浅
原
六
朗

10

・
龍
膽
寺
雄
と
の
共
同
制
作
に
よ
る
「
一
九
三
〇
年
」
を
『
中
央
公
論
』
に
発
表
。

１
月
、
「
強
制
主
義
と
集
中
主
義
を
排
す
」
を
『
新
潮
』
に
発
表
。
ま
た
前
年
よ
り
連
続
的
に
公

一
九
三
一
（
昭
和
６
）

刊
さ
れ
て
い
た
『
ダ
グ
ラ
ス
派
経
済
［
学
］
全
集
』
（
春
陽
堂
）
の
う
ち
第
６
巻
と
第
８
巻
を
訳
出
。

６
月

日
か
ら

月
７
日
に
わ
た
っ
て
、
経
済
小
説
と
銘
打
っ
た
長
編
小
説
「
人
生
特
急
」
を
日

一
九
三
二
（
昭
和
７
）

10

10

刊
紙
『
時
事
新
報
』
に
連
載
。

月
単
行
本
と
し
て
千
倉
書
房
よ
り
刊
行
さ
れ
た
が
、
直
ち
に
発
行
禁
止
の
処
分
を
受
け
た
。

11

ま
た
５
月
、
浅
原
六
朗
の
出
資
に
よ
る
「
Ｒ
Ｂ
Ｃ
」
（
レ
ッ
ド
・
ア
ン
ド
・
ブ
ル
ー
ク
ラ
ブ
）
に
龍
膽
寺
、
吉
行
と
と
も
に

第
三
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参
加
。
こ
れ
は
新
社
会
派
の
実
験
活
動
の
一
環
と
し
て
、
兜
町
に
進
出
し
、
経
済
活
動
の
実
体
験
を
目
指
そ
う
と
し
た
も
の

だ
っ
た
。
６
月
、
「
不
景
気
と
失
業
」
を
『
新
潮
』
に
発
表
。
７
月
、
浅
原
六
朗
と
共
著
で
評
論
集
『
新
社
会
派
文
学
』
を

厚
生
閣
か
ら
、

月
、
エ
ッ
セ
イ
集
『
艶
文
蒐
集
』
を
第
一
書
房
か
ら
刊
行
。

10

以
前
か
ら
出
講
し
て
い
た
日
本
大
学
で
本
格
的
な
芸
術
学
部
の
確
立
を
目
指
し
、
江
古
田
へ
の
移

一
九
三
五
（
昭
和

）
10

転
を
含
む
体
制
の
整
備
の
た
め
、
正
式
な
教
授
お
よ
び
参
与
と
し
て
、
深
く
関
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

８
月
、
『
山
岳
征
服
冒
険
記
』
を
叢
書
の
一
冊
と
し
て
講
談
社
か
ら
発
行
。

一
九
三
七
（
昭
和

）
12

３
月
、
日
本
大
学
を
辞
し
て
、
知
多
半
島
大
野
町
に
疎
開
、
以
後
、
再
び
東
京
に
戻
る
こ
と
は
な

一
九
四
四
（
昭
和

）
19

か
っ
た
。

名
古
屋
商
科
大
学
（
は
じ
め
は
短
期
大
学
）
の
教
授
に
迎
え
ら
れ
、
後
に
図
書
館
長
、
商
学
科
長

一
九
五
三
（
昭
和

）
28

を
歴
任
、
演
劇
部
の
顧
問
を
楽
し
ん
だ
。
な
お
、
こ
の
間
、
隣
村
の
知
多
市
大
草
に
移
る
。

３
月
、
名
古
屋
商
科
大
学
を
停
年
退
職
。
６
月
、
長
女
で
当
時
ア
メ
リ
カ
に
在
住
し
て
い
た
シ
ュ

一
九
七
〇
（
昭
和

）
45

ラ
イ
バ
ー
・
絲
子
に
招
か
れ
て
単
身
渡
米
。

１
月

日
、
滞
在
先
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
死
去
。

一
九
七
一
（
昭
和

）
46

26
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２

久
野
豊
彦
主
要
著
書
一
覧

〈
１
〉
『
第
二
の
レ
ェ
ニ
ン
』
（
昭
２
・

・
８
、
春
陽
堂
、
文
壇
新
人
叢
書
７
）

12

「
第
二
の
レ
エ
ニ
ン
」
「
セ
ヴ
イ
ラ
の
理
髪
師
」
「
化
粧
学
校
の
フ
ア
ス
シ
ス
ト
」
「
エ
ル
ド
マ
ン
氏
の
途
方
も
な
い
栄

達
」
「
一
九
二
〇
年
代
の
人
間
紛
失
」
「
郵
税
」
「
靴
」
「
満
月
の
島
」
「
昇
降
機
」
「
ウ
オ
ー
タ
ア
・
メ
ロ
ン
の
ラ
式
競

技
」

〈
２
〉
『
聯
想
の
暴
風
』
（
昭
５
・
４
・
７
、
新
潮
社
、
新
興
芸
術
派
叢
書
）

「
月
で
鶏
が
釣
れ
た
な
ら
」
「
薔
薇
の
花
の
つ
い
た
寝
台
」
「
北
京
の
頃
の
娘
」
「
ザ
ン
バ
！
」
「
彼
女
と
盗
人
」
「
徒
然

草
一
巻
」
「
布
哇
の
月
・
水
兵
！
」
「
李
大
石
」
「
虎
に
化
け
る
」
「
青
龍
旗
」
「
あ
る
転
形
期
の
労
働
者
」
「
シ
ヤ
ッ
ポ

で
男
を
ふ
せ
た
女
の
話
」

〈
３
〉
『
モ
ダ
ン

円
舞
曲
』
（
昭
５
・
５
、
春
陽
堂
、
久
野
豊
彦
「
あ
の
花
！
こ
の
花
！
」
所
収
）

T
O

K
IO

〈
４
〉
『
新
芸
術
と
ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
』
（
昭
５
・
５
・

、
天
人
社
、
新
芸
術
論
シ
ス
テ
ム
）

22

「
芸
術
派
と
新
経
済
学
説
」
「
ギ
リ
シ
ヤ
の
旗
に
就
い
て
」
「
聯
想
の
暴
風
」
「
新
芸
術
派
は
何
故
に
擡
頭
し
た
か
」
「
文

学
と
ダ
グ
ラ
ス
イ
ズ
ム
」
「
新
文
学
と
そ
の
任
務
」
「
ダ
グ
ラ
ス
印
象
記
」

〈
５
〉
『
ボ
ー
ル
紙
の
皇
帝
万
歳
』
（
昭
５
・
７
・
８
、
改
造
社
、
新
鋭
文
学
叢
書
）
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「
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
山
の
妖
魔
」
「
野
球
哀
話
！
」
「
時
計
が
空
つ
ぽ
に
な
つ
た
時
刻
」
「
評
判
の
悪
い
春
」
「
靴
」
「
カ
ビ
の

生
え
た
レ
ン
ズ
」
「
ボ
ー
ル
紙
の
皇
帝
万
歳
」
「
月
に
で
も
登
つ
て
み
た
い
」
「
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
微
笑
」
「
村
の
騒
動
」

「
ソ
ヴ
エ
ツ
ト
ロ
シ
ア
の
老
政
治
家
」
「
ス
ポ
ル
テ
イ
フ
な
女
の
詩
集
」
「
鏡
に
追
は
れ
て
」
「
彼
と
彼
女
」

〈
６
〉
『
新
労
働
政
策
』
（
昭
６
、
春
陽
堂
、
ダ
グ
ラ
ス
派
経
済
学
全
集
５
、
ヒ
ル
デ
リ
ッ
ク
・
ク
ー
セ
ン
ス
著
）

〈
７
〉
『
ダ
グ
ラ
ス
の
経
済
哲
学

悪
魔
を
逆
さ
ま
に
し
た
神
の
経
済
哲
学
』
（
昭
６
・
８
、
春
陽
堂
、
ダ
グ
ラ
ス
派
経
済

学
全
集
、
ダ
グ
ラ
ス
著
、
高
橋
善
一
郎
と
共
訳
）

〈
８
〉
『
艶
文
蒐
集
』
（
昭
７
・

・

、
第
一
書
房
）

10

25

「
１

艶
文
蒐
集
」
「
２

彼
女
の
腕
」
「
３

歪
ん
だ
紅
い
唇
」
「
４

老
侯
爵
の
靴
」
「
５

パ
ノ
と
帽
子
」
「
６

満
州
の
摘
草
」
「
７

百
歳
の
子
供
」
「
８

野
球
の
真
髄
」
「
９

張
学
良
と
ヘ
イ
女
史
」
「

ジ
ヤ
ン
・
コ
ク
ト
オ

10

の
手
袋
」
「

フ
イ
リ
ツ
プ
の
芸
術
」
「

チ
ヤ
ツ
プ
リ
ン
の
こ
と
」
「

天
真
爛
漫
・
龍
胆
寺
雄
」
「

青
年

11

12

13

14

紳
士
・
中
河
與
一
」
「

ミ
チ
オ
・
イ
ト
オ
」
「

ポ
オ
ル
・
モ
オ
ラ
ン
か
ら
私
へ
」
「

足
の
な
い
水
泳
選
手
」

15

16

17

「

虎
が
湯
婆
を
か
か
へ
て
ゐ
る
」
「

万
年
筆
」
「

冷
た
い
生
活
」
「

不
運
つ
づ
き
」
「

動
い
て
仕

18

19

20

21

22

方
な
い
」
「

朱
の
色
に
つ
い
て
」
「

文
士
と
ス
ポ
オ
ツ
」
「

お
正
月
と
珍
客
」
「

眼
を
病
む
鶯
か
」

23

24

25

26

「

新
金
貨
と
彼
女
」
「

形
式
と
貨
幣
論
」
「

兜
町
と
文
学
」
「

最
近
の
日
本
」
「

新
宿
新
風
景
」

27

28

29

30

31

「

横
浜
の
夜
」
「

海
と
郵
便
配
達
夫
」
「

蟹
工
船
と
銀
行
」
「

帽
子
」
「

紅
い
蟹
の
櫛
」
「

32

33

34

35

36

37

魚
の
扇
子
」
「

水
中
の
街
」
「

海
上
の
夫
婦
喧
嘩
」
「

不
思
議
な
白
い
船
」
「

巴
里
の
屋
根
の
下
と
嘆

38

39

40

41

き
の
天
使
」
「

海
の
ナ
ン
セ
ン
ス
夫
人
」
「

看
板
が
落
ち
て
く
る
」
「

叱
ら
れ
さ
う
な
幻
想
」
「

蝶
々

42

43

44

45

の
や
う
に
」
「

こ
こ
は
武
蔵
野
」
「

胃
が
唸
つ
て
ゐ
る
」
「

舞
踊
の
毬
遊
び
」
「

大
司
教
の
御
前
」

46

47

48

49
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「

花
作
り
の
御
子
」
「

大
泥
棒
秘
話
」

50

51

〈
９
〉
『
最
近
の
文
学
文
章
研
究
と
国
語
教
育
』
（
昭
７
・

、
厚
生
閣
書
店
、
久
野
豊
彦
「
文
学
の
表
現
原
理
に
つ
い

10

て
」
所
収
）

〈

〉
『
人
生
特
急
』
（
昭
７
・

・
５
、
千
倉
書
房
）

10

11

〈

〉
『
新
社
会
派
文
学
』
（
昭
７
・
７
・
９
、
厚
生
閣
書
店
、
現
代
の
芸
術
と
批
評
叢
書

）

11

23

「
１

新
社
会
派
文
学
の
発
生
過
程
」
「
２

新
興
芸
術
派
の
分
裂
」
「
３

新
社
会
派
文
学
」
「
４

新
社
会
派
文
学
に

つ
い
て
」
「
５

新
社
会
派
文
学
の
主
要
点
」
「
６

新
社
会
派
は
前
進
す
る
」
「
７

新
社
会
派
へ
の
非
難
に
つ
い
て
」

「
８

時
代
相
・
文
学
」
「
９

文
学
は
旧
態
の
ま
ゝ
で
い
い
か
」
「

新
社
会
派
文
学
の
素
材
」
「

新
社
会
派
の

10

11

社
会
観
」
「

新
社
会
派
か
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
か
」
「

新
社
会
派
文
学
発
生
の
基
調
」
「
Ａ

信
用
制
度
統
制
の
新
文

12

13

学
」
「
Ｂ

ダ
グ
ラ
ス
の
経
済
学
に
つ
い
て
」
「
Ｃ

生
産
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
「
Ｄ

ダ
グ
ラ
ス
と
文
学
」
「
Ｅ

「
働

か
な
け
れ
ば
食
ふ
べ
か
ら
ず
」
の
文
学
は
古
い
」
「

強
制
主
義
と
集
中
主
義
を
排
す
」
「

恋
愛
に
生
産
面
を
与
へ

14

15

よ
！
」
「

新
社
会
派
と
大
衆
」
「
Ａ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
文
化
性
」
「
Ｂ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
文
化
相
」
「

新
社

16

17

会
派
文
学
と
そ
の
文
学
技
術
」
「
Ａ

新
社
会
派
と
文
学
技
術
」
「
Ｂ

文
学
技
術
に
つ
い
て
」
「
Ｃ

文
学
技
術
そ
の

他
」
「

新
社
会
派
文
学
の
実
験
」
「
Ａ

新
社
会
派
と
実
践
運
動
」
「
Ｂ

兜
町
風
景
を
描
く
」
「
Ｃ

新
社
会
派

18

…
」

〈

〉
『
日
本
現
代
文
章
講
座
』
３
「
組
織
編
」
（
昭
９
・
４
、
厚
生
閣
書
店
、
久
野
豊
彦
「
文
章
と
テ
ン
ポ
」
所
収
）

12
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〈

〉
『
日
本
現
代
文
章
講
座
』
７
「
研
究
編
」
（
昭
９
・
７
、
厚
生
閣
書
店
、
久
野
豊
彦
「
現
代
芸
術
派
文
学
」
所
収
）

13
〈

〉
『
日
本
現
代
文
章
講
座
』
２
「
方
法
編
」
（
昭
９
・

、
厚
生
閣
書
店
、
久
野
豊
彦
「
誇
張
的
表
現
の
効
果
と
方

14

10

法
」
所
収
）

〈

〉
『
日
本
現
代
文
章
講
座
』
５
「
技
術
編
」
（
昭
９
・

、
厚
生
閣
書
店
、
久
野
豊
彦
「
随
筆
の
構
成
と
技
術
」
所

15

11

収
）

〈

〉
『
雪
山
の
生
活
者
』
（
昭

・
１
・

、
第
一
書
房
、
ル
イ
ス
・
ト
レ
ン
カ
ー
著
）

16

10

20

〈

〉
『
青
年
の
計
画
』
（
昭

・
６
・
５
、
第
一
書
房
、
ピ
ト
キ
ン
博
士
著
）

17

10

〈

〉
『
人
は
何
故
に
失
敗
す
る
か
』
（
昭

・

、
偕
成
社
）

18

11

12

〈

〉
『
現
代
の
日
本
文
学
』
（
昭

・
７
・
８
、
日
本
大
学
出
版
部
、
日
本
大
学
芸
術
科
講
座
）

19

10

〈

〉
『
山
岳
征
服
冒
険
記
』
（
昭

・
８
・
６
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
）

20

12

〈

〉
『
人
生
の
注
意
が
き
』
（
昭

・
１
・

、
教
材
社
）

21

12

30
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〈

〉
『
ソ
聯
は
今
後
ど
う
動
く
か
』
（
昭

・
１
・

、
実
業
之
日
本
社
）

22

13

25

〈

〉
『
血
・
鉄
・
利
潤
』
（
昭

・

・

、
玄
海
書
房
）

23

13

10

25

〈

〉
『
諜
報
の
理
論
と
技
術
』
（
昭

・

・
５
、
育
生
社
弘
道
閣
、
新
世
代
叢
書

）

24

16

10

20

〈

〉
『
ジ
ヤ
ン
グ
ル
の
生
活
者
』
（
昭

・
９
・

、
三
省
堂
、
ト
オ
ラ
ン
ス
原
著
）

25

17

30

〈

〉
『
東
漸
す
る
ソ
聯
』
（
昭

・

・

、
愛
之
事
業
社
）

26

17

12

30

３

久
野
豊
彦
雑
誌
所
収
作
品
一
覧

※
本
文
を
確
認
で
き
た
も
の
の
み
掲
出
す
る
。

※
山
崎
義
光
「
前
衛
芸
術
作
家
と
し
て
の
久
野
豊
彦
」
付
載
「
久
野
豊
彦
著
作
一
覧
」
（
『
大
阪
府
立
工
業
高
等
専
門

学
校
研
究
紀
要
』

、
二
〇
〇
六
・
七
）
参
照
。

40

※

公
開
に
あ
た
っ
て
一
部
修
正
を
加
え
た
。
（
二
〇
〇
九
・
三
）

W
eb

年
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一
九
二
三
（
大
正

）
12

「
靴
」
（
『
葡
萄
園
』
大

・
９
）

12

「
霊
魂
の
轢
死
」
（
『
葡
萄
園
』
大

・

）

12

11

一
九
二
四
（
大
正

）
13

「
玩
具
」
（
『
葡
萄
園
』
大

・
１
）

13

「
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
」
（
『
葡
萄
園
』
大

・
２
）

13

「
満
月
」
（
『
葡
萄
園
』
大

・
４
）

13

「
老
婆
」
（
『
葡
萄
園
』
大

・
５
）

13

「
楽
観
の
経
」
（
『
葡
萄
園
』
大

・
６
）

13

「
腹
水
」
（
『
葡
萄
園
』
大

・
７
）

13

「
花
火
の
顔
」
（
『
葡
萄
園
』
大

・
８
）

13

「
徒
然
草
一
巻
」
（
『
葡
萄
園
』
大

・

）

13

10

「
郵
税
」
（
『
葡
萄
園
』
大

・

）

13

12

一
九
二
五
（
大
正

）
14

「
愛
の
刑
法
」
（
『
葡
萄
園
』
大

・
１
）

14

「
朱
の
梅
」
「
夏
の
動
静
」
「
雨
を
呼
ぶ
」
「
魚
と
人
」
「
焚
く
火
」
「
百
人
一
首
」
「
（
ひ
る
過
ぎ
て
）
」
（
『
葡
萄

園
』
大

・
２
）

14

「
春
爛
漫
の
盲
唖
学
校
庭
」
（
『
葡
萄
園
』
大

・
６
）

14

「
頤
髭
無
限
大
の
水
泳
選
手
」
（
『
葡
萄
園
』
大

・
７
）

14
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「
昼
夜
二
枚
の
音
楽
的
リ
リ
ィ
ー
フ
」
（
『
葡
萄
園
』
大

・
８
）

14

「
一
九
二
〇
年
代
の
人
間
紛
失
」
（
『
文
藝
時
代
』
大

・
９
）

14

「
西
遠
人
の
敬
礼
に
対
し
て
」
（
『
文
藝
時
代
』
大

・

）

14

11

「
天
国
満
員
御
礼
」
（
『
葡
萄
園
』
大

・

）

14

11

「
わ
れ
ら
及
神
の
耳
」
（
『
葡
萄
園
』
大

・

）

14

12

一
九
二
六
（
大
正

・
昭
和
元
）

15

「
明
日
の
労
働
街
」
（
『
葡
萄
園
』
大

・
２
）

15

「
あ
る
転
形
期
の
労
働
者
」
（
『
三
田
文
学
』
昭
１
・
４
）

「
日
英
同
盟
破
棄
」
（
『
葡
萄
園
』
大

・
４
）

15

「
第
二
の
レ
ニ
ン
！
」
（
『
辻
馬
車
』
大

・
５
）

15

「
物
質
の
門
」
（
『
三
田
文
学
』
昭
元
・
５
）

「
小
説
構
想
の
断
想
」
（
『
虚
無
思
想
』
大

・
６
）

15

「
ナ
タ
ァ
シ
ア
夫
人
の
銀
煙
管
」
（
『
三
田
文
学
』
昭
元
・
７
）

「
化
粧
学
校
の
フ
ァ
ス
シ
ス
ト
」
（
『
新
小
説
』
大

・
９
）

15

「
桃
色
の
象
牙
の
塔
」
（
『
新
潮
』
大

・

）

15

10

「
ヱ
ル
ド
マ
ン
氏
の
途
方
も
な
い
栄
達
」
（
『
葡
萄
園
』
大

・

）

15

11

「
水
上
滝
太
郎
氏
の
近
業
」
（
『
三
田
文
学
』
昭
元
・

）
12

「
六
号
雑
記
」
（
『
三
田
文
学
』
昭
元
・

）
12
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一
九
二
七
（
昭
和
２
）

「
新
人
の
観
た
る
既
成
文
壇
及
既
成
作
家
」
（
座
談
会
）
（
『
新
潮
』
昭
２
・
１
）

「
文
学
の
必
然
的
推
移
」
（
『
文
藝
公
論
』
大

・
１
）

16

「
運
河
の
夜
景
」
（
『
三
田
文
学
』
昭
２
・
１
）

「
六
号
雑
記
」
（
『
三
田
文
学
』
昭
２
・
１
）

「
海
底
の
鼻
眼
鏡
」
（
『
手
帖
』
昭
２
・
３
）

「
芸
術
の
体
温
表
」
（
『
新
潮
』
昭
２
・
３
）

「
色
合
戦
」
（
『
手
帖
』
昭
２
・
４
）

「
ソ
ヴ
エ
ー
ト
・
ロ
シ
ヤ
の
老
政
治
家
」
（
『
三
田
文
学
』
昭
２
・
４
）

「
片
岡
鉄
兵
作
「
色
情
文
化
」
」
（
『
文
藝
時
代
』
昭
２
・
５
）

「
怪
談
」
（
『
手
帖
』
昭
２
・
６
）

「
小
品
・
昇
降
器
」
（
『
文
藝
公
論
』
昭
２
・
６
）

「
痩
せ
た
女
」
（
『
手
帖
』
昭
２
・
７
）

「
小
さ
な
詩
」
［
「
乳
房
」
「
蟻
」
］
（
『
手
帖
』
昭
２
・
８
）

「
自
分
の
作
品
に
対
す
る
批
評
を
ど
う
観
る
か
」
（
『
文
藝
公
論
』
昭
２
・
８
）

「
ボ
ー
ル
紙
の
皇
帝
万
歳
」
（
『
文
藝
公
論
』
昭
２
・
８
）

「
秋
に
女
の
小
便
を
す
る
歌
」
（
『
手
帖
』
昭
２
・
９
）

「
物
を
云
ふ
」
（
『
文
藝
公
論
』
昭
２
・
９
）

「
青
い
ガ
ス
燈
―
中
河
与
一
氏
の
『
恐
ろ
し
き
私
』
に
就
て
―
」
（
『
三
田
文
学
』
昭
２
・
９
）

「
フ
ロ
ツ
ク
・
コ
ー
ト
の
男
」
（
『
手
帖
』
昭
２
・

）
10

「
腋
臭
」
（
『
手
帖
』
昭
２
・

）
11
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「
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
文
壇
の
崩
壊
と
プ
ロ
の
将
来
」
（
『
文
藝
公
論
』
昭
２
・

）
12

一
九
二
八
（
昭
和
３
）

「
新
春
の
顔
」
（
『
三
田
文
学
』
昭
３
・
１
）

「
二
つ
の
顔
の
箱
」
（
『
文
藝
公
論
』
昭
３
・
２
）

「
裏
側
の
花
・
獣
・
人
」
（
『
三
田
文
学
』
昭
３
・
２
）

「
ギ
リ
シ
ヤ
の
旗
に
就
て
」
（
『
創
作
月
刊
』
昭
３
・
４
）

「
シ
ヤ
ツ
ポ
で
男
を
ふ
せ
た
女
の
話
―
大
用
現
前
不
存
軌
則
―
」
（
『
新
潮
』
昭
３
・
７
）

「
垢
」
（
『
三
田
文
学
』
昭
３
・
８
）

「
回
顧
一
年
」
（
『
三
田
文
学
』
昭
３
・

）
12

一
九
二
九
（
昭
和
４
）

「
昔
は
宗
匠
頭
巾
に
白
足
袋
だ
つ
た
の
が
」
（
『
新
潮
』
昭
４
・
１
）

「
推
奨
す
る
新
人
」
（
『
創
作
月
刊
』
昭
４
・
１
）

「
わ
が
賀
状
」
（
『
三
田
文
学
』
昭
４
・
１
）

「
芸
術
派
と
新
経
済
学
説
」
（
『
新
潮
』
昭
４
・
２
）

「
形
式
は
価
値
」
（
『
創
作
月
刊
』
昭
４
・
２
）

「
蓮
社
の
逸
」
（
『
三
田
文
学
』
昭
４
・
２
）

「
薔
薇
の
花
の
つ
い
た
寝
台
」
（
『
新
潮
』
昭
４
・
３
）

「
文
芸
都
市
合
評
会
」
（
座
談
会
）
（
『
文
藝
都
市
』
昭
４
・
５
）

「
形
式
主
義
文
学
理
論
を
如
何
に
語
る
か
―
短
信
―
」
（
『
文
藝
レ
ビ
ュ
ー
』
昭
４
・
５
）
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「
ス
ポ
ル
テ
ィ
フ
な
女
の
詩
集
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
４
・
５
）

「
時
計
が
空
つ
ぽ
に
な
つ
た
時
刻
―
午
前
零
時
の
文
明
―
」
（
『
中
央
公
論
』
昭
４
・
６
）

「
芸
術
価
値
の
本
質
に
就
て
」
（
『
文
藝
レ
ビ
ュ
ー
』
昭
４
・
７
）

「
朦
朧
ダ
ン
サ
ー
の
手
記
」
（
『
新
潮
』
昭
４
・
７
）

「
女
の
顔
が
た
く
さ
ん
針
金
に
ぶ
ら
さ
が
つ
て
ゐ
る
」
（
『
文
學
時
代
』
昭
４
・
７
）

「
こ
れ
こ
そ
嗤
ふ
べ
き
だ
」
（
『
葡
萄
園
』
昭
４
・
７
）

「
中
河
與
一
論
」
（
『
文
學
時
代
』
昭
４
・
８
）

「
新
宿
よ
り
品
川
ま
で
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
４
・
８
）

「
ダ
グ
ラ
ス
万
才
！
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
４
・
９
）

「
ザ
ン
バ
！
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
４
・
９
）

「
ダ
グ
ラ
ス
の
経
済
学
」
（
『
葡
萄
園
』
昭
４
・
９
）

「
超
現
実
派
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
派
」
（
『
詩
神
』
昭
４
・
９
）

「
文
壇
的
遺
産
の
再
批
判
―
そ
の
四
・
森
鴎
外
論
―
」
（
『
新
潮
』
昭
４
・

）
10

「
動
い
て
仕
方
な
い
」
（
『
文
學
時
代
』
昭
４
・

）
10

「
北
京
の
頃
の
娘
」
（
『
文
學
時
代
』
昭
４
・

）
10

「
白
い
枳
殻
の
花
だ
」
（
『
三
田
文
学
』
昭
４
・

）
10

「
新
文
学
と
そ
の
任
務
に
就
て
」
（
『
文
學
』
昭
４
・

）
11

「
満
月
吟
花
？
」
（
『
新
潮
』
昭
４
・

）
11

「
生
活
に
垢
が
な
い
」
（
『
新
潮
』
昭
４
・

）
11

「
月
に
で
も
乗
つ
て
み
た
い
―
ど
う
も
あ
ん
ま
り
恥
し
い
の
で
―
」
（
『
文
學
時
代
』
昭
４
・

）
11

「
本
年
度
の
仕
事
に
就
て
」
（
『
新
潮
』
昭
４
・

）
12
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「
ポ
オ
ル
・
モ
オ
ラ
ン
か
ら
私
へ
」
（
『
文
學
時
代
』
昭
４
・

）
12

一
九
三
〇
（
昭
和
５
）

「
彼
と
彼
女
」
（
『
文
學
』
昭
５
・
１
）

「
経
済
的
進
歩
へ
」
（
『
新
潮
』
昭
５
・
１
）

「
中
河
與
一
」
（
『
新
潮
』
昭
５
・
１
）

「
月
で
鶏
が
釣
れ
た
な
ら
」
（
『
新
潮
』
昭
５
・
１
）

「
青
龍
旗
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
１
）

「
布
哇
の
月
・
水
兵
―
モ
ダ
ァ
ン
・
ユ
ゥ
モ
ァ
行
進
曲
―
」
（
『
中
央
公
論
』
昭
５
・
１
）

「
ダ
グ
ラ
ス
印
象
記
」
（
『
新
潮
』
昭
５
・
２
）

「
文
芸
時
評
―
新
芸
術
派
の
躍
進
―
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
２
）

「
新
年
号
創
作
合
評
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
２
）

「
鏡
に
追
は
れ
て
」
（
『
週
刊
朝
日
』
昭
５
・
３
・
２
）

「
谷
崎
潤
一
郎
氏
の
エ
ロ
チ
シ
ズ
ム
」
（
『
新
潮
』
昭
５
・
３
）

「
芸
術
派
と
プ
ロ
派
と
の
討
論
会
―
第
七
十
九
回
新
潮
合
評
会
―
」
（
座
談
会
）
（
『
新
潮
』
昭
５
・
３
）

「
虎
が
湯
婆
を
か
か
へ
て
ゐ
る
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
３
）

「
冷
た
い
生
活
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
３
）

「
彼
と
彼
女
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
３
）

「
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
微
笑
」
（
『
新
潮
』
昭
５
・
４
）

「
文
芸
・
美
術
・
建
築
・
機
械
の
交
流
に
就
い
て
語
る
―
第
八
十
回
新
潮
合
評
会
―
」
（
座
談
会
）
（
『
新
潮
』
昭
５
・

４
）
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「
虎
に
化
け
る
」
（
『
文
學
時
代
』
昭
５
・
４
）

「
女
百
貨
店

白
い
脚
を
見
せ
る
女
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
４
）

「
何
が
彼
女
を
そ
う
さ
せ
た
か
［
試
写
室
］
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
４
）

「
芸
術
派
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
派
討
論
」
（
座
談
会
）
」
（
座
談
会
）
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
４
）

「
新
芸
術
派
は
何
故
に
擡
頭
し
た
か
？
」
（
『
新
潮
』
昭
５
・
５
）

「
聯
想
の
暴
風
」
（
『
文
學
時
代
』
昭
５
・
５
）

「
文
芸
時
評
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
５
）

「
床
惚
れ
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
５
）

「
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
山
の
妖
魔
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
５
）

「
新
興
芸
術
派
批
判
会
―
第
八
十
二
回
新
潮
合
評
会
―
」
（
座
談
会
）
（
『
新
潮
』
昭
５
・
６
）

「
あ
る
廃
王
の
随
筆
」
（
『
新
潮
』
昭
５
・
６
）

「
横
浜
の
夜
」
（
『
文
學
時
代
』
昭
５
・
６
）

「
看
板
が
落
ち
て
く
る
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
６
）

「
新
芸
術
派
へ
の
非
難
に
対
し
て
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
６
）

「
新
興
芸
術
派
の
カ
リ
カ
チ
ユ
ア
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
６
）

「
ス
ト
ラ
イ
キ
と
人
格
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
６
）

「
「
街
の
娘
」
を
見
る
［
試
写
室
］
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
６
）

「
既
成
芸
術
派
検
討
」
（
座
談
会
）
」
（
座
談
会
）
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
６
）

「
夜
の
女
親
方
」
（
『
週
刊
朝
日
』
昭
５
・
７
・
１
）

「
文
学
技
術
そ
の
他
」
（
『
新
潮
』
昭
５
・
７
）

「
新
興
芸
術
派
の
人
々
と
そ
の
作
品
に
就
い
て
（
文
学
時
代
」
（
座
談
会
）
）
」
（
座
談
会
）
（
『
文
學
時
代
』
昭
５
・
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７
）

「
文
芸
時
評
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
７
）

「
尖
端
婦
人
生
活
漫
談
会
」
（
座
談
会
）
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
７
）

「
ツ
エ
ツ
ペ
リ
ン
倫
敦
襲
撃
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
７
）

「
器
械
の
な
か
の
痴
情
」
（
『
文
學
時
代
』
昭
５
・
８
）

「
新
興
芸
術
派
は
果
し
て
無
内
容
で
あ
る
か
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
８
）

「
女
性
讃
［
試
写
室
］
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
８
）

「
文
芸
時
評
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
９
）

「
同
人
通
信
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
９
）

「
第
二
貧
乏
物
語
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
９
）

「
吉
行
ア
グ
リ
氏
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
９
）

「
題
は
忘
れ
た
が
［
試
写
室
］
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
９
）

「
日
曜
日
展
く
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・
９
）

「
土
を
食
べ
に
ゆ
く
―
こ
の
一
篇
は
食
土
記
そ
の
他
に
拠
る
―
」
（
『
文
學
時
代
』
昭
５
・

）
10

「
波
の
な
か
に
て
［
私
の
生
活
か
ら
］
」
（
『
文
學
時
代
』
昭
５
・

）
10

「
マ
ル
キ
シ
ス
ト
の
商
売
―
こ
れ
も
ま
た
、
現
代
の
手
軽
な
売
淫
の
一
種
か
―
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・

）
10

「
共
同
制
作
に
つ
い
て
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・

）
10

「
渦
巻
く
都
会
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・

）
10

「
１
９
３
０
年
（
共
同
制
作
）
」
（
『
中
央
公
論
』
昭
５
・

）
10

「
十
月
の
映
画
評
」
（
『
新
潮
』
昭
５
・

）
11

「
『
小
説
の
将
来
』
『
映
画
の
将
来
』
合
評
会
―
第
八
十
七
回
新
潮
合
評
会
―
」
（
座
談
会
）
（
『
新
潮
』
昭
５
・

）
11
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「
玩
具
の
煙
」
（
『
文
學
時
代
』
昭
５
・

）
11

「
『
女
性
危
機
』
」
（
座
談
会
）
」
（
座
談
会
）
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・

）
11

「
『
悲
歌
』
に
つ
い
て
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・

）
11

「
続
彼
と
彼
女
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・

）
11

「
恋
愛
の
予
算
帳
［
共
同
製
作
］
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・

）
11

「
共
同
制
作
へ
の
非
難
に
対
し
て
」
（
『
文
藝
春
秋
』
昭
５
・

）
11

「
割
合
に
書
い
た
」
（
『
新
潮
』
昭
５
・

）
12

「
司
祭
ワ
イ
エ
ル
ス
ト
ラ
ツ
ス
―
こ
れ
は
、
数
学
の
大
家
の
ワ
イ
エ
ル
ス
ト
ラ
ツ
ス
氏
で
は
な
い
―
」
（
『
新
潮
』
昭
５

・

）
12

「
チ
ユ
ウ
イ
ン
ガ
ム
を
か
ん
で
ゐ
る
キ
リ
ス
ト
？
」
（
『
新
青
年
』
昭
５
・

）
12

「
千
九
百
三
十
年
の
文
壇
を
顧
る
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・

）
12

「
千
九
百
三
十
年
の
精
算
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・

）
12

「
一
九
三
〇
年
の
印
象
・
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・

）
12

「
『
一
九
三
一
年
・
待
望
』
」
（
座
談
会
）
」
（
座
談
会
）
（
『
近
代
生
活
』
昭
５
・

）
12

「
今
年
発
表
し
た
一
ば
ん
好
き
な
自
作
に
つ
い
て
」
（
『
作
品
』
昭
５
・

）
12

一
九
三
一
（
昭
和
６
）

「
共
同
制
作
に
つ
い
て
」
（
『
新
文
學
研
究
』
昭
６
・
１
）

「
強
制
主
義
と
集
中
主
義
を
排
す
」
（
『
新
潮
』
昭
６
・
１
）

「
張
学
良
と
ヘ
イ
女
史
」
（
『
新
潮
』
昭
６
・
１
）

「
村
の
キ
リ
ス
ト
」
（
『
文
學
時
代
』
昭
６
・
１
）
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「
日
記
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
１
）

「
一
九
三
一
年
の
金
言
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
１
）

「
海
戦
を
写
生
す
る
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
１
）

「
天
真
爛
漫
」
（
『
新
潮
』
昭
６
・
２
）

「
一
九
三
一
年
初
頭
の
文
芸
界
の
展
望
―
第
九
十
回
新
潮
合
評
会
―
」
（
座
談
会
）
（
『
新
潮
』
昭
６
・
２
）

「
ラ
デ
イ
ゲ

ド
ル
ヂ
エ
ル
伯
の
舞
踏
会
に
つ
い
て
」
（
『
新
科
学
的
文
藝
』
昭
６
・
３
）

「
昔
と
あ
べ
こ
べ
ね
」
（
『
新
潮
』
昭
６
・
３
）

「
文
壇
人
総
批
判
―
第
九
十
一
回
新
潮
合
評
会
―
」
（
座
談
会
）
（
『
新
潮
』
昭
６
・
３
）

「
首
を
接
換
へ
た
侏
儒
」
（
『
文
學
時
代
』
昭
６
・
３
）

「
最
近
文
壇
に
を
け
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
論
争
」
（
座
談
会
）
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
３
）

「
文
壇
時
評
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
３
）

「
ラ
デ
イ
ゲ
の(

(

ド
ル
ヂ
エ
ル
伯
の
舞
踏
会)

)

に
つ
い
て
」
（
『
新
文
學
研
究
』
昭
６
・
４
）

「
雑
誌
及
編
輯
者
批
判
」
（
座
談
会
）
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
４
）

「
公
開
状

丸
木
砂
土
氏
に
与
ふ
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
４
）

「
文
学
技
術
に
つ
い
て
」
（
『
新
潮
』
昭
６
・
５
）

「
病
院
」
（
『
文
學
時
代
』
昭
６
・
５
）

「
国
際
的
な
文
学
に
つ
い
て
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
５
）

「
共
同
便
所
探
訪
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
５
）

「
解
剖
台
上
の
わ
が
大
宅
壮
一
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
５
）

「
四
月
創
作
諸
家
評
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
５
）

「
恋
愛
・
女
・
文
学
」
（
座
談
会
）
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
５
）
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「
イ
ト
オ
・
ミ
チ
オ
氏
と
語
る
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
５
）

「
文
学
に
於
け
る
技
術
は
な
ぜ
優
位
な
地
歩
を
占
む
る
か
」
（
『
新
興
芸
術
研
究
』
昭
６
・
６
）

「
ミ
チ
オ
・
イ
ト
ウ
の
こ
と
」
（
『
新
科
学
的
文
藝
』
昭
６
・
６
）

「
彼
女
の
腕
」
（
『
新
潮
』
昭
６
・
６
）

「
不
運
つ
ゞ
き
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
６
）

「
解
剖
台
上
の
わ
が
龍
胆
寺
雄
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
６
）

「
相
互
素
破
抜
掛
合
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
６
）

「
金
・
享
楽
・
結
婚
」
（
座
談
会
）
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
６
）

「

雀

の
こ
と
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
６
）

ロ
・
バ
ル
ダ
ル

「
脳
髄
の
鏡
」
（
『
新
青
年
』
昭
６
・
７
）

「
ハ
ア
マ
ン
王
国
の
灯
台
守
」
（
『
新
潮
』
昭
６
・
７
）

「
文
芸
時
評
―
新
人
批
評
―
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
７
）

「
こ
の
夏
の
計
画
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
７
）

「
初
め
に
行
為
あ
り
か
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
７
）

「
悪
」
（
座
談
会
）
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
７
）

「
私
の
好
き
な
女
優
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
７
）

「
イ
ロ
テ
イ
ク
な
黒
い
蝶
」
（
『
新
潮
』
昭
６
・
８
）

「
海
の
ナ
ン
セ
ン
ス
夫
人
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
８
）

「
小
遣
帳
し
ら
べ
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
８
）

「
文
壇
座
右
銘
調
べ
―
そ
の
７
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
８
）

「
ラ
ン
デ
・
ヴ
ウ
」
（
座
談
会
）
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
８
）
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「
友
達
」
（
『
作
品
』
昭
６
・
８
）

「
日
清
戦
争
奇
談
」
（
『
文
學
時
代
』
昭
６
・
９
）

「
最
近
の
プ
ロ
文
学
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
９
）

「
新
ら
し
い
作
曲
家
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・
９
）

「
な
に
？

反
動
的
？
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・

）
11

「
足
の
な
い
水
泳
選
手
」
（
『
新
科
学
的
文
藝
』
昭
６
・

）
12

「
生
活
の
断
面
図
」
（
『
新
潮
』
昭
６
・

）
12

「
空
気
銃
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
６
・

）
12

一
九
三
二
（
昭
和
７
）

「
訪
問
客
」
（
『
小
説
』
昭
７
・
１
）

「
新
興
芸
術
派
は
分
裂
か
―
「
新
興
芸
術
派
」
の
立
場
か
ら
―
」
（
『
新
潮
』
昭
７
・
１
）

「
海
戦
を
写
生
す
る
」
（
『
文
學
ク
オ
タ
リ
イ
』
昭
７
・
２
）

「
新
社
会
派
文
学
に
就
い
て
」
（
『
新
潮
』
昭
７
・
２
）

「
新
即
物
主
義
？
」
（
『
文
科
』
昭
７
・
３
）

「
新
宿
新
風
景
」
（
『
新
潮
』
昭
７
・
３
）

「
ミ
ス
・
ス
チ
ム
ソ
ン
」
（
『
新
潮
』
昭
７
・
４
）

「
野
球
の
真
髄
」
（
『
新
科
学
的
文
藝
』
昭
７
・
５
）

「
文
学
は
旧
態
の
ま
ま
で
い
い
か
」
（
『
新
潮
』
昭
７
・
５
）

「
新
し
き
文
学
の
動
向
に
就
て
」
（
座
談
会
）
（
『
新
潮
』
昭
７
・
５
）

「
飛
び
出
し
た
ピ
エ
ロ
」
（
『
文
學
時
代
』
昭
７
・
５
）

「
混
沌
た
る
現
文
壇
」
（
『
近
代
生
活
』
昭
７
・
５
）
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「
東
京
の
屋
根
の
下
」
（
『
改
造
』
昭
７
・
５
）

「
マ
ダ
ム
の
悪
戯
」
（
『
経
済
往
来
』
昭
７
・
５
）

「
不
景
気
と
失
業
」
（
『
新
潮
』
昭
７
・
６
）

「
大
衆
雑
誌
時
代
と
純
粋
文
学
」
（
座
談
会
）
（
『
近
代
生
活
』
昭
７
・
７
）

「
文
学
の
純
粋
性
に
つ
い
て
」
（
『
新
潮
』
昭
７
・
９
）

「
煤
煙
と
夜
の
花
―
本
所
風
景
―
」
（
『
新
潮
』
昭
７
・

）
11

「
「
人
生
特
急
」
発
禁
に
つ
い
て
」
（
『
新
科
学
的
文
藝
』
昭
７
・

）
12

一
九
三
三
（
昭
和
８
）

「
射
撃
魚
」
（
『
新
潮
』
昭
８
・
４
）

「
黄
金
狂
時
代
の
カ
ラ
ク
リ
」
（
『
新
青
年
』
昭
８
・
５
）

「
金
の
鯱
」
（
『
人
物
評
論
』
昭
８
・
９
）

「
勝
負
ご
と
」
（
『
翰
林
』
昭
８
・

）
12

「
植
物
の
心
臓
に
つ
い
て
」
（
『
新
潮
』
昭
８
・

）
12

一
九
三
四
（
昭
和
９
）

「
宇
野
浩
二
鑑
賞
」
（
『
月
刊
文
章
』
昭

・
２
）

11

「
死
線
に
踊
る
ス
パ
イ
」
（
『
中
央
公
論
』
昭

・
２
）

11

「
青
春
空
し
」
（
『
月
刊
文
章
』
昭

・
３
）

11

「
金
髪
美
人
」
（
『
月
刊
文
章
』
昭

・
４
）

11

「
萠
え
出
づ
る
創
作
慾
を
」
（
『
月
刊
文
章
』
昭

・
５
）

11
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「
初
夏
と
自
然
描
写
」
（
『
月
刊
文
章
』
昭

・
６
）

11

「
ウ
ナ
ム
ノ
の
文
章
論
」
（
『
月
刊
文
章
』
昭

・
８
）

11

「
平
生
文
相
の
印
象
」
（
『
文
藝
懇
話
會
』
昭

・
８
）

11

「
天
国
へ
は
行
き
た
く
な
い
」
（
『
月
刊
文
章
』
昭

・
９
）

11

「
山
と
文
学
」
（
『
月
刊
文
章
』
昭

・

）

11

10

「
兜
町
」
（
『
月
刊
文
章
』
昭

・

）

11

12

「
道
徳
と
経
済
」
（
『
文
藝
懇
話
會
』
昭

・

）

11

12

一
九
三
五
（
昭
和

）
10

「
葡
萄
園
時
代
の
こ
と
」
（
『
月
刊
文
章
』
昭

・
２
）

12

「
日
本
語
と
表
現
の
可
能
性
」
（
『
月
刊
文
章
』
昭

・
５
）

12

「
主
題
の
生
み
方
纏
め
方
」
（
『
月
刊
文
章
』
昭

・
６
）

テ

ー

マ

12

「
小
説
の
没
落
」
（
『
月
刊
文
章
』
昭

・
８
）

12

「
海
底
ル
ポ
ル
タ
ア
ジ
ュ
」
（
『
月
刊
文
章
』
昭

・
９
）

12

「
武
器
購
入
に
苦
悶
す
る
支
那
」
（
『
改
造
』
昭

・

）

12

10

「
表
現
上
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
（
『
月
刊
文
章
』
昭

・

）

12

11

「
闘
争
美
と
戦
争
の
美
学
」
（
『
月
刊
文
章
』
昭

・

）

12

12

「
赤
軍
巨
頭
銃
殺
の
そ
の
前
夜
」
（
『
改
造
』
昭

・

）

12

12

一
九
三
八
（
昭
和

）
13

「
揺
ら
ぐ
相
場
街
」
（
『
改
造
』
昭

・

）

13

12
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一
九
六
一
（
昭
和

）
36

「
時
間
」
（
『
三
田
文
学
』
昭

・
２
）

36

一
九
六
七
（
昭
和

）
42

「
ダ
グ
ラ
ス
ィ
ズ
ム
」
（
『
名
古
屋
商
科
大
学
論
集
』
昭

・
９
）

42

「
私
の
履
歴
書
」
（
『
名
古
屋
商
科
大
学
論
集
』
昭

・
９
）

42
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